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Foreword
This　Annual　Bulletin　No．44　records　the　activities　of　the　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo（NMWA），　during　fiscal　year
2009，namely　from　April　l，2009，　through　March　31，2010．　The　reports　cover　acquisitions，　exhibitions，　research，　education、
information　sciences，　and　conservation　department　activities　and　their　related　materials．
　　On　April　l，2001，the　NMWA　joined　the　National　Museum　of　Modern　Art，　Tokyo，　and　two　other　museums　to　form　the
Independent　Administrative　Institution　National　Museum　of　Art．　Fiscal　year　2009　marked　the　fourth　year　of　the　second　five－year
Midterm　Plan　begun　on　April　1，2006．　When　the　National　Art　Center　opened　in　January　2007，　the　Independent　Administrative
Institution　National　Museum　of　Art　became　a　group　of　five　museums，　and　began　the　period　of　the　actualization　of　the　goals　and
objectives　as　set　out　in　the　Midterm　Plan．　However，　the　budget　for　the　Independent　Administrative　Institution　National　Museum
of　Art　has　decIined　year－by－year　by　approximately　3　percent，　and　human　resources　budgets　have　also　been　reduced
approximately　by　2－3　percent　year－on－year．　As　Japan’s　domestic　economy　has　continued　to　weaken，　undeniably　the　holding　of
exhibitions，　which　are　normally　co－organized　with　newspaper　or　broadcasting　companies，　has　become　all　the　more　difficult，　ln
addition，　the　international　art　market　has　benefited　from　the　development　of　emerging　nations，　but　this　has　meant　that　art
works　are　costing　more　on　the　world　market．　Thus，　all　while　we　continue　the　norma［activities　of　the　NMWA，　new　and　more
efficient　means　of　operating　must　be　found　even　though　the　problems　could　change　the　fralnework　of　the　Independent
Administrative　lnstitution．
　　Fiscal　2009　marked　the　50th　anniversary　of　the　founding　of　the　NMWA．　This　was　a　year　in　which　we　had　a　renewed　sellse　of
how　the　mission　of　the　NMWA，　established　in　the　1950s，　soon　after　the　end　of　World　War［1，　has　evolved　to　keep　up　with　the
social　changes　that　have　occurred　over　the　last　half－century．　Amidst　the　difficult　operating　conditions　mentioned　above、　the
staff　are　united　on　a　daily　basis　in　making　every　effort　to　protect　the　museum「s　well－being　and　reputation　as　Japan，s　only　public
museum　dedicated　to　Western　art，　all　while　fully　discharging　the　duties　entrusted　to　them　and　ensuring　that　ourservices　to　the
public　maintain　their　usual　high　standard．　While　there　is　no　discussion　or　resolution　upon　the　position　of　research　on　Western
art　and　the　advancement　of　the　arts　in　Japan　within　society，　in　these　times　of　smaller　budgets　and　decreasing　staff　numbers、
there　are　growing　limits　to　our　activities．　And　we　cannot　break　free　from　these　hindrances　which　have　embroiled　the　art
museum　world　over　the　last　several　years．　It　goes　without　saying　that　we　should　offer　opportunities　for　all　the　more　visit（）rs　to
encounter　high　quality　examples　of　Western　art，　but　at　the　same　time，　we　must　also　consider　alユd　resolve　the　issues　related　to
the　holding　of　large－scaIe　popular　exhibitions　in　preference　to　exhibitions　with　a　smaller　audience　but　more　importance
scientifically．
　　ln　the　midst　of　these　circumstances，　there　has　been　a　noticeable　increase　in　visitors　from　Japan「s　neighbors，　particularly
China　and　South　Korea．　We　must　further　emphasize　and　act　on　our　position　as　the　only　museum　of　Western　art　in　East　Asia．　The
movement　towards　the　listing　of　the　Le　Corbusier－designed　Main　Building　as　a　UNESCO　World　Heritage　Site　is　also　meaningful
for　both　Japan　and　Asia　as　a　whole．　We　are　continuing　the　process　of　lobbying　for　World　Heritage　status　for　the　Main　Building
with　the　appropriate　UNESCO　authorities．
　　The　furthering　of　culture　and　its　dissemination　is　an　important　element　in　the　establishing　and　preserving　of　a　Ilation’s
identity，　as　well　as　a　factor　of　growing　importance　within　international　society．　The　NMWA　is　one　window　on　the　West　for　both
Japan　and　Asia，　and　it　is　my　hope　that　we　will　garner　insight　and　opinions　from　a　diverse　array　of　pec）ple　regarding　how　t（）
resolve　the　issues　facing　us　today　and　how　to　add　more　vitality　t（「）our　museum　operations、
March　2011
Masanori　Aoyagi
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まえがき
イミ館服第44り・1よ、’ド成21（2009）年1隻に関するものであり、’1’i成21年4月1日から’ド成22《卜3月3111までの’｜］川、ン1西洋
）隻術館が行なv）た、作11nll収集、展覧会、調査研究、教育ill：及、情報資料の収集・発信、保存修復などの’」r業もしくは分
野における活動の報告、ならびに閃連する資料や記録を収めている
　llこ位西洋）ミ術fi，1’iは、’r一成13年4月1日から東京国、’ノ1近代）こilll二館他2館とともに独、1肩「政法人lid、‘ノ1）ミ術館の・ii1、位と
なり、’ド成21年度は、’ド成18年4月1日から始まった第2次「lll期，ih由i」の4｛卜目にあたる　’r成19年1月の1｝cl、ン：新）ミ術
館の開館により5館となった狙い71行政法人国、nこ術館のlirf動も、次なる「中期計ll刷をも視野に人れた充実期に人っ
たと、1える　ところが、独立行政法人としての〕フ算が毎年前年比3パーセント程度減少し、人件費も毎年2～3パーセ
ントの減少を余儀なくされるなか、国内経済の弱体化に伴い、共催事業の運営がますます厳しくなっていることは否
定できない．また、国際的な美術品llfj易においても新興国の発展と軌を・にして、）こ術品の仙1；各のヒ昇という問題が
突きつけられている、国立西洋美術館のiirf動にも継続性とともに、独、’ノ1行政法人の枠組みにも関わる新たな展開が
必要とされていると、『えよう．
　llミけ西洋）こ術負V｛は」ξ成21年度に、開館50周年を迎えた一／戦後の余韻を残すなかで開館した西洋）罰1∫館に与えら
れた使命も、50年間の社会状況の変化とともに変容してきたことを改めて実感する年となった　上記のような厳しい運
営状況のなか、国内唯・の西洋美術の専門館としての歴史を守りながら、託された業務を着実に遂行し、来館者に
対するサービスの質を劣化させないよう、職員・ト川々：［：夫を重ねているしかしながら、日本における西洋）こ術の
研究や芸術振興はどうあるべきなのかといった本質的な問題を議論することなく、」二算や人貝が削減されていく状況
では、その活動にも限界があり、すでに数年にわたり美術館界を取り巻くこの閉塞状態を脱することができないでい
ることも’狂実であるひとりでも多くの人に良質の西洋美術に触れていただく機会を提供することは’｜撚のことであ
るが、同時に大li｛：動貝ばかりを優先させる興行的な展覧会企画のありノ∫への問題提起や見直しも必要であろう、‘
　そんななか、近年、中国や韓国など近隣諸国からの来館者が増加していることは注Hに仙する　東アジア圏でlliE
’の西洋）こ術館であるという位置づけも一一層強調すべきであろう、ル・コルビュジエ設計による本館の世界遺産登録
に向けた動きも、日本国内だけではなくアジアという枠組みにおいて意義あるものと捉えることもできる　本館の世界
遺産登録については、UNESCOへの追加情報提供によるIII請壬続きを引き糸オ己き進めている，
　文化の充実と発信はその国のアイデンティティを確、Zする重要な要因であり、これからの国際社会でますます必要
とされる分野である，、日本およびアジアから西洋に向けたひとつの窓である西洋美術館では、現状の課題をひとつひ
とつ解決し、より活力ある美術館運営につながるよう、今後とも多方面の方々のご意見を拝聴していきたい、
’ドJJk　23イド3／j
ll小’ノ：西洋）ミ術li1’｛長
iij，柳｜1・1・kA
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「所蔵水彩・素描展　松ノiコレクションとその後」（2010年21」23　　　E．x．ノtibitioii（of・翫util｛　B，，（1“S」tt　tv“．　L）il　Fel）ruai“’．30～，1ay．2010
日一5脚m　　　　　　　　　　　　ぬノ。1。加。榔伽，，“，、）　N。tiθ“a／　A・7us（）tit“。／順，、），’，，．A，t，’　S。／、、、’，i，、“s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／｝て）m　〃’（，ルfatsukata　（、o〃（・（1tiOtl〔〃ld　I’ost－／9、「7．（ノ／1（’（／tlisitiOlIS、23　Febrllary－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30Mav，2010
［lll版］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
lll粒西洋燃：館50年史1959－20（）9・」］編集発行：巨1立西戦術館　　［P・bli・・ti。・s｜
ffil」作：淡交社・20（）9年　　　　　　　　　　　Fill，　Y、，＿、t’．t／，、，　M。“。／、VtlS（，＿、／u～，。，、，，，、知τ。々，。，　N。，i。n。1
1．国、’ノ1西洋）ミlll∫館展覧会総覧lg60．200｛）1編集発行：国、1，1西洋）t術　　　　Museutn　of　Wes　tern　Art．2009
館、制作：淡交社、20（）9年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．x’ノlihiti（，ノl　CJIItて川o／θg．v　arl（／　Ai’tLst　1〃d（・λ’1∫ノ6θ2θθ9，　NatiOIlal　Museum〔）f
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Westerll　Art、2009
［その他］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Others］
llミ1、‘ノ1西洋）3術負官開館50周イ1三記念式典および祝賀会・ヒ野精養1｝q：・　　　Ceremony　alld　Reception　H〈）n（）ring　the　Fiftietl〕Almiversary（）f　the
2009年6月10日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　National　Museun）　of　Westc）rn　Art，Tokvo、　at　Seivoken，10Julle，2〔｝09
DVDi：川：究員が語る1∬1、1乙西洋）3術負1’｛の50年』編集発行：匡1、》二西洋　　　　　DVD・Fi’πVγk」θ’s　o／’”κ・A／？itioti〔i／・14us（・t〃〃Uセs／（w～At’t．7り々．、’‘）．　Told／）．、・
）ミ術館、制作：N卜IKエデュケーショナル、200g年　　　　　　　　　　　　Former（Cttratois・　National　Museuin　of　Westtnrn　Art．　2009
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新叫又作品
New　Acquisitions
◎ADAGP，　Paris＆SPDA，　Tokyo、2010
　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　November，1997，　Lot　l48（as　Verre），not　sold］；Acquavella　Contemporary　Art，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Inc．，　New　York，　It　has　been　checked　on　the　Art　Loss　Register　and　is　not
ジョルジュ・ブラック［1882－1963］　　　　　　　　　　　　　　　　registered　as　being　st。len　or　missing［certificate・dated　17　November・2008］．
《静物》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献Lite，at。，e、　Ge。rge　Isarl。v，、Ge。rges鋤9αe，　J。s6．C。rti，　Pa，i，，19：32，　n。．95
1910．ll年　　　　　　　　　　　　　　　　（・・Vel・“・’e）；Ni・・1・W・・□・d・R・m川y曇Jea・L・・d・・　B・aque・　Le　Cubisme・　fin
ll［1彩、カンヴ。ス　　　　　　　　　　　　　　190　7－1914，　M・eght・　P・ris，　1982．　n°・106，「ep「・P」40（as』）・
33．3×24．1cm
G。。，g。、　B，aque［A，genteuil　1882－P・・i・1963］　　　　テーブルの上嚇物を題材とした・ジョルジュ’ブラックのキュビス
Stil／Life　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム時代の作品である。ブラックとパブロ・ピカソは遅くとも1907年の
lglo．11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春までに知り合っていたが、ブラックが1908年11月にカーンワイラー
㌫㌫㍑　　　　　　　　　　　画廊での初個展にお・・てセザンヌの景響の濃い初期キュビスムの
P’2009－0001　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　風景画を発表した頃からふたりは親密になり、それ以来数年にわ
来歴prc）venance：Galerie　Kahnweiler，　paris，　acquired　fr。m　the　attist；　　　　　　たって互いに影響を与え合いながらキュビスムの探究を続けた。
1蹴麗㍑㍑瓢㌫麗6鵠撫盟㍑「蒜忽　　当日寺の批評家たちは・すでに美術界で名の通っていたピヵソをキ
《瓢㍑1？；；’㍑㍑’膿＝。鑑11＝㍑，雛識。tthe　ユビスムの創緒と見なし・ブラ・クの役害1を跡評価していたが
ab°ve　sale；Alf「ed　Flechtheim、　Be「lin・　1922；Gale「ie　Nie「end°「f，　C°1（）9ne・　by　　　　近年の研究では、キュビスムのさまざまな実験を主導したのはむし
1925；Sotheby’s　London　sale，　Imρressionist　andルfodem　Paintings　and　Scull）ture，
29March，1988，・Lot：35（as・Verre）；Daniele　Pascali，　Lucca，　ltaly；Harriet　Griffin　　　　　ろブラックであったことが強調されている。
Fine　Arts，　New　York；Private　Collection、　from　l989　to　2008；［Christie’s　New　York
sale，　lmρressi・nist　at？d　A40dern　Paintings，　Draupings　and　Scutpture，　Part　1，　1　1　　　　　キュビスムは「手で触れることのできる空間」の追求から生まれ
11
たというブラソクの言東が示すように、初期のキュビスムは、セサン　　　　裏の木枠に残るシモン］llll廊のラヘルには、題名か瓶とクラス
ヌの絵川とプリミティヴ彫刻に触発され、Ulll　jfllから鋭く突き出すよ　　　　（Boutellle　et　Verre）》、｛1∫IJ作年は1910年とll己されている　しかしそ
うな対象のヴォリュームの表現をめざした、しかしその後、「パサ　　　の後、1932イLに出版されたジョルシュ・イサルロフによるフラノクの
一 シー1」と呼ばれるセザンヌの技法にならって、対象を衣わす小さ　　　モノグラフで、題名が《クラス（Verre）》、li｝IMilイ1か1911イ1と改めら
なllllと1川川の空間とを筆触によって糸1～びつける丁法が。式みられ、　　　れ、1982｛Lllll版のカタロク・レゾネもイサルロフの己迩を踏襲したこ
対象は次第に完結性を失うようになる。さらに、1910年以降、縦・　　　とから、本作lll6は《グラス》の名で呼ばれるようになった　とはいえ、
横・斜めの線の格子によって、画面の組織化・均質化が進められ、　　　この作品からグラスの形を読み取ることはJl常に鄭しい　・ノ」、
対象はこの格子構造の中に解体されてゆく　だが、それによって　　　　1921年ll月のカーンワイラー・コレクション第2回競売のカタロクて
フラノクとピカソが抽象絵画への道を一i直線にたどったわけでは　　　は、より・般的な《静物（Nature　morte）》という題名でリストに掲赦
ない　むしろ、彼らの絵両と現実との関係はますます複郊になって　　　されている、そのため、’il館ではこの最初の公1川1］の例に従って
いった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《静物》という作品名を採用した　また、制作時期は、Lに挙けた
　ピカソは1910年の夏から秋に、《グラスとレモンのある静物》（シ　　　　放点の静物1由1との比較により、1910年末から1911年右までのあい
ンシナティ）こ術館、Dalx　357）、《ギター奏者》（パリ国立近代）こ術館、　　　だと考えるのが妥当であろう。
Ddlx　13（，2）などのf］品によって、モティーフを判別するのが州しいほ　　　　　作品の現状は、過去の修復によって当初のカンヴァスから弘りし
とに画1川の抽象化を巡めた　しかし、ブラソクはこうしたピカソのキ　　　　うが切断され、画面だけを残したカンウァスに畏打ちが施されてい
Lヒスムの人胆な進展を意識しながら、あえて現実とのつながりを　　　るu画1自1中央L部otkの首の左側）、画向左ドの隅、画旧1右端｝の
取り民そうとしたようてある　1910年末から1911“．初めに制竹され　　　　地塗り層など、放筒所に補彩があり、そのほか微糸lllな欠損と小さな
たウ・・イオリンと楽譜〉（ストソクホルム近代工術館、Romilly　75）や　　　　亀裂が画lfllのごく一一部に認められるが、絵具層に大きな損傷はな
・ハーモニカとフラジョレット》（フィラデルフィア）二術館、Romilly　76）　　　く、保存状態はおおむね良好である　なお、裏斗」ちか施されてい
ては、個々の対象が比校的わかりやすく衣わされているうえ、画面　　　　るためカンヴァスの1，IUfllを見ることはできないが、透過赤外線調令
の1・ノJに描かれたテーブルの側1∬1の形が、奥そJきのある空間を把　　　　により、カンウァス裏1∫‖の中央ややドに“Braque”の署名が稲認さ
握するための丁がかりとなっている、本作品も、これら2点と同様の　　　　れた，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村ヒ博哉）
fり、か見られることから、ほぼ同じIlb期に描かれたと考えてよいで
あろう
　テーブルのトの瓶を中心に据えた本作品の構成は、やはり1910
はから1911年初めに1、ヒ置づけられる《瓶のある・lf物》（パリ・ピカ　T・、s・t。bl。，。P．、，、ll．1、f，　i＿。rk・f，。m　Ge。rg。，　B，aq。。・、　C。bl、，　pe，1。d
ソ）：i’llj館、Romilly　78）に」「常に近い　瓶のili　1｜ll線、瓶の丁前にあ　　　　Bidque　and　pdblo　prcass　o　met　by　the　．spring　of　lgO7　an（i　the　two　men
る果物を分割するノ1“Lかりの斜線、テーブルの奥行きを小す右ヒ　　　became　close　f「iends　afte「B「aque　held　his　fl「st　s・olc）exhlbition　at　the
かり・・鰍そして1・・il・lr・iを胸るいくっもの水酬・よって・191・　：蒜蕊ぽ「；：1ぽぽ鵬～二蒜1ご1ば：｝、謬
fl以降のキュビスム絵IIIIiに4．Vdの格r‡再造がイilられている　この　　　　tor　the　next　several　yearg　to　exp｜ore　Cubism　while　mutudl］y　influenong
格∫情造は、lllll　llllに：次兀的な秩序を与えるものである　しかし　　　each・the内work　The　c｝itlcs　of　the　ddy　heialded　Plc　dsso・dlred（ly　d
そ・・ノ・・／，．・1・C・’・・’・・」J’1〈J　fat　T　？22で描かれたテーブルの側・lllは・深　：1；＝1：蕊1：、1蒜ぽ：「1烈ll＝㍑：1瓠ll愁
い刷層のような空間を示している．また、テーブルの上には、濃い　　　　led　many　of　the　vari（〕us　Cub］．st　experiments　of　those　yedrs
陰影によってill感か表わされた’ド球状の形がある（これは果物皿L　　　　As　seen　m　B「aque’s　comment　that　Cし】bl～m　wa～bo「n　l「om　the　sea「ch
の脚のようにILIえるが・特定することは難しい）・Dまり昧元｝・1勺　蒜工蒜譜㌶∴隠惣惣蕊1烈鱗1
な統　にlh」かいつつあったキュビスムの絵lllllに、伝統rl勺なll｝現描　　　　volume　protruding　from　the　plcture　plane　Later，　they　learned　hom
写の‘要素が再び取り入れられているのである　こうした試行錨誤　　　　C6zanne’～90－calledρθ～・s（age　techmque　and　exPe「nnented　wlth　d
を通して・1・ilA｜の・1・・fll性と蜘酬のイリュージ・ンとのあいだ　1蕊1、llrし：1；：蕊：1㍍蒜「盤1＝111111∵1昌，llSii（1：
θ）せめき合う関係を探究することが、キュビスムHJJ代のブラソクの　　　of　the　complete　form　of　th　e～ubjed　Thel），　from　lglO　onwdids，　they
　l’1した訳題だった　1911イ1三夏に南フランスのセレで制イ’1を共にし　　　advanced　to　the（）「9amzatlon　of　the　l）Lctu「e　l）ldne　mto　d　9「ld°1
たフラ・クとピヵソは・より強調さ元・た格胤と」3．1　；YJ　A〈Jな”f’触1・よ　：lll”IZI？，illl’i、，ぽ二a＝1烈ll忽［t㌫胤、ll1愁：i　l∴：l
v・て11111　1（llの組織化をさらに進め、いわゆる「分析的キュビスム」のモ　　　　Plcd～．so　M。ved　directly　towdrdg　dbstt、lct　pdmtmg　Rdthel，　ttlcilr　｝）dllltl］lslJs
ニーLメンタルな様人を完成させるが、本作品はその段階に十る前の　　　mamtamed　an　all　the　m°「c’　c°mplex　｝eldti°nshiP　with　ieal｜ty
過酬的Mを小す夢昧深い作例である　　　　，。∴；（鷲ぽ蒜㌫；；」㍑，㍑蕊ll㌫ぽ㍑、lll
　本f’1品の最初の所イ∫者は、ブラソクがキュヒスム［IIJ代に〔1嘱契　　　　357）dnd　（Jtutaiisτ（Mu～6e・Ndt］。nal（i・Att　Mo（le川e　p、lrl、　Ddlx〕62）、　wlth
約をll”li｜んでいた［lilM’“Jダニエル＝ヘンリー・カーンワイラーである　　　　the　db～t「actLol］of　his　c°MI）Os！t｜on　ciclvcuicmg，　to　th（i　P°mt　whulc　lt　ls
々・…廊のスト・ク1鋤次彫・戦中に敵lllノ継としてフラン　蒜㍑1；i惣蒜㍑；ll㍑1烈llll：1。烈慧1蹴
ス政lllに没収され、戦後の1921イ1から1923イ1にかけて4川にわたり　　　teturn　to　d（omlectlon　betweell　his（own　l）amtings　dnd　iedlity　Wolks
競売にIJされたが、シモン画廊という社名で営業を再開したカーン　　　　such　a～Vl°1～tl　（1”c／　Mti～∫（al　S（Ote　（Modemd　Museet・　St《）d’h°lm　Romillx
ワイラーは・1921“r11　IJの第21・蹴で本イ・1・品を買い・尺した絵の　；1ぱ《＝1，1㍑濡（㍑lllll；㍑1：，lll；lllぽtll；：1∵llll
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PrCSいnl　I『elati、．いly　いasily　dis（‘いrniblい　il｜di、’idU：110bjeC　S、｜hいShaPe　O｜　lh（・
si（1（、　〔 ）l　tt1（‘　tl11）｜（、　（1（‘［ ）i（、｜（‘（l　i｜1　111《、　｜（　）usr〔、｜’　1｝ilt．1　（　）1．　｜11（，　（．｛｝ll［1）（）siti（）1 1　stitl｜（IS　i1S
akいy｛o　gras］）il19　il　dい1｝th－fillい（lSl）aC（・．八s　IIIe　COml）ositi（mal　lnいtho（lS（）｜
tllいNN．1yVA　work～1t’｛i　similar　to　lh（）sいSCC：t）　ill　the　l、～’｛｝191e－11w｛｝1’ks、　it
（－III
1　1）（‘　illf（1t＾｜・（、（l　t 1；1｛　tl［iS　VV（
）｜’k　 、～「11S　I）ilil｜t〈、（i　 lit　輌11）《｝tlt　t1）（、　Sl1111《’　1）（》ri〔）（1＿
　　Thc　COIlll　）Os　iti｛n）oi．　thいNMyVA　wOrk　c（・nk・1’¶d　ol1！hい1）otlk：Oll｛hい
lablc　is（・xtt’el｜｜¶ly　cl｛｝su　t《｝．S’／〃／1，〃b”｝it〃　／So／〃（・（Mus（・（，1’icass　（），1’aris、
Ronlilly　78）N～rhich　isalso　date（1「rOll日heい11d（｝f｜910t（｝thいbいginning《）｜
1川．The、’erliCal　lille・川lc・　｝）ottle，　fallin9　diagf・iia］s　that　divide　the　f川it
l）｜lt（一（〉（l　il｜　fr．c）11t　（）f　t｜）（s　t）（｝ttl（、T　risil19　lii19（）1｜ttls　t1｜11t　il1（ti〈，t）tc、　tlle　（1（、｜）tl1　【｝f
lhe　tablい，　variotts　h｛｝riz（｝ntal　lines　that　（．’ut　croSS　｜he　C〔）lnPOsi｛iOn　－tlll
speak　of　the　gf　ri（t－like　structln’e　that　iS　Parti（’ulEII’｜o　Cubist　l）ailltil】gs　fro｜n
lglOonVゾardS．すrhiS　grid　StruCttlre　giVeS　a　tN～・o－dimellSiol1Ell　ovd（．・r　to　the
pi（・tUre　l）lan《．・．　COnV（・rsely、　the　realisti（．：t．illy　（lepi（．’te（19．　id　e　of　the　tablc・ill
the　Iow（・r　left　s　uggests　the　depth　ol　space　dowl｜ward，　Furthet’、　there　is　a
hいmispherical　shape　on　the　tol）of　the　tab］e　whos〔）deep　shadow　gives　it
as（．、11se　of　n．lass（thisshape　lo（，ks　like　the　lcg（）f　a　fruit　dish、　btlt　it　is　hard
to　decipher　exactly）．　In　other　words，　Braque　reintroduced　elements　of
the　traditional　representation　of　reality　ill　a　Cしibist　Pail〕ting　ail丁1illg
towards　a　two－dimensional　unity．　Thr（，ugh　this　process〔）f　t1’ial　and　error，
he　expk．．）red　the　mutually　contra（lictoiy　relatiollship　between　the　plal］ar
form　of　the　colnP〔．）si亡i（．）rl　al1（l　the　illusion（．）f　actual　three－dimel｜si（．）nal
sl）ace．　This　was　a　consistellt　theme　in　Braclue’s　Cubist　works．　During　the
sllmmer　of　l911，whell　Bra（1ue　and　Picasso　worked　t（．〕getl〕er　in　C6ret、　ilI
thc　Pyrenees　ill　southern　Frall（’e，　their　CoMI）OsitiOl）S　became　all　the
more・rgallize（l　with　elnPhatic　grid　st川dures　and　l’egularize（i
brllshstr’okes，　and　the　I11〔｝1111111ental　style　of　s（）－called　Analvtical　Cubism
was　brought　illt（）pet’fection．　This　w《）rk　is　a　fascinatil｜g　examF）le　of　the
t｝’al］sitiolla］periOd　prior　to　th《lt　CulrninatiOI1．
　　The　first　owner（）f　this　work、　DanieLHel．uy　Kahnweiler，　was　Braque’s
ex℃lusive　dealer　durii．lg　the　Cしibist　period．　The　Frellch　9（，x・’ernrnent
seized　the　collk）ms　of　Kahnweiler’s　gal］eiy　dllring　World　War　l　as　the
property（）f　an　enemy　I．lation～1L　After　the　war，　those　contents　were　sold
ofl　ill　a　series　of　four　aucti（）ns　he］d　fr（．）m　l921　to　1923，　Kahnweiler
reopened　business　under　the　nalne　of　the　Galerie　Simon　and　boしight
ba（．：k　this　work　in　the　second《｝f　those　auctions　held　in　November　l921．
The　Galerie　Sim（）1．l　label　thaい’emair］s　on　the　wo（．）den　stretchel’s　of　the
back　of　the　pail｜ting　Iists　the　paintillg’s　title　Els　Boutρi〃（・etレ’ei？re　and　its
production　date　as　l910．　Later、　however、　the　Braque　m（．）1〕（．｝graph
publi：　hed　in　l932　by　George　lsarlov　changed　the　title　t（，、／c～17’（・a【．ld　the
date　to　lgll．Sin（．：e　the　l982　catalogue　raisonnC　repeated　lsarl（）v’s　title
and　dating，　this　w（，rk　has　been　known　with　the　titleレヒ敬～．　Even　so，　it　is
extrelnely　difficult　to　read　a　glass－shaped　form　lrom　this　w（｝rk．　On　the
）ther　hand、　the　catalogue　of　the　2nd　aucti（．）1コof　the　Kal〕11weiler
collection　in　November　1921　lists　the　w（）1’k　by　the　more　general　title
Natt〃’e　tnorte［St川Lifel．As　a　result，　the　NMWA　uses　the　English　version
（．）fthis　first　publicly　listed　title　St〃／〃／le．　ln　terms　of　its　dating，　givell　a
comparison　with　the　several　sti川ife　works　Illenti（．）ned　above、　it　seems
appropriate　to　c（．）nsider　that　this　w（．）rk　was　created　sometime　between
the　end　of　l91〔｝am（cl　the　spring　of　l911．
　　lrl　terms　of　the　work’s　colldition、earlier　conservati（川work　resulted　in
the　cutting　away　of　the　origina［canvas　edges　an〔1（川ly　the　I）icture　plarle
canvas　has　beell　left　and　relined，　There　are　several　l）oillts　of　retouching、
including　the　ul）per　center（to　the　left　ol　the　bottle’s　neck），　the　lower
left　corner　and　ti．｜e　gr（．）und　plane〔．）n　the　right　edge．　Other　l．nillor　dalnage
and　small　areas　of（」’ackling　call　be　found　oll　ol⊥ly　a　Mil’10t’part　of　the
c～mvas．　There　is　Ilo　maj〔｝r〔．1amage　t（，　the　Paint　layers、　indicatillg　the
overall　good　c（）llditioll　of　the　w（）rk．　Becallse　of　tl］e　lmillg、　the　back　of
the　painting（’al．｜vas　is　no　longel’visib｜e、　bllt　thanks　to　trallslnitte（1
infrared　ph〔．）t（．）graphy、　the　sigl）Elture　’LBraque”can　be　seen　slightly　bel（．）w
cent（コr　ol）the　back　of　the　canvas，　　　　　　　　　（卜liroya　Mtirakaini）
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‘展覧会
lExhibitions
鷲罐籠ノ；諾㍍謝蕊蓋猟rt　　　　　』川二側；ug，　IE眠＆
In　c・mm・m・・ati…fth・50th　Annive・sary・f　th・N・ti・nal　M・・eum・f　W・・t・rn・Art　　　－S　9’N■THE　NM’IO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‖会s・J』・2・・9・1・6川1－81］3・ヒ1　　　　　　　　　　　　　　’，＝整NAL　MISE
主催：1司、フ：西洋美例；f館
会場：常設展示室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窮MO1♪、VES阜一　一
入場者数：82，362人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「TE　RI　M眠’F
；剴㌶編゜㍑蒜1暢。，，。，n、Art　　　　　　　　　2側9．　C；．4－8．30
Venue：Museum　Collection　GaHeries
Number　of　visito　rs：82，：362
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ut　ttらo　m　te　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル・コルビュジエと国立西洋美術館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009　　　　ロ　ホユ　　　3oe　ロ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．．・∵，、≡三∵・…　　慕巡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　tl　1●ti　K鴨¶　　》　1　t　イ・■■
本展覧会は、開館50周年を記念して、ル・コルビュジエが設計した　　　　築の可能性をまとめた「新しい建築のための5つの要点」や建築の
本館をとりあげ、合わせてその後に増築された建物を概観するもの　　　　内部空間を移動しながら把握するためにル・コルビュジエが考え
である。本展は、京都一［1芸繊維大学の松隈洋と東京理科大学の山　　　　出した「建築的プロムナード」、建築と身体の調和をめざして彼が
名善之両氏の協力を得て企画された。　　　　　　　　　　　　　　　考案した尺度「モデュロール」などである，さらに、それらがどのよ
　国、τ西洋美術館は、フランス政府より寄贈返還された松ノアコレク　　　　うに本館に適用されているかを示したt．
ションを収蔵公開する施設として1959年に設立した。最初の建物　　　　　セクション2は、本館から始まり、この50年間に行なわれた増改築
となった本館は、ル・コルビュジエが設計し、彼に師事した坂倉準　　　の流れを写真と模型で展示した1964年に坂倉準・1の設計により
三、前川國男、吉阪隆正の3人の建築家が現場監理を担当して完　　　本館西側に建てられた講堂と本館背面に建てられた事務棟は、
成させたものである・・それは、H本で唯一のル・コルビュジエ作品　　　1997年の企画展示館の増築の際に取り壊されて現存せず、今川’tj：
であり、また彼が考案した「無限成長美術館」のプロトタイプを基に　　　　真によって確認した，．その後の建物は「無限成長美術館」の構想
実現した3つの美術館のひとつでもある。　　　　　　　　　　　　　　どおり螺旋状にこそ成長しなかったものの、新館と企画展示館は
　2004年のファン・ウィズ・コレクションで本館を特集した時は、建築　　　　本館を中心とする導線のもとに増築された。また、ここでは・1］館の
の空間そのものを意識的に体験することを重視した。今1［ilは開館　　　　向かいに建つ前川國男設計による東京文化会館と本館の関連性、
50年という節目にあたり、ル・コルビュジエ財団からスケッチ、図面、　　　すなわち建築の構法、スケール、意匠などの類似性を、連続する：
模型をお借りして、それらの資料からル・コルビュジエの美術館構　　　　基の断面模型で示した，これは、当初、ル・コルビュジエが本館の
想を検証することを試みた。さらに、その後の増築と本館の免震改　　　基本設計に盛り込んだが実現されなかった、音楽ホールなどを含
修1：事までを含めて紹介した．　　　　　　　　　　　　　　　　　む複合文化施設の構想を、前川が異なるプロジェクトの中でり1き
　展覧会は、セクション1「ル・コルビュジエ　　新しい建築のため　　　　継いだものと考えられる
に」、セクション2「美術館の変遷　　本館建設から免震化まで」、セ　　　　セクション3は、本館の設計図面をtli心に、スケッチ、基本設計説
クション3「設計図をたどる　　ル・コルビュジエの本館構想」の三　　　　明アルバム、設計契約芹、基本設計の模型などを展示して、そこか
部で構成し、スケッチ5点、設計図12点、模型12点、文献資料2点、　　　らル・コルビュジエの本館構想をたどった　図而は1点をのぞき、1｜
映像資料2点、ハンズ・オン資料1点と多数の写真資料を展示した。　　　本で実見できる初めての機会となった、また、現在閉室されている
展示はふたつの会場に分けて行ない、セクション1と2は本館の19　　　空間を含むコンピューター・グラフィックスによる竣｜1当初の本館の
世紀ホールを、セクション3は新館の版画素描展示室をそれぞれ　　　映像も好評であった、さらに、本館のエントランス・ロビーでは、本
使用した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館、新館、企lllli展示館の竣11時のニュース映像を放映して’11時の
　セクション1では、本館のプロトタイプとなるル・コルビュジエの　　　　雰囲気を伝えた。
「無限成長美術館」の基本構想を、そこに集約された新しい1時代の　　　　　展覧会に関連して、講演会、創作・体験プログラム、建築ツアーな
建築の基礎となる理論やシステムとともに紹介した，鉄筋コンクリ　　　どを実施した　また、建築家としてル・コルビュジエのll嚇所で働
一 トという新しい技術に対応して考案された「メゾン・ドミノ」の建築　　　　き、のちに作山家となったクセナキスを含む同時代の楽曲を特集し
様式をはじめとして、それまでの石造建築では実現できなかった建　　　たレクチャー・コンサートも行なった　さらに、同時1り」に行なわれた
ll
●1ま・・rい・、に　一，
口壁．
ファミリープログラムやフアン・デーでも、建築を楽しむための｜人J容　　　　　of　Unlimited　F“xPansion”　1）rototyl）e・
を取り人れて展覧会との関連性をもたせたのは効果的であった、、　　　　．The　Edllcation　1）ePa「tmel1ゼs　Fum．with　Collectioll　se「ies．of　P「．S「ams
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m2004　focuse（1011　thc　Main　Building，　and　was　an　experimellt　m　the
　　展覧会を通して「無限成長）ミ術61Uの特徴をもつ本館に対する　　　　activc　exp（rience（｝f　the　structure・s　archit（．cmral　sp～ユce　itself．　For　our
人々の理解と関心が深まったのではないかと思う．「お客様アンケ　　　　50th　almiversary、　we　l）orrowed　sketclhes．　．1）］ans　Emd　models　from　the　Le
一
ト」には、展示空間の面白さの発見に繋がったとの感想もみられ　　　　Co「！usie「F°und～）ti°n’and　along　with°thc「1’1）llte「ials’coRt　．ide「ed　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　architectしlre’s　visiol）and　ideas　f（）r　art　musc　ums．　The　exhibition　further
た．前年、当館を含む「ル・コルビュジエの建築と都ll∫計llhi」がlllr　　　introduced　the　supplemelltal　strucnlres　addt　d　to　Le　Corbusier・s　Main
界遺産に推薦されたこともあり、文化遺’産としての建物の保存と活　　　Building　ai’）d　the　retrofitted　se．isrnic　isoiation　work　on　the　Main　Building
lllを考える機会ともなったのではないかと思う，また、今川の企画　　　　itself’　　．．．　　　．．　．　　　　　．　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　exhibitioil　was（1ivide（’1111tO　th　re．　e　sectlolls：Section　l：Le
に際し、美術館の歴史に関わる記録や文ill：を整理・e　Yiil：する和要　　　　Corbusier－F（）r　New　Architecture；Se（ltioll　2：Trai’）sformation　of　al’l　Art
性を再認識させられた日本におけるル・コルビュジエ受容の。i［で　　　Museuin，　the　Main　Building　froni　Construc．tion　to　Seisniic　lsolation；and
ある本館（・関わる資料の2瀾は・）・後の課題である．（、鴇｝仔）　Se？ti？1］：1：A「chit≡1「al　plalls－Le　C°「busie「’s　Vis！°n　f°「the　Main
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Building．　rhe　exhlbltion　displayed　s　sketches，12architectural　plans，12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　models、2d（．｝culnellts，2video　materials　and　l　hands－on　element，　lt　was
カタログ］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　divided　illto　two　sl）aces，　with　Sections　l　and　2　displayed　in　the
編集：、W∴5洋∫・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nineteenth－century　Halt　of　the　Main　Bllilding～md　Sectic）n　3　shown　in　the
制作：アーキメディア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Prints　alld　Drawii．〕gs　Gallery　in　the　New　Wing，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Section　l　focused（）n　Le　Corbusier’s　th（）ughts　on　the　Main　Building　as
作品輸送・展，1：：ll本通運　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　prototype　for　his“Museum　of　Unlimited　Expansion”concept，　and
展示デザイン：氏デザイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　illtroduced　his　systems　and　theories　that　would　becolne　the　basis　for
会場設営：治旦シンプルスタイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　architecture　for　a　new　age・Starting　with　the　architectural　style　seen　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the“Mais（．）n　Donlino”concept　buiit　to　utilize　the　I）ew　technology　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　steel－reinforced　concrete，　Le　Corbus　iet’wellt　on　to　allnounce“Five
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Points　of　a　new　architecture”that　enc（・）mpassed　the　architectural
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　potential　not　previously　possible　with　forms　of　st（）ne　architecture．　He
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　created　the“Architectural　Promenadゼwhich　enabled　a　person　to
This　exhibitioll　c・ommemoratillg　the　50th　anmiversary（．）f　the　NMWA　　　　become　aware　of　architectural　expression　while　he　was　moving　insic］e　a
focttsed（）ll　Le　Corbusier’s　l）lans　for　the　Illしls（um’s　Main　Building　along　　　　　building’s　internal　space、　and　the　colxent　of”Modulor”，　which　was　his
with　its　later　additional　strllctures．　The　exhibition　was　planned　witl「】the　　　　measurement　system　f（）r　harmonizing　arcl）itectt．lre　with　the　human
℃ool）〔－n・atiol）（）f　Hiroshi　Matsukuma　of　th（Ky（．）t（．）Institute　of　Techl．lology　　　　　body．　This　secti（．m　explained　how　these　concepts　were　applied　to　the
al｜d　Yoshiyllki　Yamana　of　the　Toky（）Ulliversity　of　Sciellce、　　　　　　　　　　　Main　Building’s　strしlctu　re．
　　The　NMWA　was　established　in　l959　as　the　facility　t（）house　and　　　　　Section　2　presented　photographs　and　Iコハodels　that　detailed　the
display　the　MatsLikata　collecti（）n　retllrned　to　Japan　by　the　Frei．1ch　　　　　progress　from　the　constrしlction　of　the　Main　Building　to　fifty　years　of
g（）vet’mnent．　Le　Corbusier　designed　the　museum’s　first　structure，　the　　　　　ong．　oing　additi（）nal　structures．　The　Lecture　Hall　designed　by　Junzo
Main　Building，　while　his　students　the　architeCts」unzo　Sakakura，　Kunio　　　　　Sakakura　and　bしlilt　in　l964　adloins　the　MaiiコBuilding’s　west　side，　while
Mayekawa　and　Takamasa　Yoshizaka　supervised　the　work　on－site．　The　　　　the　Administrative　Wing　was　added　to　adjoin　the　back（）f　the　main
Main　Building　is　Le　Corbusier’s　only　work　in　Japan　and　is　only　ol．｜e（）f　　　　　structure．　These　two　structures　were　destroyed　for　the　1997　construction
the　three　museums　that　stand　as　a　realizati（．）n　of　his　1）roposed“Mus　eum　　　　of　the　Special　Exhibitions　Wing．　Photographs　displayed　in　this
IS
いxhibition　allowed　study　of　their　forms、　A｜though　the　tw（．）later
st川dures，　the　New　Wing　and　the　Special　Exhibitioi．ls　Wing，　did　not
evolv（・〔．）n　the　spiral　form　envisioned　by　Le　Corbusiei’mhis’‘Museum　of
Ulllimited　Expansioバconcept，　the　Main　Building　was　set　ill　the　center
of　th（・rnLlseum　buildings．　This　section　a）so　l．）resented　two　cr（．）ss－
sectional　models　which　showed　the　relationship　between　the　Main
Bttildi｜1g　and　the　T（．）kyo　Bunka　Kaikar】building　across　the　courtyard，
designcd　by　Kuni（）Mayekawa．　ln　terms　of　their　c：（．）nstrしlctiOII　meth（．）ds、
scale　and　patterns．　This　reselnblance　is　th（」ught　to　be｝〕ecause
Mayekawa　continued，　in　an（．｝ther　unrelated　project，　Le　Corbusier’s
tllll’ealized　original　idea　of　building　a　multifunctioi．｜a1（：iiltural　facility
that　included　a　mUsic　hall．
　　Section　3　focused　on　Le　Corbusier’s　visk．）n　al1（：11）lans　f（．）r　the　Main
Building，　including　sketches，　the　master　design　book，　the　official　design
contract　alld　the　m（．）del（．）f　the　master　design．　This　was　the　first　time　that
all　of　the　Plans、　except　one，　have　beer〕on　display　in（．）ne　location　in
Jap～m．　The　computer　graphics　used　to　show　the　Main　Building　in　its
original　form，　including　currently　closed　interior　spaces，　was　well
received　by　visitors．　The　mood　of　the　times　when　these　buildings　were
consmK：ted　was　collveyed　thr（）ugh　the　screening　of　news　lootage　in　the
Main　Building　Entrai’）ce　Lobby　from　the　peri（）d　of　the　dedication　of　the
tht’ce　structures－the　Main　Building，　the　New　Wing　alld　the　Special
ExhibitiOnsWm9．
　　LedUres，　Creative　ar｜d　eXperiential　prOgramS　and　arC．hitectural　tOUrS
were　held　il／colljlmction　with　the　exhibitioil．　A　sl．）ecial　lecture－coi．lcert
was　als　o　held　that　featured　Iコ1usic　from　the　tilne　of　the　Main　Bしiilding’s
c｛｝1〕stmction　a［id　in　particul《u’，　works　by　the　architect　tuuiied　c（．）mposer
It｝nnis　Xellakis　who　worked　with　Le　Corbusier．　Effective　connecti（）n
with　the　exhibiti（川was　carried　out　in　the　planning　of　family　prograrns
aiid　FUN　DAY　that　featllred　ar〔lhitectural　contellt　aiコd　themes．
　　The　exhibiti（）n　deepened　visitor　ul．iderstanding　of　and　interest　in　the
Main　Building　with　its　“Museum　of　Unlimited　Expansion”
characleristics．　Visitor　surveys　indicated　that　the　exhibition　space　and
its　iIlterestmg　aspec：ts　encoul’aged　discovery　by　visitors．　The　preceding
vea｝’the　Architectural　alld　Ul’ban　Work　of　Le　Corbusier　was　Ilominated
for　recogI）iti（）n　as　a　W（）rld　Heritage　sublect．　This　exhibition　marked　yet
；1110ther　oPP（．）rtunity　to　cOI．｜sider　the　Preservation　and　utilization　of
archilや（’ture　as　cultural　heritage　works，　This　exhibition　als（．）marked　all
ilnPort｛ult　recollsideration　of　the　need　for　organizing　an（i　presel’ving　the
l’ecords　alld（1（．）cuments　r（．・1～｜ted　to　the　history　of（）urmuseum．　The
I）ul）lic　presentation　of　inaterials　of　the　Main　Building　that　indicate　Le
Corbllsieゼs　re〔：eption　inJal）al）remains　a　topic　for　future　c（．）nsideration．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（．Yoko　Terashima）
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Iconomorl）））osis：Selectcd　Graphics　from　the　NMWA　（’olkection　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
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開館以来の50年間、当館は西欧の中川：末期から近現代へと至る絵　　　　ルヴェデーレのアポロ」に端を発する西洋の理想的身体像の展開
画・彫刻コレクションの充実を図るソ∫、版画作iir“iの糸ll｛続的な収集　　　　などを、「うつる」という、「葉を鍵としながら多llli的に考察した、さら
にも努めてきた　開館当時、僅か24点しかなかった版画コレクショ　　　　に「第1部」の「回帰するイメージ」においては、ヴァールブルクの
ンは、2008年度には3、747点を数えるまでに成長していた「かたち　　　　「情念定型」なる概念に倣いながら、たとえばllllll：末期以来の伝統
は、うつる　国、1／1西洋）ミ術負∬所蔵版画展」と題された本展は、保　　　　の中でデューラーらが表わしたキリストの受難の身体と、のちにゴ
存上の11ノ：場から常時展示することの叶わないその版1川iコレクショ　　　ヤが〈戦争の惨禍〉において描いた兵1：や市民の痛ましい姿とを
ンを、初めてまとまった作品数で紹介する機会として構想された．　　　　並べるなどし、とりわけ「暴ノJ」や「受IIII1：」を表現する情念的な形態
　’il館の版画コレクションは、15、16111：紀のデューラーらに始まり、　　　の定型が、いかにllJ問や空間の隔たりを超えて類似を示しうるか
17111：紀のカロやレンブラント、18111：紀のゴヤやピラネージ、そして19　　　という点を検証した
ll［紀のドーミエやクリンガーらの作品を中核としている　それらを　　　　　このように本展では、個々のテーマごとに緩やかなクロノロジー
編年史的に展示すれば、およそ5世紀に及ぶ西洋版画史の流れを　　　　は設けながらも、全体としての通史的枠組みや地理的分類は採川
・ 定に通観しうる展覧会を組織することは、おそらくr｜∫能だった　　　　せず、時代や地域の異なる作家・作lli　tllをあえて並置・隣接させると
ただし、今回はそれだけのコレクションを川いて何ができるかとい　　　　いう方法を川いている　こうした展示r法は、とりわけ2000年代以
う点に重きを置いて、あえて統・的なパースペクティヴをもたない　　　　降の西欧の）ξ術館におけるテーマ展では珍しいものではなくなっ
作品選定と会場構成を試みた　刊卦かりにしたのは、西洋版1川史　　　　ているが、・般来場者からは理解しやすい編年史的構成を見たか
のlllに潜む、偶然とも必然ともとれる多様な形態の「類似」である　　　　ったという声も少なからず寄せられたこの種の展示方法をめぐる
限られたコレクションの内部で不意に類似し合う「かたち」の錯綜　　　　問題は、展覧会という場において「歴史」や「時間」をどのように描
した関係性を探ることで、図像の移動と伝播、川：生と残存を、あえて　　　　きうるかということと同義であり、そう容易な結1論はありえないもの
複雑な様相のままに提示したいと考えたためである．それは必ず　　　　と思われるが、今回伝わりきらなかった点への反省とともに、今後
しも作家の有名無名といった観点にとらわれず、当館のコレクション　　　　の研究の材料としていきたい，　　　　　　　　　　　（新藤淳）
を内側から見直すことにも繋がると思われたt．tそしてタイトルにも
あるように、版Phiの原理である「うつる」という様態に着llし、その　　　　［カタログ］
日本語がもつ「投影」「反射」「刻印」「移動」「懸依」といった多義的　　　　編集：竺藤淳’伽日ξ直樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制作：印象社
な意昧の層を扱いながら、「かたち」の生成変化に迫ろうとした
　このような「類似」に基づく形態学という発想、そして「うつる」も　　　作品展示：ヵトーレソク
のとしての「かたち」という視角は、k術史家アビ・ヴァールプルク　　　　会場設営凍京スタデオ
のノ∫法をll］：考したいという意図に基づいている．，当館では1999年
に「記憶された身体　　アビ・ヴァールブルクのイメージの宝庫」展
が開催されており、その問題意識に、‘ノ：ち返りたいという思いもあっ
た　「序」ではまず、西洋のイメージ史において最も亟要な身振り定
型のひとつである「メランコリー」の身体像を、デューラーの《メレン
コリア1》に始まってレンブラントやゴヤ、ドーミエやクリンガーなどの
西洋版画史を代表する作家たちの優品を川いて紹介し、次の「現
lllするイメージ」と題した「第・部」においては、「うつしの誘惑」
「うつせみ」「うつる世界」といった分類項を設けることで、ナルキッ
ソスの神話や肖像の起源に関するプリニウスの逸話、あるいは「べ
「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　huinail　body　begun　by　the　Aρo／！θBett，）ede”e　image．　These　works　aU
Over　the　course　of　the　half－century　of　the　mしlseum‘g．　operation，　efforts　　　　allowed　a　consideration（．｝f　the　puzzling　diversity〔）f　the　term［itsUtl，i．
have　continued　t（）collect　prints　as　part　of　the　rnuseum’s　goal　of　　　　Section　2　focused　on“The　Recurring　Image，”which　was　closc　to
presentillg　a　complete　rel）resentation　of　the　history　of　Western　art　from　　　　Warburg’sρo〃10s／「orηei　cc｝ncept，　as　seen　in　such　examples　as　tht．・bo（ly
the　late　medieval　period　to　the　modern　era　in　the　media　of　painting，　　　　of　Christ　oηthe　Cross　by　DUirer　that　falls　within　the　late　medieval　an（｜
s（：ulpmre　and　prillts．　The　museum　collection　included　only　24　print　　　　onward　traditions　for　this　figure，　and　later　Goya’s　im三lges　of　the
works　llpon　its　founding，　By　fiscal　2008　this　had　grown　to　include　3，747　　　　　wounded　figures　of　soldiers　and　citizens　in　his　The　D～∫〔1s1（・ノs（，f　w（〃・
works．　Thdconomorphosis　exhil）ition　was　conceived　as　the　first　major　　　　series．　Through　such　juxtapositions　the　rnorphological　definition　of
showing　ol　the　NMWA　print　collection，　which　is　not　normally　put　on　　　　expression　of　violence　and　suffering、　we　can　examine　the　simi］llrities
I）c］1’manent　display　due　to　conservation　concerns．　　　　　　　　　　　　　　　that　surpass　temporal　and　spatial　distarlce．
　　The　NMWA　pl’int　c（．）Uecti（）ll　is　based　on　a　core（．）f　works　by　the　l5th－　　　　　ln　this　manner、　the　exhibition　f（）110wed　a　slightly　chronol（）gical
lGth　c〔nhlries　artist　D（lrer，　the　l7th　century　Callot　and　Rembrandt，　the　　　　　presentation　within　each　therne，　while　not　having　an　overall　l’iistorica）
18th　cc1’1tury　Goya　and　Piranesi，　and　the　Igth　century　Daumier　and　　　　　framework　or　geogral）hical　division、　thus　juxtaposing　works　by　artists　of
Klinger，　This　collecti（．）r｜means　that　it　is　I）ossible　to　create　a　　　　differing　periods　and　regiolls．　This　disl）lay　method　is　lloいmllsuaL
chronological　display　that｜）resents　an　overview　of　the　histoiy　of　five　　　　　thanks　to　the　prevalence　of　thematic　exhibitions　in　museums　in　thc
celltut・ies　of　W（）stern　print　art　history．　However，　instead　of　a　straight　　　　West　from　the　2000s　onwards，　though　there　were　quite　a　few　visitors
chronological　approach，　this　exhibition　was　an　experiment　with　a　　　　　who　expressed　their　desire　for　a　Inore　easily　understood　chr（川ological
selection　Ilot　h’om　the　unified　perspective．　The　key　to　this　selection　was　　　　　presentation、　The　issues　raised　by　such　exhibition　methods　recognizc
the　collcept　of　the　ac（：idental　and　essential　variety　of　lormal　　　　the　questiolls　of　how　to　present“historゾand“tiMe”’ill　exhibition
“resemblallce”that　can　be　found　throughout　the　histoly　of　Western　　　　spaces、　and　the　fact　that　such　issues　are　not　easily　res（．）ived．　This　issue
prints．　This　plan　was　linked　to　our　owll　internal　review　of　the　NMWA　　　　relllaillS　for　future　study，　along　with　a　need　for　reflection　ol｜the　issues
print　collection，　and　not　neces　sarily　based　on　the　fame　or　lack　thereol　　　　that　were　not　fully　conveyed　in　this　exhibition．　　　　（Atsushi　Shinfuji）
of　the　artists　involved．　As　seen　in　the　exhibition　title，　the　exhibition
focused　ol）the　concept　of［norl）hing，　or　physically　c（．）pying，　ln　this　case　　　　　　　［Catalo9しle］
the　J。Pane，e　t。，m。’。。駅a・be　va・i…ly　i・t・・p・et・d　i・E・gli・h　a・　Edited　by：Atsushi　Shinfuji・　Na°ki　Sat‘’
，。flc。し，。1，ac，，．impri。・、　m。．。，。r・，ansmit，　a。d・h。、，ef。，s・。　the　ch。ng・・　p「°〔luced　by：lnsh°sha
th・t・－i・th・lif・・p・n・faf°「ln・　　　　　　　　　　1－1・ndliilg・K・t・lec
　　This　concept　of　the　morph（．）logy　based　on　resemblallce・the　utst〃zl　of　　　　　　Exhibition　desigr｜：Tokyo　Studio
form，　is　intentionally　l）ased　on　a　desire　to　reconsider　the　meth（．）ds　c）f　the
art　historian　Aby　Warburg．　The　NMWA　held　an　exhibition　in　l999
elltitled　Rhetorik　der　Leidenschaft：Zur　Bildspradle　der　Kunst　in
Abendland、　and　there　was　a［so　the　desire　in　this　exhibitloll　to　return　to
that　exhibition’s　theme．　The　current　exhibitioゴs　introduction　presented
images　of　Melancholy，　one　of　the　most　important　thematic　image　in　the
history　of　Western　iconography．　This　section　presented　images　by　many
（・）fthe　malor　masters　of　Western　print　history、　including　DOreピs
Me／（〃1（ソ’o／iCl　1、　as　well　as　works　by　Rembrandt，　Goya，　Daumier　and
Klinger．
　　The　next、　or　Section　l，of　the　exhibition，　titled“The　Emerging　lrnage，”
was　made　up　of　subsections　titled　Temptation　of　Utsus／～i，　such　as　the
myth　of　Narcissus，　the　legend　of　Pliny　the　Elder　which　is　seen　as　the
origin　of　portraiture、　and　the　developmellt　of　the　Western　ideal　of　the
｜s
Illl：三：1蕊：1聯：瓢＿，　　　　　　　∴熟戸禰睡彗
会期、、。。g，川」1，川一12川ll　　　　　　　　ぽ・・’産
ドf‖」：ll・1）’ノ11JLii’f’）こ術負∬　》4！京＊JilJIJ　NIIK
人場者数：195．177ノ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
1）iLrati（，11：19S（・ptいlnber－13D（・celnber，2n｛｝9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、■　　　．
Orgallizい｝’s：National　Mllsul川1〔｝f　Wいs｛erll　Art／「1’okyo　Shilnl川［1／NHK　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
Nutnb（irI）f　visitors：195、477　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、
1’i’柳［1－1規国、γ西｝羊美術館長の監修による本展は、人類の歴史ヒ　　　　て、市民の豊かな暮らしぶりを今llまで伝えている。彼らの家では、
比類なき栄華を極めた古代ローマの遺産を紹介することを日的と　　　銀の食器や大理石の水盤、意匠を凝らした照明器具や暖房器具
した、ytt術品および考古品の展覧会であった、、紀元前Illヒ紀、カエ　　　　が用いられた空間を仕切るあらゆる壁には、豪華な壁1画も描かれ
サルとアウグストゥスの活躍により、占代ローマ国家は共和政から　　　ていたまた種々の農器具から、農業の充実ぶりが窺われ、きらび
帝政への大きな変貌をとげた　本展では、「人類が生み出した最　　　やかな宝飾llllは帝巨｜の金属資源のi！ヅ1かさを示している、規格化さ
強の国家」と呼ばれるローマ帝国を創建したアウグストウス帝の時　　　　れた水道設備は、インフラが整備されていたことの証である　本章
代（紀元前lllll紀から紀元後1世紀）を中心とする考占資料や）ミ術　　　　では、おもにポンペイ出上の考lli遺品から、帝国の豊かさとそれを
品を3部構成で展示し、今から約：丁・年前にもたらされた真の「変　　　　支える堅固な社会J，朗窪を紹介した
・llll：」の構造の解明をU指した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナポリ国、ltl　E・　］lf学1・草物館の所蔵品をlll心に約120点の多様な作
　第1章「帝国の誕生」では、帝国がいかに出現し、継承されたの　　　　品で構成された本展は、東京大学が南イタリアの占代ローマ遺跡
かを考察した、ローマが地中海のほぼ全域を支配するようになっ　　　で進めている発掘調査の最新の成果も合わせて展示に供した
た紀元前lllヒ紀’トば、ユリウス・カエサルはルビコン川を渡り、都ロ　　　古代ローマの遺品がこれほどの規模で紹介されるのは日本で初
一 マへ軍を進めたカエサルは、もはや時代遅れとなった共和政に　　　めてのことであった　東京展の後は、愛知県）こ術館、白森県、1／1）ξ
よる体制を・新し、独自の斬新な発想で巨大なローマ国家を統治　　　　術創↑、さらには北海道、‘ノ1近代；’tl’術館へ巡川した
するという大志を抱いていたしかし、志’トばでカエサルの夢は潰　　　　　しかしながら、通常の）こ術il　tt｜の展示と異なり、考占）こ術品の展
え、その後彼の遺志を継いだのがオクタウィアヌス、のちの初代ロ　　　　示に際しては、その材質や性質の違いに加え、重情の問題から展
一 マ皇帝アウグストゥスが混乱に満ちた状況の中、冷静に現実を見　　　　示位置が限定されたこともあり、通常の準備作業とは違う難しさを
据えながら’」　t・態を収拾し、共和政に代わる新たな体制を打ち立て　　　　克服しなければならなかった点で、展示効果そのものに未熟な点を
た本；；’／tでは、ローマ帝国を築き、そして引き継いだ偉人たちの肖　　　　露呈したことは、展示担当者として素直に反省したい　またこうした
像彫刻を通して、帝国創建前後の大きな変・↑［の時代を概観した．　　　　技術的な未熟さ故に、展示内容を的確に観客に伝えることができな
　第2章「アウグストゥスの帝国とその機構」では、「アウグストウス」　　　かった恨みを残した、とはいえ、東京展での経験が巡回先の地方
と「プリンケプス」という、それぞれ「ll皇厳なる人」と「第・人者」を　　　　各館での展示作業に大いに益するところとなったことは、東京展の
意昧する「権威」を象徴するふたつの称り’を与えられたアウグスト　　　関係者全員の労1・‘；をねぎらうに余あるものとなった、　（高梨光llヨ
ウスが、あらゆる「権力」をf’にした支配者としてのイメージをぬぐ
い去りながら、時代0）動向を敏感に捉えつつ展開した巧みなイメー　　　　1カタログ］
洲略・嚇に迫ったり妖な実権を握つたアウグスト・スは・長　㌶1｝：1繊）㌶1㌫椰IJ
い内乱で荒れ果てた国一ヒと人心のPll復に努め・フォルム・ロマヌム　　　　制作：アイメックス．ファインア＿ト
（中央広場）の川：整備、ll［帝広場をはじめとするさまざまな建築物
の造営によって、都ローマは壮麗な姿に生まれ変わっていった、、本　　　　作品展示’｝li6r送：ヤマトロジスティクス株式会社
恒は、彫像、浮彫」～訓などの、1砿いジャ。ルの作品を展糺、　捌蹄：勅スタデォ
帝国全ヒに平和をもたらしたアウグストゥスの統治の仕組みを視覚
（1〈Jに確認することを日的とした
　第3e；’i：「帝国0）富」では、紀元79年ウェスウィウス火川が噴火し、
突然の悲劇に見舞われたナポリ近郊の街ポンペイの遺品を通し
て、帝llミ1の繁栄と豊かさを検証した、　’瞬にして5メートル以ヒ降
り積もった火川灰の下に埋没したポンペイは、タイムカプセルとし
19
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　were　filled　with　silver　eating　utensils，　marble　water　basins，　elegantly
This　exhibition，　created　under　the　supervision　of　the　NMWA　Director　　　　designed　lighting　and　heating　equil）lnent．　The　walls　between　d｜e　rooms
Masallori　Aoyagi、　sought　to　intro（：1uce　ancient　Rome，　the　most　splendid　　　　　were　painted　with　magnificellt　frescoes．　Judging　from　the　many　varieties
period　in　the　history　of　rnallkind，　through　art　works　and　antiquities．　　　　of　farming　equipment　found　at　the　site、　Pompeii　elljoyed　all　abulldant
Ancient　Rome　underwent　a　period　of　great　change　during　the　lst　　　　agricultural　industry、　and　the　opulent　jewelry　and　personal　adornment
celltul’y　BC　thanks　to　the　a（：ti（）ns　of　its　two　great　leaders　Caesar　and　　　　　of　its　residents　speak　of　the　gold　res（、）urces　of　the　Empire．　The　ample
Allgllslus．　This　exhibition　locused　on　the　Augustan　era（lst　century　BC　　　　　water　supply　system　stands　as　proof　that　the　town　enjoyed　a　su｜）stantia｜
to　lst　cenhlly　AD）and　the　foun（ling　of　what　has　beell　called”the　most　　　　　illlrastructllre．　This　section　presented　artifacts　excavated　at　Pompeii　to
powerful　natiolコcreated｜）y　mankind．”The　archaeological　artilacts　and　　　　　introduce　a　view　of　the　firm　social　base　supported　by　the　wealth　of　the
art　works　that　made　uP　the　exhibitioIl　were　divided　into　three　sections　　　　　Empire．
aimed　at　shining　a　light（川the　construct　of　this‘‘revolution”（）f　change　　　　　　This　exhibition　made　up　of　a　diverse　array　of　approximately　l20
solne　two　ln川em〕ia　ago．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　works，　primarily　from　the　Museo　Archeologico　Naziona［e　di　Napoli，　also
　　The　fi　rst　section，The　Birth　Of　the　Roman　Empire，　preSented　a　series　of　　　　preSented　the　lateSt　fin〔lingS　Of　the　arChaeOlOgiCal　Surveys　Still
portrait　sculptures　of　the　maill　figures　in　the　establishment　of　the　new　　　　　contilluillg　on　ancient　Roman　sites　iTl　southern　ltaiy　by　a　team　ft’om　the
g〔｝verllallce．　providing　an　oPI）ortunity　to　consider　how　the　Empire　　　　University　of　Tokyo．　This　was　the　first　time　that　an　exhibition　of　ancient
materialized　and　continued　oll　through　the　genet’ati（・｝ns，　By　the　midd［e　　　　Roman　artifacts　had　been　presented　on　this　scale　in　Japan，　After　its
of　the　lst　centuly・AD，　with　Rome’s　dominion　spread　over　almost　the　　　　Tokyo　venue、　the　exhibition　traveled　to　the　Aichi　Prefec：tural　Mllseumof
日⊥tire　Mediterranean　region、　Julius　Caesar　crossed　the　Rubicon　River　　　　Art，　the　Aomori　Museum　of　Art　and　then　to　the　Hokkaido　Museum　of
～md　advanced　upon　Rome．　lle　br（）ught　about　great　change、　using　his　　　　Modern　Art．
oW11　UIli｛1U（／t　ideas　to　challge　tht　ret（ir（1（lire　rel）ublicall　government　and　　　　　　Unlike　normal　exhibitions、　this　exhibiti（）n　of　archaeological　and　art
to　rule　the　great　R（．）man　state．　However，　Caesar’s　rule　ended　abruptly　　　　　works　meant　that　there　were　limitations（）n　the　display　of　w（）rks　due　to
a｜｜dhis　heir　an〔1　the　soon　to　be　first　emperor　Augustus，　then　simply　　　　their　materia｜s　or　weight，　and　this　made　the　planning　of　the　exhibition
（．）ctavian、　foullLd　himself　il）aperiod　of　turn）oil．　Amidst　this　chaos，　　　　mllch　harder　than　usual．　As　a　reg．　ult、　l　would　like　to　fully　reflect　on　the
（・）ctavian　coolly　observed　and　reconciled　the　state　of　affairs　as　he　built　a　　　　　vari（．）us　I〕roblems　that　arose　and　led　t（）asense　that　the　display　effects
l】ew　govemmellt　to　rep］ace　the　f〔｝rmer　Republic．　Throしigh　the　portrait　　　　were　insufficient．　Further，　as　a　result　of　these　technical　problems，　regrets
sclllpture　images（）f　these　gt’eat　men　who　built　and　inherited　the　Roman　　　　　remain　that　the　exhibited　content　was　not　fully　or　effectively　conveyed
Eml）ire，　the　section　presented　an　overview　of　this　transformational　　　　t〔）viewers．　Thus　said，　however，　the　experience　of　the　Tokyo　installati（川
period　arouncl　the　establishment　（）f　the　Empire．　　　　　　　　　　　　　　　　　was　a　great　help　to　the　installation　work　in　the　succeeding　regional
　　The　second　section　was　titled　The　Empire　of　Augustus　and　his　　　　venues，　and　this　was　all　thanks　to　the　great　efforts〔）f　all　those　involved
Org～miZatiOn．　AUgUStUS’authority　WaS　Symb〔）1iZed　by　1’i　iS　tWO　titleS，　　　　in　the　TOkyO　VenUe。　　　　　　　　　　　　　（MitSUmaSa　TakallaShi）
namely　Augustus，　which　means　revered　person，　and　Princeps，　which
m◇ans　first　head　of　the　RoInan　people．　This　section　explored　the　　　　　　　［Catalogue］
1’1）・．i・・i・9・f　the　adr・it・st・・t・gy・that　devel・p・d　iln・g…farし11・・a・d　hi・　　Sup・「vised　by：M・・an・・i　A・yagi・Ky・k・H・g・
…h・rity・c・・ss・he・・；・ds・f・h・pe・・・・…gus・u・g・a・ped・・ea・P・w・・　1麟1灘謬＝°fWeste「nA「t〒T°ky°Shimbun
amd　thus　strove　to　revlve　the　hearts　of　the　peoPle　and　nation　long　torn
・Part　by　irlt・・nal　st・if・・He　i’・built　the　R・man　F・・a，・et　t・w・rk・・maj・・　　T・ansP・rt・・d　ha・dli・9・Y・m・t・・L・gi・ti・・C・．，・Ltd．
1川ilding　programs，　including．　the　lmperial　Forums，　and　thus　transformed　　　　　Exhibition　design：Tokyo　Studio
the　capital　Rome　into　a　splendid　new　thing．　This　section　presented
works　from　a　wide　range　of　genres，　from　sculpture　to　relief　images　and
frescoes　as　it　presented　a　visual　image　of　the　strしlcture　of　the　peace
brollght　to　the　entire　Enユpire　by　the　Augustan　political　structure．
　　The　exhibitionゴs　third　section，　The　Wealth　of　the　Empire、　presented
artifacts　from　Pompeii，　the　town　near　Naples　that　became　a　scene　of
tragedy　in　the　sudden　eruptioll　of　Mount　Vesuvius　in　AD　79．　These
Inaterials　stand　as　proof　of　the　wealth　and　splendor　of　the　Empire．　At
fi　rs　t　glance，　the　town　of　Pompeii，　buried　under　five　IYIeters　of　volcanic
ash，　appeared　like　a　time　capsule　to　its　discoverers．　Today　it　conveys　to
us　a　powerful　view　of　the　rich　lives　led　by　its　inhabitants．　Their　homes
2〔1
Exhil）ition　of　Frank　Brangwyn
∫ミn月：2010fl：2月2：うll－5Jj：｛Oll
i：＿∫｛｝’　：　l f－1　、1ノ：1’肖i’r＿　）ミi’lll　fl’1．i　　　｜‘フttソ己＊JilJ：」ト1
入場者数：96、09｛｝人
DUrdtiOI1：23ド〔・brllalS’－30「vlay、2010
0rgdnizいrs：Nati（）nal　Mllsclml　ol　Wいs｛crllArt／The　Yomuri　Slliml）UII
NUmberol　visitOrs：96、090
フラン斑ン
、t，／）1，v・ein、’
　　　、、一　’．’　　　　可コエβi・’館
　　L　←〔・一　）　e　t　．’、11
本展は191H：紀末から20’IH；紀前’ドにかけて活躍した英国人lllli家フ　　　破綻や、ブラングィンの作品を含むコレクションの・部が火災に遭
ランク・ブラングィン（1867－1956）の芸術をliiPigyiするものである　そ　　　　うという不運に見舞われ、結局実現することはなかったが、ブラング
れと同時に、本展は国立西洋獅1；∫館設11／1の基礎となった松方コレ　　　　ィンにとって共楽）ご術館建設は、自ら日指す芸術の総合を実現す
クションとブラングィンの関わりを示すことにより、’il館設1’ノ1の意味　　　　るはずのものであったと言えよう　本展では残された共楽）3術館
をあらためて問うことをIM〈Jとした　　　　　　　　　　　　　　　　の図面をもとに、）こ術館の建築や展示の様r・をコンピューター・グ
　ブリュージュに住むイギリス人家庭に生まれたブラングィンは、家　　　　ラフィックスで再現し、その空間を体感できるようにした
族とともにロンドンに移住した後、1880年代前’トにウィリアム・モリス　　　　今川、フランク・ブラングィンというIM£では知名度の低い］llli家を
のll房で、カーペットの図案を写しとるなどのド働きをしながら腕を　　　展覧会で取りヒげることには議諭があったのも事実であるしかし
磨き、制作の道に人ったこの時期に彼はマクマードやモリスによ　　　国立西洋）こ術fi1’｛開館50周年を｝《災に、）こ術館の存在，・訟義をあらため
るアーツ・アンド・クラフツ運動の理念に深く傾倒し、多ノくな影響を　　　　て問うことの低要性から本展は企1由iされた　結果として、日本にお
受けることとなる一その後、ロンドンのロイヤル・アカデミーやパリの　　　　ける西洋美術の受容の問題を松ノ∫とブラングィンとの関係から見
サロンなどに絵lllliを出品し、画家として認められるようになったブラ　　　　直す機会となり、多くの西洋）こ術ならびに国、1元西洋）こηlf館ファンの
ングィンは、壁画、カーペットなどのll芸、版1由iなど多方面に活動の　　　　関心を集めるところとなった　　　　　　　　　　　（大屋美那）
領域を広げた　その活動範囲はイギリスやフランス、オーストリアな
どのヨーロッパ各地、さらにはオーストラリア、カナダニュージーラ　　　　Lカタログ｜
・溺アフリカ・ア・リカにも及ぶ　　　　　撚：㍑漂慧斤聞叫∫」1（轍化酬
　松ノ∫コレクションの形成において、ブラングィンが屯要な役割を果
たしたことはよく知られている　今日では、本国イギリスでさえブラ　　　　作品輸送・展，Jl：ヤマトロジステ汐ス株式会社
ングィン0）名は忘れられているに近いが、松方とHS会った時のブラ　　　会場設営凍京スタデオ
ングィンはすでに画家として社会的な糎ξ誉を得ていた。松ノiはこの
著：名な1由i家の代表作を数多く購入しただけでなく、美術品取得の
ための指南役を任せたのである‘さらには、ブラングィンは松ノ∫が
東京に建設する計画を立てていた「共楽美術館」（実現せず）の設
計、館内装飾などを’任されており、計画は建築構想を図IAiに落と
す慧麗㍍してふたつのテーマを軸とし＿ミ　　ー．　ぷ麟
の芸術全貌を紹介するものである　本展はlI本初のブラングィンの
llll顧展であり、19　1［1：紀末から20i‖：紀前’rにおけるイギリス〕C術の
流れの中で、あらためてブラングィン芸術の意義を問い直すものと
なった　とくに、移動が不可能な壁lllliやモザイクの作例については
高精細の動画により紹介し、その芸術の広がりを示した　もうひと
つは、ブラングィンと松方コレクションならびに共楽美術館との関係
である，もともと日本美術の愛好家でもあったブラングィンは、松方
という強力なパートナーを得て、日本への西洋）Yii’：術の移植という・
大プロジェクトに貢献しようとした　ふたりの夢は松方の経済的な
21
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mosaics　and　mural　paintings，　were　shc）wn　through　high－resoltttion　video
This　exhibition　l）resented　a　retrospective　view　of　the　arts　of　Frank　　　　　imagery　and　thus　the　exhibition　displayed　the　range（）f　his　I）roductioi’）．
Brangwyl1（1867－lf）56），　a　British　painter　active　from　the　end　of　the　lgth　　　　　The　second　focus　of　the　exhibition　was　the　Sheer　P／e〔／sut？　Arts　R（iv〃iθtl
centuly　through　the　first　half　of　the　20th　century．　The　exhibition　also　　　　　and　Brangwyn’s　relationship　t（）the　Matsukata　collection．　Brangwyll　was
feahlrcd　the　relationship　between　Brangwyn　and　the　Matsukata　　　　aJapanese　arts　aficionado　and　he　contributed　to　the　movel｜｜ent　ol
collection　that　formed　the　basis　f（）r　the　establishment　of　the　NMWA、　and　　　　Western　art　to　Japan　through　his　strong　partnership　with　Matsukata．　The
thus　pr《）vided　an　ol）portumity　to　reconsider　the　meaning　of　the　founding　　　　　dream　of　these　two　me1’）embodied　iTI　the　collection　which　inclu（ied
of　tl］is　n川seしm1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　many　of　Brangwyn’s　own　works　was川一fated　and　never　meEll］t　to　be，　as
　　Brangwyll　was　borll　illto　al’1　English　family　then　liviiig　ill　Bruges．　After　　　　　it　was　destroyed　by　both　fin～mcial　reverses　and　much　of　it　by　a
his　family　retしirried　to　Lolldon，　he　entered　the　studio（）f　William　Morris　　　　warehouse　fire　in　London．　The　museum　plan　was　lor　Brangwyll　a
ill　the　early　par’t　of　the　l880s．　There　he　worked　as　an　assistallt，　honing　　　　　charice　to　realize　the　unified　expression　of　his　own　artistic　visioll．　The
his　skills　by　copying　carpet　designs　as　he　entered　the　artistic　world．　　　　surviving　plans　for　the　museum　were　used　to　create　computt・r　graphics
Duritig　this　period　Brangwyn　was　fully　inculcated　in　the　Arts　and　Crafts　　　　　showing　the　architecture　and　interior　design　planned　for　the　mlls（・um、
Movemellt　philosoI）hy　spearheaded　by　Mackmurdo　and　Morris，　and　his　　　　allowing　visitors　a　chance　to　physically　experience　these　i）oblcコbut
own　work　was　greatly　influenced　by　this　indoctrination．　He　wel）t　on　to　　　　　unrealized　plans．
enterl）ait）tings　il〕Londoiゴs　Royal　Academy　Exhibition　and　Paris’Sal（，n，　　　　　　Questions　were　raised　m　the　planning　stages　of　this　exhil）itioll　abollt
amd　was　soon　recognized　as　a　talented　painter．　Brangwyn’s　artistic　　　　　the　value〔）f　holding　an　exhibiti（）ll　ol）an　artist　like　Brangwyn　who　is
activiticis　spamled　a　wide　variety　ol　genres，　from　wall　paintings　to　　　　largely　unknown　in　Japan．　However，　upon　the　occasiol1（）f　the　50th
carpets、　prints　to　pailltings．　His　activities　were　also　geographically　　　　anniversary　of　the　NMWA，　this　exhibition　was　planned　as　an　imL）ortal）t
diverse，　spalming　such　diverse　regions　as　England、　France、　Austria　and　　　　palt　of　the　reconsideration　of　the　meal’ling　of　foumding　the　NMWA　dlld
other　Eui’opean　nations，　Australia、　Canada，　New　Zealand，　South　Africa　　　　　IIluseums　in　Japan．　As　a　result、　the　exhibition　proN・ided　all　opportul］ity
and　America．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fol’areconsideration　of」apan’s　recepti（川of　Western　art　al］（いhe
　　Bran．gwyn　is　ren〔．｝wned　fぐ）r　having　played　a　major　role　in　the　　　　　re］ationship　between　Matsukata　and　Brangwyn．　The　exhibition　was　well
forlnatioll　of　the　Matsukata　Collection．　Today、　Brangwyn’s　name　is　　　　received　by　many　visitors　who　are　fans　of　both　Western　art　and　the
almost　colnpletely　forgotten　even　in　his　native　Britain，　but　by　the　time　　　　NMWA　and　its　programs．　　　　　　　　　　　　　　　（Nlma　Oya）
he　met　Matsukata　he　was　already　universally　recognized．　N（）t　only　did
Matsukata　buy　many　of　the　works　painted　by　this　famous　painter，　he　　　　［Catalogue］
e・li…dhi・h・lp・in・he　a・q・i・i・i・n・f・・h・・a・・w・・k・・M・…k・・a　al・・　ξ艦1『y：Mina°ya，　C”ltu「e　P「°m°t‘°n　Depa「tmellt°f　the　Y°miu「i
・・mmi・si・・ed　B・a・gwy・t・d・・ig・th…chitect・・e　and　i・t・・i…f　hi・　　p・・d・ced　by・1・t。・p。blica
art　museum、　the∫ノ～ρer’P～eαsαre　At’ts　Pavilion　（K／　oraku　Bijutstikan．）・
though　it　was　never　realized．　Brangwyn’s　work　on　the　p1’（1　ject　　　　Transport　and　handling：Yamat（）LogisticsCo．、　Ltd，
progressed　to　thestage　of　planning　the　overall　structure　and　its　design．　　　　　　　Exhibition　design：Tokyo　Studio
　　This　Brangwyn　exhibition　f（）cused　on　two　themes．　The　first　was
Brangwyn　as　a　painter、　decorative　arts　artist　and　printmaker，　This　was
the　firstBrangwyn　retrospective　to　be　held　in　Japan　and　it　1）rovided　an
opportunity　to　reconsider　Brangwyn’s　arts　within　the　c（）ntext　of　the　flow
of　British　art　from　the　end　ol　the　19th　cer〕tury　through　the　first　halfof　the
20th　century．　The　works　whose　media　prevent　easy　movemellt，　such　as
22
版Phi素描展・」こ室
Prillts　and　I）rawi1】gs　Gallery
ローマ未来の原風景by　HASI　II　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■間隔一聞圃菌閲閥薗■■■
ROME：hlture　d6j～l　vu　by　HASHI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローマ未来の原風景byHASHI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RoME：ftllurt・dCピい・u
フミIUj：2｛｝Ogf「gJllgll－　12jJl311　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　1■レ，　．：’・．　・．　・　　ゴー・一．
1蕊㍑酬1」館　　　　　　　　　　　　・一
協力：西洋）こ術t辰興財団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
Dllratiol1：19Sel）tember－13December，2009
0rganizer：Natiol】al　Museum　of　Western　Art
SPOIIsor：EPS（．）N
lll　cooperation　with：Western　Art　Foundati（）11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　一
9／19，－12／13、．．Lvog．
塘w．．国⊇洋美術館一日　　・∴．：．’；：1三
「ll　1’代ローマ帝ll4の遺産」展の開催に合わせて、都市ローマを題材
とする橋村奉臣氏の作lllll54点を紹介した．川品作品は、作者の橋　　　　Thi『exhibitk｝n　l）「esentin；5’1　w°「1〈s　by　Yasllomi　Hilshimし！「a（HA§HD（）1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　anClent　ROme　was　hdd　LI）c《川IUIlction　with　the　I．’ere（／lith　dell　lmPero
村氏rl身が撮影したモノクロームの写真を焼き付ける過程でさま　　　romano　exhibition．　The　w。rks　intr。（hU（：（s（l　wer（、　b［ack　al｜d　white
ざまな技法を加えた、いわば写真と絵画的f法の融合による一・種　　　　PhotographS　ShOt　by　l－lashii’i7Lurti　iind　then　SUbleCte（l　tO　a　Variety　Of
O）ミクストメディア作品である／－t彼はこの手法をみずから　　　P「『cesses’thus　c「e～lting　lnixed　llledia　w°「ks　that　fus（i　photo9「aPhy．with
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　painterly　techni（ltles．　Hashin’）ura　has（lul）b（．・d　this　technique
HASHIGRAPHYと命名し、1987年以来制作に取り組んでいる。今　　　Hashigraphy　an（i　began　w。rking　il｜this　mam】er　in　l～）87．．This，exhibiti〔）ll
回の展覧会には、2004年から2006年にかけて作られたユ7点の作品　　　　featured　l7works　created　l）etween　2004　al｜d　2（）06・combii’）　（，’d　with　37
と、桃のために。＿マで新たにtti’tr影された題に基づく2（）Og年　w°「ks　thatいe　sl1°l　in　R°me　il12°1）f’　f，°「this　exhibiii°IL　These．w°「ks
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　preSent　anClent　rしtll）s　that　trace　R（）mestwo　m川elmla，　alollg　wlth　the
の作品37点を合わせて展示した　それらは、二T一年を超える都市　　　　lives　of　Roinans　today．　and　E）ssu］’iie　tliat　pe（）1）［cコ　a　millem’iiuii’）from　now
の歴史が刻印されたローマのIIi代遺跡や街並みと、そこに生きる　　　　　wil］rediscover　these　scenes・Thesf＞w・rks　presented、「iewers　with　ar）
現在の人々の営みを、「「｛1・後の糠」に醗見するというコンセ　゜PP°「t”nity　t°「ef！eft°11，the　lascillali°n°f　R°n〕e・thぐEte「nal　Cit｝’、　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　On　the　conCept　of　tlme．「hiS　eXhibition　was　al1（）PPortUnity　to　l）resellt
プトのもとに作られたものである．．鑑賞者は「永遠の都」ローマの　　　　the　activities　of　a　c〔）ntemporary　artist　and　his　ulli（ll1（、　approach　t。　the
魅力を味わうとともに、「時間」をめぐる瞑想へと導かれる、本展は、　　　mol）umellts・f　al’）　allc’le！1t　civilizatiotl．　　　　　d－liroya　Murakami）
lli代文明の遺産を独自の視点から捉えることによって制作を行な
っている今日のアーティストの活動を紹介する機会となった、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村ヒ博哉）
25
S・1・…n・f・・mth・M…uk…C・IIectl・nandP・・t－1959　A・q・islti・n・　　　　　繊f　l
所蔵水彩・素描展　　松方コレクションとその後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t－　・・tt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LModern　Drawings　from　the　National　Museum　of　Western　Art：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lt　e，’1・〆　　　　　・’‘・1
　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’t’　　　　　　　　　　　　　　　．」
こごJり1．2010イ1三2月23日一5月30日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　liil
ヒf崔：1▲（1、tl：西｝羊美術館
DLtra（ion：23　February－30　May，2010
0rgarlizer：Nationa1　Museum　of　Western　Art
2t；Hl‘い「21‘1　／t　　9‘口1川
1‘　　，’イー　’「・’・．　』　　　．　　t／／，
，D《’ ll’；‘’㍑
川ll｜，1］i造船所の初代社長・松方幸次郎が1910－20年代のヨーロッパ　　　［カタログ］
で築いたコレクションを基礎として設“f’1された’iG館は、2009年6月に　　　編集：国～抽洋美術館
開飾。肺記念を迎えたぷ念撲の一環として酬ロ弥館で　制作酬∫眺社
は、松方に収集を指南した画家フランク・ブラングィンの回顧展が　　　　作品展示：カトーレック
開かれた本展はブラングィン展の関連小企画展として、新館の版　　　　会場設営：和；（スタデオ
1川i素描展示室において、松方コレクションを中心とする所蔵水彩・
素描作品38／1工を紹介した，
　当館の所蔵品の中で水彩・素描作品が占める割合はさほど大き
くはない　しかしフランス政府から返還された当時の松方コレクシ
ョンでは、全370点中、水彩・素描が80点を占め、モローやセザンヌ、
ドガ、ロダン、ピカソ等々、近現代の巨匠たちの作品の数々が見ら
れる　さらに同コレクションの重要な部分を占めるモーリス・ドニや
リ．－r一シアン・シモン、ルネ・メナールらの作品は、松方が収集を展開
した20111：紀初頭のヨーロッパのX…術界の様相を今に伝えてくれる，
また’11館は松ノiコレクションを核としつつ、開館以降、現在まで購入
や寄贈を通じて所蔵1’nl；の拡充に努めてきた．本展では、こうした開
館以降の所蔵品から19－20111：紀初頭のi三要な水彩・素描作品を選
び、合わせて展観した、
　これらの作品は完成作品のための習作として、あるいは独立し
たぴとつの作品として制作されたものである，そこには画家の思
考過程や自由な手の動き、あるいは色彩の重なりが生み出す繊
細なハーモニーを見ることができる、紙作品は光や湿度など環境
の変化に弱いため展示の機会が限られている　今回の展示は、
ふだんは目にすることの少ない水彩・素描作品の魅力を伝えると
ともに、’11館のコレクションの新たな側面を紹介する貴重な機会と
なった
　さらに、50周年の節日を記念し、展示と合わせて、松方コレクショ
ンを軸とするこれらの所蔵水彩・素描の優品を収録した出版物を
llll行することができた一これまで当館の水彩・素描作品はまとまっ
た形で紹介する機会に恵まれなかった．同、ll：の収録作品数は限
定的だが、この出版を契機とした作品調査によって新たに判明した
思う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（陳岡めぐみ）
2｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　watercolOr　c（）lle｛．’tiOn、　fOCus　ing　Oll　the　IOrlnCr　MatSllkata　collection
The　NMWA　was　f〔｝unded　on　tl〕e　basis　of　the　art　co‖ection　assemble（1　in　　　　works．　Thcre　has　pr（・vi《）llsly　Ilevel’been　all　opp（）rtlmity　t（．）feature　the
Ellrope　durhlg　the　l910s（II）d　1920s　by　Kojiro　Matst．ikata、　the　fil’st　　　　NMWA’s　drawil｜gs　al］d　watercolors　in　a　publication．　While　there　are　a
presidellt　of　the　Kawasaki　Dockyard　Co．，　Ltd．Jtme　2009　marked　the　50dl　　　　limited　m1111卜）er　of　works　pres　e［ited　ill　the　N・01ume，　its　production
anniVerSary　Of　the　mUSeUm，S　fOしII．lding．　One　Of　the　prOgramS　held　tO　　　　　　　Created　al1（．｝1〕p（．）rtUnity　fol’aSUrVey　of　the　Coil〈．iCtion．ThiS　in　tum　led　tO
（・《）nmemorate　tllis　occasi（）n　was　a　retr（）spective　exhibition　oll　Frank　　　　　the　discov日y（）f　Ilulnerous　new　lads　that　wnl　help　futu｝’e　c（）llection
Brangwyn、　a　paiIlter　and　c（．）11ection　advisor　to　Matsukata．　This　related　　　　　　research．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（MegumiJiI．｜gaoka）
exhibition，　held　in　the　New　Wing’s　Prints　and　Drawings　Gallei’y，　was
organized　in　col］lunction　with　the　Brangwyn　exhibition、　introducing　a　　　　　［Catalogue］
t。t。1。f　38　w。t。・c（）1・・P・i・ti・9・and　d・・wi・9・fr・m　the　NMWA　　Edited　by：Nati°nal　Musculn‘）f　Westc「湘
，。ll。，ti。1、　al1（1　fc、，．rillgw。rks。rigill、11），’、i。・he　M。t、。k。・、、。ll。cti。n．　　P「°duccd　by：Bilしitsu　．Shuppan“shtt
T・d・y・w・t・・c・1・r・a・d　drawi・9・c°・・stit・te°nly　a　small　pa「t°f　the　　H。ndli。9、　K。t。1，k
ovcrall　NMWA　collections・However・whell　the　French　government　　　　Exhil）ition　design：1’（）1くyoStudio
rettn’1．led　the　Matsukata　c（）llection、8（．）（．）f　the　370　works　returned　were
watercolors　and（lrawiiigs，　inc］uding　nllmerous　w（．）rks　by　such　mo（lem
～md　contemp（．）rE．1　ry　I．nasters　as　Moreau，　C6zalll．1e，　Degas，　Rodin、　and
l．）icasso．　On　the　other　halld，works　by　Mallrice　Denis，　Lucien　Simol．｜and
Ren6　MCnard　convey　to　us　today　a　sense　of　the　early　twentieth　centLl　rs，　・’
art　scel．）e　il）Eurol）e、　site　of　MatsukatEゴs　c（）lk・ctioll　activities．　With　the
Matsukata　collecti〔）n　as　its　core，　the　NMWA　continued　to　ac〔luire　works
th　rough　gifts　al）（l　purchases　to　rouIld　out　its　collection．　This　exl一1ibition
presellts　also　a　selectiol1（．）f　the　lgth　through　early　20th　celltury
watercolors　alハd　drawillgs　fl’oM　these　later　acquisitions、　along　side　the
works　fl’（．｝m　the　Matsukata　collectiOn．
　　The　exhibited　pieces　are　both　studies　f（．）r　finished　l）aintings　am（d
works　independent　i1）alld　of　themselves．　They　convey　the　artisピs
th（・ught　pr（．）cesSeS．　the　free　m…ement（．）f　his　hal｜d　across　lhe　Pal）er、　alld
show　the　intric～1te　harlnony　of　layered　colors　and　pignlents．　Works　on
PaPer　are　Particlllarly　suscel．）tible　to　light　alld　htin〕idity　an〔．l　hen（le　calI
ollly　be　OccaSi（）nally　eXhibite（：L　This　exhibitiol｜Was　arl　imPortal｜t
ol）1）ol’tUllity　l（）r　the　NMWA　to　introduce　a　rarely　seen　si（le　of　its
collectiOn．・1〕e　that　c〔．川veys　the　fascmatiOI⊥of　drawillgs　and
waterColorS．
　　Upon　this　occtlSiOII（．）f　our50th　amiversaly、　we　have　also　published　a
volume　Preselltillg　the　masterpieces　frOln　the　NMWA　drawillg　and
2S
修そ夏言己金泉
Restoration　Record
［絵lllli］　　　　　　　　　　　　　　　エドゥアール・マネ　　　　　　　　　　　　処置内容：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《プラン氏のILI像》　　　　　　　　　　　　　1，固定金物の装着
アンリ＝ジャン＝ギヨーム・マルタン　　　　　　　1879年　　　　　　　　　　　　　　　　　2，イーi台座の新規、製作
《柳、緑の小川》　　　　　　　　　　　　　　油彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　3．簡易免震すべり板の装着
油彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1943×126cm
85・3×73・5cm　　　　　　　　　　　　　　　p・1984－0002　　　　　　　　　　　　　　　　レオナルド・ビストルフィ
P・1959☆°137　　　　　　画面に埃のイ惰棚だしい．木‡懐1、も　《死の花嫁たち》
保存状態：　　　　　　　　　　　　　　　埃が堆積している。模の脱落防止処置が　　　ブロンズ
現状よりも・llTlり小さな木枠に張られてい　　　必要　大型作品のため、貸出にあたり輸　　　271×100　cm
た痕跡として、各辺約25mm内側に沿った　　　送中のカンヴァスの振動扮防が必要　　　　　　S・2001－0004
イ燃：絵側嚇1！鰹裂および盛りヒ　L∂肩査　　　　　　　媚船・
が竺が生じ・1部カミ肥と三いる，，　1’LI　2画fli埃除」；－　　　　　1・・7“・ンズ表・rll瀞
辺葺筋状口ilの問1：鍛が卿・竺　31　7（PiC’i・寸fl，，1み餓剣ミ戊・　　　2・ペイント除去
の線1’の四巴n客効る画由鱗に　1：梗の蔭　…’　　　渓示保護1撤縁デザイ・および製作の
緩やかな波肪槻1・竺㌘き1宍因　5．カンヴ。スの振動1、川劉て処置　　ための型11叉り
X9，ii“9わ㌫欝1灌；、鞭蕊1嚇綱1　　　　4展示保護川額縁鋳造
；霊㌶㍑㍗客が見られ’才嬬1；その他（・額縁脚洲・＆点　　　　　（処irt“i・　：　；iif川酬
修復処置：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（処置：河川公男・岡崎純生）
1．調査
2．木枠調整、模の追加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［版画・素描］
3．三表三1「fi言先i争　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、“　　　　　　、
4絵具層浮きヒがりの固定　　　　　　　　　［彫刻］　　　　　　　　　　　　　　　　ンユール゜ンェレ
5．ニス1飾　　　　　　　　　　　　　　　　　《フオリー’ベルジェ→レのポスター：・イ・
6頴縁蜥ラベルのエ「（り外レ洗1陸打ち　防りこ対策として以ド4点にド記・・処髄　　フラー》
7．額拠置　　　　　　　行なった　　　　　　　　1893イF8．酬f椎姻1　　　　　　　　　　　　　　　　カラ”H　’」トグラフ紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ＿ギュスト．ロダン　　　　　　　　　　　　125×88・5cm
グエルチー，　　　　　　《永遠の齢》　　　　　　G・1965’°°°3
《ゴリアテの1・1’を持つダヴィデ》　　　　　　　　1881－84イ「　　　　　　　　　　　　　　　　保存状態：
1650年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ　　　　　　　　　　　　　　　　　ガラスやアクリル板の保護はなく代わりに
汕彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　65×71×38cm　　　　　　　　　　　　表面はビニールシートで覆われていた
120．5×102　cin　　　　　　　　　　　　　S・1959　－OO　16　　　　　　　　　　　　　　額内には埃等の侵人が顕著：であった本
P・1998－0001　　　　　　　　　　　　　　《私は美しい》　　　　　　　　　　　　　　紙は布で裏打ちされ・特にPLI辺に渡って
緒状態、　　　　　　1885個i　　　　　　頬や醐が時った
過去に膠裏打ちをi三体とした修復が認め　　　ブロンズ　　　　　　　　　　　　　　　　　処置内容：
られる　数箇所に開き気味の亀裂がある　　　　70×32×33cm　　　　　　　　　　　　　　　裏打ち除去、ドライクリーニン久欠損・破
ゴリアテび）頭部にニス層の擦れ・白変が　　　S・1959－0028　　　　　　　　　　　　　　　れ等の補修、Ill性紙ボードへのマウントと
認められる　表1川にL埃の付着がある　　　　《オルフェウスとマイナスたち》　　　　　　　　額の新調を行なった
額縁に擦傷が多く・接合部にはずれが認　　　1889年以前
められる　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ　　　　　　　　　　　　　　　　　ハインリッヒ・フォーゲラー
修復処｛i’｛、　　　　　　　81・50・40・m　　　　　　《愛》
1．調査　　　　　　　　S・1959－0038　　　　　　　1896錐
i…り竺鮮整　　　《・1ルザ。ク（最終習作・》　　　il；｝警懸n、
1：糠除去　　　聖垢〔型）・1961イド（鋳造）　　一一・・59
5・裏板保護処置　　　　　　　　　　　　　　106×45×38cm　　　　　　　　　　　　　　保イf：状態：
6・il；り包佼換　　　　　　　S．1962－0001　　　　　　　　i’？・ls分的劉芝、｜II・i　llliへの湖しの1．J・着、変色
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等劣化や変形の原因となる占いテーフ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　接着剤の残留カリ↓られた
26
処置内容：　　　　　　　　　　　　　　　　モーリ7・ドニ　　　　　　　　　　　　　　　モーリス・トニ
マージン部のドライクリーニング、残留テ　　　　1フf⊥一ゾレの受胎n「知ぽ）ための習　　　　「第ノし交響曲のための習イ乍
一 フ・接着剤（ノ）1リミ去、ヒンジ付』けヒlll’性紙　　　　作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1912年
ボードへのマウントを行なった　　　　　　　　1907fl二　　　　　　　　　　　　　　　　　素描、紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、7●テール、イ＼i，；ミ、ホ氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75×52、9c｜11
リコ．シアン．シモン　　　　　　　　　　　　　18×62cm　　　　　　　　　　　　　　　　D・1959－0022
ら馳のルケニ・・畝た・・　　　川959－°°2°　　　　　　保r、・状態，
1918年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　保存状i鋲：　　　　　　　　　　　　　　　　本紙に、折れ、ぷ色、変色等劣化や変形の
水彩・紙　　　　　　　　　k　Mgに馳、1・し1辺に雛掘し次｝iいデ　　原1ノ壮なる接着占1、テープの残留冷体（こ
9／×lo2　uin　　　　　　　　　　　　　　　　イアび）擦れが見られた　　　　　　　　　　　　波打ち、右辺上部に欠損が見られた
D．1959－0078
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処置内容：　　　　　　　　　　　　　　　処置I」・」容：
保存状態：　　　　　　　　　　　　　　　ドライクリーニン久補修、フラットニン久　　　　ドライクリーニン久接着剤・テープの除
不適切な額装による本紙の損傷・埃等の　　　中性紙マットへのマウントを行なった　　　　　去、フラットニン久補修、中性紙ボードへ
侵入による汚れ・歪み・特にマージン部の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のマウントを行なった
欠損、損傷、木枠との接触における変色、　　　　　　　　　、
釘による金属劣化，・ll－1・kli］一修跡、賜の付　フーコニリック三1レガメー　，　t．　　　　　　、
着・・テ・禰洲が見らi・た　　ll；剛附活（一つい舗ぽレカ　蒜㌫レ’マ不
処置内容：　　　　　　　　　　　　　　　1891年　　　　　　　　　　　　　　　　　1871年頃
木枠から0）分離、ドライクリーニン久マー　　　水彩、紙　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ、紙
ジン部に付着した接着剤の除去、フラット　　　　38．8×382Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　33．】×46．・1　cm〔版・」’）：55．9×71．7　Cln〔紙
ニン久中性紙ボードへのマウント、枠とガ　　　D．2006－0002　　　　　　　　　　　　　　　・」±）
：：隠≧慧後へ足を」dすと 鰐㌦イ＿カ＿額内1こ篇∵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は埃、塵の侵人が見られた　　　　　　　　　　変色や本紙0）歪みの原レvlとなる川ヒンジ
エミール＝ルネ’メナール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テープと接着剤の残留、欠損、染み、フオ
《「水浴の女たち」のための習作》　　　　　　処置内容：　　　　　　　　　　　　　　クシングが見られた
1912年頃　　　　　　　　　　　　　　　　台紙の除去マットの新調を行なった
素描、紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処置内容：
68×48　cm　　　　　　　　　　　　　　　　藤川嗣ifi　　　　　　　　　　　　　　　　ドライクリーニン久1日ヒンジと接着剤（ノ）
D．1959－0041　　　　　　　　　　　　　　　《自［llli像》　　　　　　　　　　　　　　　　　除去・補f修・フラットニングを行なった
騰】等劣化や変形の1身（因となるfg菱㌫　　　　　　　q・川酬
性紙と接摘・jの残留、破it、メディアの擦　27・5×22・：3　cm
れ、微生物要因σ）フォクシングが見られた　　　　D・1959’OO133
；撫蝋｜麟型漂麟1螢竃㍑襟㌶膿
を行なった　　　　　　　あった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処置内容：
アンリ＝ジャン＝ギョーム・マルタン　　　　　　　マットを新調し別に保管されていた額に足
《裁縫をする娘》　　　　　　　　　　　　　を足して装」’を行なった
1921年
素描・紙　　　　　　　　　　　　　　　　　アンドレ・シュレダ
61．5×49．5Cm　　　　　　　　　　　　　　　　《アラビアの女》
D．1959－0040　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011［糸己初り頁
保イ、・状態，　　　　　　　馴・剤〔
勺本に茶麹、フ，クシングが苫・しく、訓1　31×20　cm
に変色等劣化や変形の原因となる酸性紙　　　D・1959’0（）80
と接着剤の残留が見られた　　　　　　　　　　保存状態：
籔罐酬と襯、、除去、イ．レイ1／r紙漂㌶㌶染み71J｛！．1　V，iL
による中性紙ボードへのマウントを行なつ　　　処置内容：
たドライクリーニング、補修、フラットニング、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中性紙ボードへのマウントを行なった
2一
保存科学に関わる活動報告
RePort　on　Conservation　Science　Activities
例年どおり、1．環境管理、2．館内への生物侵人・生息状況の調査、　　　定である
3．貸出作品の管理、4．所蔵作品の科学的調査などを行なったほか、
2009年夏には保存修復．室と保存科’｝4一室でJP．ゲッティ美術館国立　　　　4．国際シンポジウムの開催と報告書の作成
西洋）こ術館共1｛｝i国際シンポジウムを担当した、　　　　　　　　　　　2009年7月21、22日にJP．ゲッティ美i・1『館国立西洋〕ミγ1サ館共催国際
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンポジウム「美術館・博物館コレクションの地震対策」を本）ミ術館
L貸川作品の管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にて開催した。開催にあたって必．要な作業は、保存修復室の河川、
2010年3月ド旬に、ヨーロッパの美術館から西美へ貸出作品が返却　　　　内田が中心に行ない、高嶋が補佐したほか、テキスタイル修復家の
されたが、断熱材が人ったクレートで輸送したにもかかわらず、輸　　　　石井美恵氏、静岡県立美術館学芸員・新田建史氏にr－“・っていた
送中に作品の温度が約20℃から13℃に低下していた、この作品　　　　だいた・シンポジウムの開催後、河川と高1鳴が報llliF｝・の作成を行
の温度が18℃に戻ったのは西美の収蔵庫に収めてから約24時間　　　　なっており、2011年に刊行・予定である，，　　　　　　（高嶋k・穂）
後、さらに西美の基準である21℃になったのは約36時間後であっ
た　このことは、冬季における空輸では輸送中にクレートが低温に
さらされる時間が長いと作品も低温になってしまうことを示してい
る　）tt術館の収蔵庫に着いてすぐに低温になった作品を開梱した　　　As　in　previous　years，　the　Secti。n　continued　its　basic　activities　including：
場合には、結露のおそれがある　今回の測定結果から、シーズニ　　　　1・Envi「onmental　Cont「ol　Managenコent：2・Pest　Managem（’11t：3・Loan
ングは繁とも2州‖カ・必要であることが1・1・聯された・’　　㌫llぽll蕊lt；1；1：蕊遼1，漂蒜1ぷ；：’；ll：lll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Section　supported　the　J．　P．　Getty　Museum－NMWA　jointly　sponsored
2．無線センサネットワークによる本館展示室0）温湿度モニタリング　　　　international　symposium　titled“Seismic　Mitigation　lor　Musellln
）：　1・∫f　・｛・、本館2Fの展，、謝、おいては、毛矯1・式rl、1己記録計による　C°1］ec‘i°n”　held　in　the　summe「・
・己録から・温度と湿度の分布に偏りがあることがわかっていた・そ　　　　1．Loan　Facilities　Management
こで、イs館展示室の壁や柱22箇所に小型のセンサノードをとりつ　　　ln　late　Ma「ch　2010・　a　work　was　returne（i　t（）the　NMWA　from　a　ELtt’opセan
け、2｛｝09年9、10月の約2カ月間計測することにより、本館における温　　　　mllseun】’Alth（）ugh．the　wo「k　was　t「ansPo「ted　in　a　c「ate　litted　with
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　insulating　material，　lt　was・bserved　that　the　temperature・f　the　work
湿度分布の偏りやその原因を探った、このセンサノードには温湿　　　dropped　from　approximately　20　degrees　Celsius　to　13degrees　Celsius
度センサに加えて小型無線装‖斐が内蔵されており、LANやインター　　　　du「ing　t「ansit．　It　took　about　24　hoし1「s　afte「its　a「「ival　in　the　NMWA
ネ・7Flnl線を通じてパソコンでモニタリングできるというシステム（・　㌶il∴蒜eぽ1，：繍隠1；1、㌫ll蒜1；f㍍撒
なt・ているこの計測で使川したセンサノードやPCは大阪大学大　　　standard　of　21　degrees　Celsius．　This　case　shows　that　during　winter
学院助教・小泉．｝i吾氏から借り受け、この研究は同研究者との共　　　　t「allsitjf　c「ates　a「e　Ieft　in　the　cold　fo「too　long　a　Pe「iod，　the　wo「ks
l，川究である一ll屹・）綱↓、以ドのことがわかった、　　　　within　them　ll「°p　t（’an　ul1；cceptedly　1（lw　telnpe「atu「e・lf　al・art　w・rk
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　that　has　prevlously　cooled　m　the　crate　Is　immediately　take　out　of　the
1）　li｜｜廊の外側の壁llliは・北および東側が・南および西の壁に比べ　　　crate　uPon　arrival　in　a　museum・s　storage，　there　is　the　ever　presellt
　温度が低く相対illll度が高くなっている。　　　　　　　　　　　　　　danger　of　condensation・Given　this　teinperature　change　during　trallsit，
2・1・1納1‖1の・P葦・∫・iで1「撚の照tり］カ・当たっている壁は1端t、低　：1、：蒜：［at　least　24　h°u「s°f　seas°ni「）9　bef°「e（）pening　a　c「al…s
　湿度になっている．
ll｝しかし、ほとんどの測定箇所ではIUの変動を2．0℃、5，0％RH以　　　　2・Envi「onmental　Monito「ing　of　Gane「ies　by　Wi「eless　Senso「
内とする獺nの刷・・を1　～たしている．　　　　　　　Netw°「k　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　It　has　been　observed　from　recordings　hygrothermog」ral）hs　that　the
・1）ただし、新館につながる通路近くではIHの湿度の変動が5．5％　　　temperatureζ111d　relative　humidity（RH）in　the　galleries　on　the　second
　～6．5％RHと大きく、通路からの隙間風の影響が大きいと推測さ　　　fl°o「of　the　Main　Buildin9　is　n（）t　ui）ifot’m．　ln°「（1e「to　investigatc’　the　heat
れる　　　　　　　　　　　　　alld　hull｜idity　dist「ib”ti°iコ　ai）d　its　c．ause・，　sm・11’sc・le　sen－・d・・w…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pla（led　ln　twenty－two　locations　oll　the　walls　and　I）illars　ill　the　galleries
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　alld　the　temperatし1re　and　RH　were　monitored　approximatel｝’Iwo
3．タピ’スリーの科学的調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　months　from　Sel〕tember　through（1）ctober　2009．　Tllese　sells《）rs　wel・e
西）ミ所蔵作品のタピスリー《シャンボール城：九Jj》について、素材　　　fittedどith　wi「eless　commしmi；ati°1〕devices　al°i］9　with　temP（’「11ture／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hl11川dlty　gauges、　thus　al］owing　f（）r　the　mollitoring　of　coi）diti（）ns　l）y
や技法を探るために測色、繊維の同定、媒染剤のb－fJ定を行なった。　　　computer　via　a　LAN　or　lnternet　c（）lmection．　The　sulsor　I］。（leS　and
染料の同定は、共立女r一大学の齊藤昌子教授が行なった、この結　　　　comPllte「s　we「e　lent　to　the　NMWA　by　D「・Keigo　Koizumi°l　the
牙↓は・幌スリーの1・搬そrなったテキスタイル修／』1」1・美　三：ll；II∵ll！ぽ’llj濡：㍑i、li；，ぽa㍑；、｝：lil；illl；ill、∴1，1、：ll
忠氏、深津裕子氏による修復報告とともに、2010年度紀要に掲載予　　　　Cons（walioll　Sciellce　Secti。n　and　Dr，　KoizL］illi，The　rcslllts。f　thiS　study
28
wいrいas　l．（，11，）Ws，
　　1）Thい　Ilot・lh；1n（leilst　sid¶S　ot　lh〔・OU｛side　V㌧・allS（）f｜llい（’O｝TUIl，｜’、～’いfい
　　　　「い｜atiVely　C・（｝｜（・川U　lemPい｝’a川1’e　i川（川iighい1’i］｝R川加川1｜・）SC・川
　　　　lhe　SOU｜11　ilnd　V～ivst　si《leS，
　　2）Thいil｜nいr、、tallSof　lhe　COr｜’id（，rS、Verいhigh　ill　l¶llll）い1’allけ』い；111d　lO、～・
　　　　川Rll，giVen　lhいirra（li；ltiOllol　il1CalldいSCい11t　light　lix｛UreS．
　　3）FIUCI11；IliOl1S　hl　tいIIIPeralllrいllnd　R川　at　UlいS¶¶Xdlni日atiOll　si｛¶S，
　　　　、vitl）｜he　eXCい1）｛iOn　of　ll　kへ～’sit（・S，　dUri｜｜9　t、Ventき’イOUr　hOUr　Pやrio（l
　　　　Wいre　、、．’ithil｜　lhい　lnUSeUnゴS　llC（’いPled　Sl　alKla｝’d　r三UlgeS　of　l（，ss　lhan
　　　　2．0（1い9reいsCulsiUsand　5．Ol㌔・Rl　l，
　　・1）Fluc’IUilliOl｜s　iU　a　tw’ellty－fOllr　hOUV　PeriO（l　in　Rll　near　th（、　COrridOr
　　　　thai　c《）1川ects　to　thc　New　Whlg　w〈・・　re　as　high　as　5．5㌦t《）6．5“。　Rll．
　　　　ThiS　lnay　be　C～111Sed　by　thC　di’〉．iftS　along　the（．：（）rri（．ior．
3，Scielltific　Examil】ation　of　the　Leα～‘7’eau‘le　Cha〃ibord．’　Leルfois（／e
　　．～ρρ’ρ∫ηわ’re　tapestry
lll《）rde｝’to　diagfnose　itS　material　aiid　techniqUe，　the　Il］Cljor（’olo｜’S　of　the
taPいstry　werc　IIleasured　with　spe（：trophotometel’、　and　fibers　all（．l
m《）rdallts　were　identified．　The　dye　allalysis　was　p日Pformed　by　Pr（）f．
Masako　Saito　of　Ky〔．）ritsu　Wolnen’s　Ul｜iversity．　T｝1e　res　tilts　of　these
s℃iemilic　stUdies、　alol．lg　with　the　c（）nserVatk．）ll　relX）rtS　ol　the　textile
cOlls｛．it’N，・at（．）1’s　Dr．　Mie　lshii　and　Dr．　Yuk（）Fukatsu　w川be　published　ir｜the
2010NMWA　Anl｜ual　Journal，
4．lnternational　Syn1Posiun．l　and　Proceedings
The　NMWA　was　the　vellue　for　the　symposnlln‘’Seismic　Mitig〔｜t∬川for
MllseUln　C《）llectiOns．”　（21－22　Jllly　il120（．）9）jointly　Sl）OI’lsol’cid　by　the
NMWA　an（．l　the　J．　P．　Getty　MusetLm．　Symposium　orgal｜ization　was
carried　out｜）y　Kimio　Kawaguchi　alld　Kaori　Uchida　of　the　Consヒ）rvatioll
Secti（川．　with　the　assistance　of　Mih（．）Takashima（）f　the　C〔．）nservation
ScieTlce　Section，　Dr，　Mie　lshH、　textile　corlservator　and　Mr．　Takefumi
Nitta，　Curator．　Shizuoka　Prefedし1ral　Museum　of　Art．　After　the
symposmm、　Kawaguchi　and　Takashima　prepared　for　the　pro（：eedings
publicatioi｜．The　proceedingg．　are　s（：hedllled　t（．）be　published　il）2011．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（MihoTakashima）
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研究資料センター
The　Research　Library
研究資料センターは西洋美術史や関連諸学に関する資料を収集　　　　ンテンツ登録作業を行なった．すなわち、D『国、ア西洋）ミ術6∬総目
し、当館職員の職務の遂行に資すること、および外部の美術館学　　　　　録絵画編』（1979年）・『国立西洋X2術館所蔵絵画ll録lll｛和54　f卜・
芸員、大学研究者等の調査研究に資することを活動の柱としてい　　　　’1’：　hk元年』（1990年）掲哉の作品来歴の遡及データ人力、2）『llミ位
る，、さらにこの美術館図書館としての活動に加えて、収蔵作品情報　　　　西｝羊美術館年報』（1967年～現在）掲載の作品貸出歴の遡及デー
の公開、美術館ウェブサイトの管理にも携わっている，本年度はこ　　　　タ入力、3）新収作品の基本情報、来歴・展覧会歴・掲載文献歴、1川i
れらの通常業務を行なうとともに、開館50周年記念事業の一環とし　　　像データの作成・登録である．このほか、ウェブサイトに掲載する
て、『国、Z西洋美術館展覧会総覧1960－2009』1：1」行のためのデータ　　　ため、画像のトリミング・変換作業も実施した。
編集作業に取り組んだ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウェブサイトで公開している収蔵作品データベースについては、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「パーマリンク」機能を新たに装備した，本データベースの作品詳
図占：館資料の収集については、前年度同様、中ill：から20til：紀削半　　　細画f（iiはデータベース演算結果を表示するためURLが固定では
までの西洋美術を収集対象とする方針に従い、図，昌：および逐次刊　　　　なく、従来、同じ作品を参照するにはil｝検索するしかなかった　そ
行物の収集に努めた，おもなところでは、1893年に創｛二1」されたイギ　　　　こで今回、所蔵作品ごとに固定URLを剖り当て、個々0）作品情報の
リスの）こ術雑誌「ステユーディオ』（Studio．’　An　1〃ustrated　Magazine　　　引川やブックマーク登録ができるようにした次第である　固定URL
fbt・Fitie　and　Aρplied　Ai’t，　vo1．1－188，1893－1974）誌を全巻揃いで入　　　　を割り当てたことでグーグルなど各種検索エンジンからのアクセス
手し、また1901年創1二1」のliiJじくイギリスの美術雑誌『コニスール」　　　も［i∫能になり、サイトマップの公開や全作品・覧の掲載などの検索
（The　Coiinoisseur．’An　lllustrated　Ma8azine　f（）r　CoUe（；tors，　vo1．1一　　　エンジン対策を施すことができた．
222，1901－1992）の欠号補充などを行なった。このほか国内外の美　　　　独立行政法人国立美術館所蔵作品糸6合目録検索システムに対
術館、大学図書館など計437機関との資料交換を通じて、当館刊行　　　　しては、新収作品データ等53件を提供した。また国立）ξ術館版「想
物を寄贈するとともに、一’般の1彗籍流通では人手困難な展覧会力　　　　　IMAGINE」との白動連携について国立情報学：研究所と検討を
タロ久研究紀要、年報、ニュースレター等を収集した、　　　　　　　　重ね、試験データの公開を開始した・
　図i｝：館資料の整王tuについては、図書1，590件、逐次1：1」f］二物1，602
件を図、1｝：館システム「LVZ」に登録し、装備・配架を行なった．　　　　　　美術館ウェブサイトについては、広く海外へも情報を発信するため、
　　・昨年度より整理・公開ノ∫法を検討してきたいわゆる一・過性資　　　　引き続き展覧会情報（常設展、特別展）やイベント（講演会・シンポジ
料（新聞や雑誌記‘拝切抜き、展覧会チラシ、小冊r－、プレスリリース、　　　ウム等）、教育プログラムなどの日英2力国語による情報提供に努め
絵はがき等）については、2010年1月、下記の方法によりウェブヒで　　　　た　また、開館から現在までの展覧会の基本情報を英訳し※語1坂
の公開を実現した　まず特定の作家に関する’過性資料は、「ア　　　サイトで公開した、，さらにllミは西洋美i〕；f館開館50周年記念サイトを
一 テイスト・ファイル」として’1磁作家名の下でまとめ、それぞれをひ　　　　特設し、記念事業や美術館活動の多角的な紹介に努めた　年間
とつのコレクションとして管理する方針を定めた次にこれを検索　　　　を通じて活動支援を受けているエプソンのウェブサイトではll三け
できるようにするため、作家ファイル1件につき書誌レコード1件を図　　　　西洋※術館の所蔵作品に関する連載やダウンロードサービスを開
，1｝：館目録に登録する作業を行なったnこれにより、ある作家に関す　　　　始するなど、館内外のウェブサイトを幅広く活用して情報発信に努
る一過性資料の有無が、図1讐：館日録で検索できるようになった、フ　　　　めた
アイルごとに図書館目録に登録するこの方法は、アイテム単位では
なくコレクション単位という考え方に拠るもので、ニューヨーク近代　　　　以上の通常業務のほか、開館50周年記念‘1環の　・環として「国立
芙術館をはじめとする北米の美術図書館で事実Lの標準として実　　　　西洋）こ術館展覧会総覧1960－2009』を編集作業に取り組み、［［1川、ltl
践されてきた方法であるt、なお、今回公開したファイルの件数は約　　　　西洋）ミ術館50年史1959－2009』との2巻組の記念誌として関係先に
900件である。アーティスト・ファイルの書誌レコードを図31：館目録　　　　配布した、、「国立西洋美術館50年史』が’｜1館の行］r全般に関する
に登録する際、2007年度インターン生が作業の一・部を担当した、、　　　　データを年代順にまとめているのに対し、∫II〔け西洋〕白・1∫館展覧会
　研究資料センターは例年通り週2日（火・金‖禮H）、外部利用者向　　　総91」は1旧館以来の約210の展覧会に焦点を絞り、新たに収集した
けに開室した　計9．　7［1問の開室川こ美術館］：芸員、大学院生、画　　　　出lll∫1データも加えて編纂したものである　過去の展覧会に関する
廊スタッフ等の計511人の利用があった、　　　　　　　　　　　　いわばレファレンス・ッールをll［：に川すことで、判lll紀の展覧フ判喋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とその成果である展覧会カタログに光を’ilてることを企図したもの
収蔵作品情報の公開については、前年度に続いて’ド成21年度科　　　　であった，
学研究費補助金研究成果公開促進費（研究1戊果データベース）を　　　　同1｜｝：の構成は、巻頭エッセイの後、年代順にすべての展覧会名、
獲仔し、収蔵作品管理システム「ARTIZE＿MA」において次の通りコ　　　　会期、会場、　i：催者、巡liil先、関連1：‖行物の基本川服を収9、氏した第
寸白
1部「展覧会・覧kM　t’1　tll情搬を1ノピ家ごとに編成した第2部「作家別
川lllll作｜ll　11｜インデ・ソクス1、展覧会カタログや轍告｜ll：などo）1：ll行物を　　　　ThいP「川ciP：ll　adivi｛k’S　of　the　ReSe（1「（’h　Lil）1’a，y　a「e　the　C〔｝11C’ction　of
覧にした酬；rl・・醐・覧端くというものであるこのうち　ばlll、1㍑∴1，㍑ぷ蒜辮ll∵，1ぱ（：111、1《lllll∵㍑llll（：i
第2部1作家別lll品作1｜tlt｜インテSlソクス1が全体θ）ヘージ数の約8割　　　　mat¶1・ials　fOl・studies（・On〔iuct¶d　by（・xterllal　mUs（iUT）I　CUrabrs　al｜d
をlliめるliij　，ll：の1：‘要部分である　出111tll情報については、当館に保　　　　aCa（lelniC　l’eS（’a「〔’hC「S・FU「th（’11　thiS　art　museum　Mn’Ell－Y　alS《｝illCIUdeS
イ・・されて・別蹴力・・グベ・・1継にll・・：接あたり淋的な儲　∵ll：lll、11111∵1：1（；：，ll∴、1：忽1∴lll，∵1、llll：∴lllllll∵∴1，ll、∵ll；；ll：∵，1；
名が挙け“られている）ミ術作1’1　lllのみを対象にデータを拾い出し（逸　　　　　　col）tillu（bd、～，ith　th（・sv　l）ask・a（・tiviliいs　ov（Sl・｛h〔・course《）f　this　fis（・al　vcar，
名lllli家や［帰属．1「派」なども含む）、作家γ1を統制したうえで、作家　　　　　and　was　als（）iiivolved　ill　th（’9athe「il19　and　l）「《｝duction　of（lata　fo「the
’X・　・・／ll　1・・“”i一川；’（e・・t－」i・ダ・1した利川・・便は1・1り・耕・・1轍、f・ll　i：｝ll；lllllllll∴1：1、＝∴蒜1：㍗1、1忽1㍑（「1蒜蒜sal）a「t
家名欧文索引を補遺として発行した．
　　なお、このll輌1西洋美術負∬展覧会総覧」は、　lil」行から3カ月後の　　　　As　in　previolls　yeilrs、　thdibralys　ac（luisitiOIIs　progl’am　focused　on　the
2009年9月、作家名欧．文索引と若干の修il・1が加えられ、淡交社より　　　　collection　of　wo「ks「elate（1　to　Weste「n　a「t　l「om　the　niedieval　Pe「iod
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，　　　　　　　　　　　　　through　the　first　halfof　the　20th　centuly．　Maior　a（iquisiti（）ns　hlcluded　the
般lll’：靴して1：1」行された（国立西洋美赫i］繍：咽、晒洋矧、r　e。・i，e　rull。f・h。　E、lgh、h　a，・j。＿1，．Slutdi。1・　，，s，，〃〃ti。t，ut、・、棚、，9。。↓“（！・tbl・・
館展覧会総覧1960－2009』東京：淡．交社、2009年）．この．市販版は、　　　　Fir’ie〔ar’i（／Aρρlied　Art，　vols．1－188，1893－1974）and　the　missing　issues　of
2009年10月、日本図書館協会より「選定図吉・」として選定された　　　　Tl？e　Connoisseurr　An　1”ush’ated　Ma，gazitt（’　fbl－（b”（’（’t（）ls　vols’1’222・19（）1－
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1992．In　addition，　the　librai’y　collduct（danlaterials　exchangc　prograln
（］週1’1］・言売lli：人」第2811｝」’・2009年1011301【・P・7のrll本図・1｝：61脇会　　with。t。t。1。f　437　muse．In、　an（i　u。i．er，itv　libr、’irie，　b。lh　m　and，、、t。f
選定図，1｝：．週報」（こ掲載）．　　　　　　　　　　　　　　　　（川1｜雅了一）　　　　　Japan，　which　included　the　preselltation　of　exl’）il）ition　c乏ltalogu（s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　published　by　the　NMWA，　plus　the　collection　of　exhibitioi’i　cata［oglles，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　reSearCh　rePol’ters、　almUal　reP（．）1’tS　and　i）ewsletters，　mtltel’ials　Which　are
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oftell　difficult　t（）obtaill　through　i）（）rriit｝1　book（）utlets．
1腰収集資料］　　　　　　　　　　　1。・erm、。f　ca，。1。g。il19。。，i。i，i。．s、　th。，，。ff。。，。1。g。，d，　pr、Par、d。lld
Sttκdio：　4n　l”usbてite∫ル／α9ロ三”κ～fbl・－Firκe　ai’id　Aρρ／i（～d　Art・vol・1－188　　　　　　shelved　a　total　of　l5901）o（）ks　and　L602　periodica］g．　into　the　hbrary’s
（1893－1974）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LVZ（：ataloguing　systモ・m．
T7～e　Comloissc？ull・An”／ustlτCl　t（一～dルfclgclz・　it～c？fbr　Collectors，　voL　I－222　　　　　　　Continuing　a　pl’OjC・ct　beglln　two　years　ago　to　catal（）glle　ephem〔ral
（1901－1992）・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　materials　and　make　them　Publicl｝・availabk　thモ“w（）rks　were　made
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　accessible（．）ll　the　NMWA　website　in．January　2010．　Those　materials
l研究資料センター公開］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　related　to　specific　artists　were　organized　into　a　group　related　t（’）that
l粥ン｝ミ日．数：971－I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a「tist　and　catal（）gued　under　the　artistls　I）ame　in　an“artist　file・’s　In　order
登録人数・158人（新規1・・ノ・・更新58人）　　　　lll蕊隠「蒜；，1㍑蕊ll㌶II膿llll、i1］1；，fi蒜1
眺諸数：511人　　　　　　　　　　　　that・・ea・ch　ca・be。。。d、lc・di。　thdibr。ry。。tal。9u。　t。　s，・。　if
lll納：884f牛、2，453，t，iS．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ephemera　exist　in　the　collection　related　to　a　specific　artist．　This　method
複’ノ£：1568f牛（17，182枚）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　cataloguing　each　file　in　the　library　catak．）9uejn　which　these
撮影：34件（247枚）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　materials　are　thus　c（〕11sidered　by　colk∋ctioll　ulコit，　rather　than　by　item
レフ・レンス・15ftli　　　　　　　l㍑lil譜hn麗《ll；㌫1∴ごt隠竺ll蒜惣1ぽ’㌫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Currently，　approximately　9｛）O　files　of　such　materials　are　available　to　the
「視察］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　public　on　the　website、　The　fiscal　2007　interns　carried　c）ut　son〕e　of　the
2010年2JJI7日グラスゴー大学アーカイブ研究資料センター視察　　　　　cataloguing　Process　recording　these　artist　file　records　in　the　library
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　catalogue。
［ウェプサイト］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Continuin9　ong（）ing　practice・the　Library　was　open　two（lays　a　week
アクセス微8，153，852ページビュ　ー　　　隠漂濃蕊ll蒜i蕊㍊llll二㌃蕊；i、器、；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　museum　curators，　graduate　studellts　and　gallery　staff　mem｜）ers．
［国、’乙西洋〕C術6官所蔵作品データベース］
公開データ数：テキストデータ4、369件、Pili像データ4，084点（著作‡脅i　　　Regarding　the　publication　of　information　on　work：in　the　NMWA
保護作llTIT｜を除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c（’）11ecti（．m、　the　library　received　a　Grant－in－Aid　for　Publication　of
アクセス件．数：1，302，615ページビュー　　　　　　　　　　　　　　　　Scientific　Research　Results　frorn　the　JaPan　Society　for　the　Promotion　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Science　in　fiscal　20〔）9　to　assist　with　the　creation　of　a　research　results
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　databas　e，　and　the　following　contents　cataloguing　work　was　collthlued
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（．川the　co］lections　management　system　ARTIZE＿MA，　First，　object
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　provenance　data　was　entered　from　the　1979／W7ぬGeηe～て1／Cata／o．gue
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　alld　the　1990　Cata／ogL～（！of　Paintings　i〃the　NMレレ’A．　Second，　loan　data
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　was　entered　from　the　Annual　Reports　of　the　NMWA（1967　to　present）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　And　th　ird，　the　basic　illformanon，　prover〕ance，　exhibition　histc）ry，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bibliography　and　visual　data　for　new　acquisitions　was　produced　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　catalogued．　ln　additi（）n，　preparation　work，　such　as　trimming　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　replacing，　was　carried　out　on　images　for　I）ublication　or｜the　website．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Anew　Permalink（persistent　link）function　was　added　to　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　collection　database　available　on　the　website．　The　detailed　screens　for
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il｜dividual　objects　in　this　database　do　not　have　set　URLs　to　display　the　　　　　［Major　acquisitions］
results　of　database　calculations，　and　thus，　in　the　past　it　was　necessary　to　　　　　Stttdio．’Ar～〃ustratedルfag（1z∫ηρfor　Fi”～e〔～1～d　Aρρ〃（・（／At’t，　vols，1－188
repeat　the　search　operation　to　refer　to　the　same（）bject．　This　yeaピs　　　　　　（1893－1974）
improvements　include　the　assigning　of　a　set　URL　for　each　object　in　the　　　　7ソ7e　Connoi∬eur・’A〃∫”uStl”（1’e（1ルfagazi〃e／「〃『C↓）”（）（’～f〃’s・vols・1－222
c，川。。ti。。，　whi、h　will。11。w　q。。t。ti。。、，f　each　i・di・idual　w・・k・・　　（1901－1992）
illformation　and　the　bookmarking　ol　the　page．　These　individual　page
tlR［。al、。　m。k。　th。　w。，k，　accessibl，。。，ea，ch　engines　su・h・・G・・gl・．　［Resea「ch　Lib「ary　Usage］
S、w。h　e。gine。ptimi・ati・n（SEO）incl・d・・th・p・blicati・n・f・・it・m・p　Numbe「°f　days°pen：97
。。d。、・。mpl。t。　li，t。f　w。，k・i・d・d・d・n　th・・it・．　　　　　　Registe「ed　use「s：158（new　use「s　100，「enewaIs　58）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Visitors・511燃鷲⊇懸㌔…憲欝…蕊㌶1蒜蒜㌫718、P。、。，，
ln、，imt。。f　I。f。，m。，ics。。，he　au，。m。，i、　li。ki。g　wi・h　a　new，ea，ch　ph°t°9「aphs：34　items（f°「at°tal°f　247images）
。、9川。call。d・・S・．IMAGINE・am。，。．ca，。1。gue　engine　f。，　elec・，。。i。　Refe「ence　que「ies：15items
resources　of　the　National　Art　Museums　targeted　at　library　catalogues，
c。lle。ti。ll　d。t。b。，es　exhibiti。。　d。t、b、、e，　and。th。，　such，e，。u，ce、，　　［Staff　Visits］
　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　February　17，2010：Unlverslty　of　Glasgow　Archlves
八・P・rt・f　the　museum’…9・i・g・ff・・t・t・pr（・・ide　inf°「mati°n　t°　　［W。b、it。　D。t。］
audi・nce・b・th　in　and・・t・f　J・pan，　th・NMWA　w・b・ite　is　updated　　Access、8，153，852　P。ge　vi。w，
reglllarly　to　include　bilingua1（Japanese　and　English）information（）n
・・hibiti・1）s（pernlane・t・・Ilecti・n　g・11・・i・・and・peci・1　exhibiti°ns）・　［NMWA　C。11ecti。。　D。t。b。，e］
・v・・｛・（1・・t・・e…ymp・・i…t・・）and・ducati・nal　p・°g「ams・ln　additi°n，　Avail。b1，　d、t。、4，369　it。ms。f　t，。t　p・g。，，4，084・it，m・・f。i，ual　im。9。・
aUl　Ellglish　language　version　of　the　website，　with　materials　translated　　　　（except　works　protected　by　copyright）
lmm　the　Japanese，　is　online　with　basic　information　about　previous　　　　Access：1，302，615page　views
¶xhibitions　held　at　the　museum．　A　special　50th　anniversary
℃‘）｜mnemorative　website　was　opened，　providing　a　variety　of　information
abo”t　the　commemorative　activities　and　museum　activities　in　general．
Thanks　to　the　generous　suPPo｝pt　of　Seiko　Epson　Corporation，　a
download　services　was　begun　on　the　website　so　that　visitors　can
dowllload　materials　and　images　related　to　art　works　in　the　NMWA
c’ollections，　and　the　staff　also　strove　to　make　the　website　accessible　and
widely　used　both　internally　and　externally．
　　ln　additk・）n　to　such　Ilormal　activities，　the　library　aIso　distributed　to
rいkevant　rt・cipients　the　two－volume　commemorative　publication，ノVM脳
1：：、’／lihiti（）〃C／’”oi7010gy　ar～〔f　Artist　lndex／96θ一2009　and　theノヨ’歴y　Years of
〃～（・ハ／，Ttlレt／A　／9．59－2θθ，9．　The　F～〃y　Years　pUbliCatiOn　inC［Uded　a
chronological　listing　by　year　of　all　activities　carried　out　by　the　museum
ov（・r　thc　collrse　of　its　history，　while　the　E）（rhibitioi’i　C1？rono／ogy　focused
ol同1）proximately　210　exhibitions　held　at　the　museum　since　its　opening，
with　nやwly　gathered　information　on　the　works　displayed　in　these
いxhibilions．　This　project　both　provided　information　to　the　world　on　the
l）ast　exllibitions　held　and　focused　attention　on　the　catalogues　that　were
theirlasting　products、
　　This　lllx’〃〃）itiOll　C1〃’onology　consisted　of　the　following　contents：
1ntro（hK：tory　Essay；Section　l　Overview　of　Exhibitions（chron（）logical　Hst
orいxllil）itiolls，　dates，　venues，　organizers，　traveling　venues，　and　basic
information（）n　related　publications）；Section　21ndex　of　Art　Works　by
Arlist；and　Secti（）n　30verview　of　Publications（exhibition　catalogues，
blllldills．　proceedings，　etc．）．　Section　2　fills　approximately　80　percent　of
thu　entire　volu【ne　and　thus　is　the　most　important　section　of　the　book．
Tl｜いinlorlnation　on　exhibited　works　was　compiled　from　exhibition
ca｜alogues　alld　errata　pages　in　the　museum　collections，　while　data　was
provided　only　on　those　art　works　with　specific　nal一ned　artists（including
lll）ol）ymous　w〔）rks　and“school　of”and“attributed　to”designations）．
Thいartist　names　were　organized　in　the　Japanese　50－syllable　order．　In
ordいr　to　facilitate　use　of　this　catalogue，　an　alphabetical　index　of　artist
namcs　was　also　published　as　a　supplement　to　the　volume．
　　Three　mollths　after　the　publication　of　this　NMWA　exhibition　list，
T三mk（）sha　published　the　text，　with　some　additions　and　corrections　to　the
Westerll　language　artist　name　index，　as　a　book　for　general　sales
（NMWA，　eds．，　Kol？uritsu　sε～yδbij’utsufean　tenrankai　sδran／960－2θ09，
Tallk6sha，　Tokyo，2009）．　This　book　was　selected　by　the　Japan　Library
Association　as　one　of　its　Selected　Books　and　was　pubHshed　in　the
Scleded　Books　information　on　p．70f　its　weekly　publication，
1）o／ei’s－h（！／ill　No．2811，published（．m　October　30，2009．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Masako　Kawaguchi）
S2
教育普及に関わる活動報告
Report　on　Educational　Programs
1）常設展関連プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「r・で楽しむクリスマス」
’1］館の所蔵作llllllおよび常設展示に関連して実施されるプログラム　　　　　　卓ヒのクリスマス・ツリー作り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llll猴：12月19目（　1つ　　20日（［1）　　IO：00－16：30
畦術トーク　　　　　　　　　　　　　　場所：ワークシ。。プ・ルー1、
所蔵作ll｜lll　5～7点をじっくり鑑賞していく・ボランティア・スタツフによ　　　　参加費：無料
る般向けギャラリートーク開館している日Hiti　l｜に実施（2009年度　　　　参加X－：200　7，
より川独台）
参JJII、K－，276名（411、，D　　　　　　　　　　「クリスマス’キャ゜ル」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリスマスに教会で歌われる讃）ミ歌などを特集したアカペラのコン
■建築ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サート
ル・コルビュジエ設｜ll・の本館や前庭を巡る、ボランティア・スタッフに　　　　日時：12Jj19日（Ii）2（）川（日）　lll：00－ll：4（）215：00－15：40
よる・般向け建築ツアー　開館している日曜日に実施（・引げ約制、　　　場所：本館1階ロビー（常設展人川付近）
2009イ1ヨ」芝より1用／X台）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fご1由i：1几ill｜！，’E々　」t－・ネ矢属〔1λ↓糸哉
参加者：337名（35回）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演奏：板倉まなみ（ソプラノ）、川ヒIU川［∫・（アルト）、llj川泰明（テノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ール）、Ill本悠尋（バス）
■FUN　DAY　2009ファン・デー　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料
ふだん当館にあまり足を運ばない人に来館してもらうために、さまざ　　　　参加者：440名
まなプログラムとともに常設展示室を無判・開放するH，　　　　　　　　　「クリスマス・フオトサービス」
1時：7Jjll［1（ユ・）1211（ID　9・30－17・30　　　　　　　クリスマス・ツリー・）・1）trでの記剥II影
場所：本館新館全体’企1・職・」源・前庭　　　　　　　rlllキ：12月1911（1，）2011（ID　19、30－IO，30212、OO　一　14，30
プログラム内容：11ギャラリートーク「常設展・この1点」　　　　　　　　場所：本館1階ロビー
　　　　　　　　、2ウォークラリークイズ　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料
　　　　　　　　3所蔵作lli“1プリントコーナー　　　　　　　　　　　　参加者：1，05471
　　　　　　　　‘4フォトサービス
　　　　　　　　‘5建’築ツアー
　　　　　　　　6健築模型を知ろう！　　　　　　　　　　　　　2）特別展関連プログラム
　　　　　　　　7版画の技法　　　　　　　　　　　　　　　　　　年3川開催される特別展に関連して実施される、講演会、シンポジ
　　　　　　　　「8版画展セルフガイド　　　　　　　　　　　　　　　ウム、スライドトーク、ギャラリートーク、コンサートなど
　　　　　　　　9前庭コンサート
参加者：7月ll日＝3，233名、7月121－1；3，470名　　　　　　　　　　　　　■講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‖寺1‖」・場∫i斤：14：00－15：30　　lll号’ilζ
■クリスマス・プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料
「ツリー・デコレーション」
前庭に飾ったクリスマス．ツリーのオーナメント作り　　　　［ノレーヴ膜術館展］
日時・ 1、照）1・㌻：3言1悲鵠㌫撚冬P）U（金）一㌫1塙纏讐ζオ7…yサンとその初期㈱幽
場所、本館1階。ピー　　　　　　　　　村『｛良川杁働授）
参加1費：無料
参加者：90名
「10分トーク」（クリスマス編）
常設展からクリスマスやキリストに関連する作品1点を取りヒげ、ボ
ランティア・スタッフが10分間トークをします
ll時：12Jj811（火）－1111（金）
　　　1・14：00－14：10　214：30－14：40　3㍉15：00－15：10
参JJII費：無料
参加者：269名
35
4月25日（土）　参加者：123名　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ブラングィン展］
「万人の祖国ローマ17世紀美術におけるローマの役割」　　　　　　　　2010年2月23日（火）　13：00－15：30　参加者：48名
石鍋真澄（成城大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「博識家ブラングィン」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リビー・ホーナー（美術史家）
5月16日（土）　参加者：ll7名
「17世紀オランダ絵画の内と外」　　　　　　　　　　　　　　　　　2010年3月27日（上）　参加者：65名
幸福輝（国立西洋美術館上席主任研究員）　　　　　　　　　　　　　　「壁面装飾とブラングィン　共楽美術館へ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大屋美那（国立西洋美術館主任研究員）
［ル・コルビュジエと国立西洋美術館展］
6月6日（土）参加者：71名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ギャラリートーク・スライドトーク
「ル・コルビュジエの無限成長美術館　　ムウダネウムから国立西洋　　　　時間・場所：18：00－18：40展示室あるいは講堂
美術館」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料ただし展覧会観覧券が必要
山名善之（東京理科大学准教授）
6月20日（土）　参加者：llO名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ルーヴル美術館展］
「ル・コルビュジエと日本近代建築」　　　　　　　　　　　　　　　　スライドトーク：高城靖之（本展覧会アシスタント・慶雁義塾大学大
松隈洋（京都工芸繊維大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　学院）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月10日（金）24日（金）、5月8日（金）22日（金）
6月27口（一ヒ）　参加者：82名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計514名
「ル・コルビュジエの壁」
林難（ギャルリータイセイ学芸員）　　　　　　［かたちは、うつる展］
7月4日（ヒ）　参加者：86名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギャラリートーク：新藤淳（国立西洋美術館研究員）
「国立西洋美術館とヒ野公園」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月10日（金）、8月7日（金）
ヨコミゾマコト（建築家）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計64名
［かたちは、うつる展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［古代ローマ帝国展］
7月18日（11）　参加者：58名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スライドトーク：飯塚隆（国立西洋美術館研究補佐員）
「分身と記憶」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月9日（金）30日（金）・ll月13日（金）27日（金）
港T・尋（多摩美術大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計293名
漂㍑繁鷺の醐、隔」　　　［ブZlグィン展］ム　、ノ，
谷川渕蝉院大學教授）　　　　　　　　スライトトーク：小熊佐智子（巨1輌洋美術館額研究員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010年3月5日（金）26日（金）
8Jjlll（ヒ）　参加者：72名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計59名
「情念の形態学　　アビ・ヴァールブルク『ムネモシュネ』の解読」
田中純（東京大学大学院准教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　■コンサート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ル・コルビュジエと国立西洋美術館」
［占代ローマ帝国展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル・コルビュジエと縁の深いクセナキスの曲や、ル・コルビュジエが
10月10日（ヒ）　参加者：145名　　　　　　　　　　　　　　　　　　活躍した時代の名曲をさまざまな打楽器やマリンバ5台で楽しむコ
「アウグストゥスとローマ帝国の誕生」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンサート。青柳il－1　BL（剛鮮美術厳）　　　　　　　時，2。。9年6月23日（火）24日（水）18，。。．2。，。。（17、3。醐）
10月24日（土）　参加者：90名　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：企画展示館ロビー（B2F）
「ローマ人とギリシア美術」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画・トーク：瀧井敬子（東京藝術大学客員教授）
芳賀京r（東北大学大学院准教授）　　　　　　　　　　　　　　　　照明：海藤事務所
ll月14日（上）参加者：114名　　　　　　　　　　　　　　　　　　1寅奏：藤本隆文（東京藝術大学准教授）とマリンバアンサンブル
「栄光のローマ帝国」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　quint（青木沙央・篠田浩美・久米彩音・牧野美沙）
松本宣郎（東北大学名誉教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　制作アシスタント：金子亜美・菅野仁美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：1，500円
鵠瓢㌶慧麗歴史画読解作1去」　　参加者・計1・・名
高梨光正（国立西洋美術館主任研究員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■障がい者のためのプログラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ルーヴル展］［ローマ未来の原風景展］
10月10日（土）　16：00－17：30　参加者：83名　　　　　　　　　　　　　　「ルーヴル美術館展特別鑑賞会」
「出たトコ次第のフリー・トーク青柳館長とHASHI（橋村奉臣）」　　　　　ルーヴル美術館展の作品について・15分程度の概要説明を講堂
青柳正規（国立西洋美術館長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　で行なった後、参加者に白由に鑑賞してもらうプログラム
HASHI（写真家）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：4月ll日（土）　18：00－20：00
φ1
Jl3同実施：：菱i商’jf株式会ト1：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカ｝
参IJII　9’：204名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハネリスト：ロベルト・ガルーフィ（1日’1川復元地」或センター［CPRP｝、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタリア）、河日公男（国、‘ノ1西洋）ミ争lr館i：任研究員）、チ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ャールズ・A．カーチャー（カーチャー・アンド・アソシエ’建築ツアー 　　　　　　　　　　　　　　　川∪ミ、アメリカ、、ヴラシス．Kコウモウシス（1・．1、ン：ア
「ル・コルビュジエと国“’1西洋）こ術61仇U　　　　　　　　　　　　　　　　　　テネ人学教授、ギリシャ）、T・／・一ゴ・ニーツァ（計画復元
ll時：7月1811（D2511（U、8月81BD2211cD　　　　　　　　　　　　　　地域センター、イタリア）、ホール・サマーヴィル（ユーア
　　10：30－12：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ルエスコーポーレーション1：席地震に学～「、アメリ
馴・樵蝋！ヒ会館，．　　　　　Zぽ，㍍ン蒜完㌃㌶謬㌶：鰺馴㌫籠総‡1㌫瓢　　　　　　ディリ観1‖・1綱酬胱［1・トルコ）
参JJ］1、・t　ii・，1酬　　　　　　　　　　　参JJII　Li？：！i！f，一　li：1・
対象．刻ll者，繊・1似1品57名　　　　　　　参加X－：67名
■創作・体験プログラム
［ル．コルビュジエと国測涯イ剛展］　　　　　　3）ファミリープ゜グラム
「網いない焔耐休6f川は働に削！一」　　　　フアミリープ゜グラムは・常設展が1！酬蹴となる各肋‖薩1’馴
川・：8J」171｜（1」）、1，9、。。一．12、。。2114，。。－18，。。　　　　1・H剛こ1J：なわiLる・澱懸室で利」IJす縁族｜ii」けの鑑’i’1’JIJ
噺，本館ワークショップ．，レー、、　　　　　　　教材「びじゅつ一る」の鱒ξ横∫アと・コレクシ・ンの鑑賞と倉ll傭ど
綱噺以（写真家）　　　　　　　　　の鰍がセットになった「どようびじゅつ」があ1）・いずれも・’1　－fi　vf｛：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及室とボランティア・スタッフによって運営、実施されている参加費：無料
対象・参加者：中学生　計12名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■びじゅつ一る
「つくってみよう！身の隻の家」　　　　　　　　　　　　　　　　　美術のことをよく知らない・また）こ術館が初めてという家族を対象
日時：8JJ1311（木）14H（金）　10：00　一　17：00　　　　　　　　　　　　に作られたツールで・常設展にある絵や彫刻を・いろいろな方法で
場所：ワークショップ・ルーム、前庭、L野公園　　　　　　　　　　　　　楽しむための道具やゲームなどが盛り込まれている　今年は7種
講師：鈴木明（建築家・神戸芸術1：科」〈i）．：大学院教授）　　　　　　　　類のツールを貸し出した
参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象：6－10歳のr’どもと同伴の大人
対象・参加者：高校・El4名　　　　　　　　　　貸1川：2010fBl」1：311（ll）271｜（D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間：ll：00－17：3（）（随時・’受付は16：00まで）
．版1由」の技法：デモンストレ＿シ。ン　　　　　　　利膳：計91名
［かたちは、うつる展］
日1時：7J］18日（Il）「＄1可版画の技法」、8川H（・D「リトグラフ0）技法」　　　■どようびじゆつ
　　ll：00－（約40分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常設展示室の作品鑑賞とそれに関連する創作や体験がセットにな
場所：企画展示館ロビー（B2F）　　　　　　　　　　　　　　　　　　った申込制プログラム　今年度は、3種類のプログラムを実施した
協力：東京藝術大学ll，J3（画研究室
参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ワン・だふる・びじゅつかん」
参加者：計51名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絵に描かれた犬に着目したプログラム　所蔵絵画作tiniiに描かれた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬をk人公とする物語を聞いた後、展示室で犬が描かれた絵画作
■シンポジウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品を鑑賞し、最後は紙袋を利川して犬を作った（内容は51ii｜とも同
［占代ローマ帝II｛1展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ）v
「アウグストウスのIll：界戦略」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象：6－10歳のJ”どもと同伴の大人
11［1．V：9」」19i｜（上）　　13：30－16：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，III5：4月llll（ll）　25日（Il）・5月911（上）
場所：，輸　　　　　　　　　　　　　　llO・°0　ll・30214・00－15・3（）（4／25は’揃のみ）
パネリスト：ロザリア．チャルディエッロ（ナポリ、スオール・オルソ　　　参加者：計69名
　　　　　ラ・ベニンカーサ人学）、ルクレツィア・ウンガロ（ローマ、
　　　　　1；㌧帝広場博物館⊥○、ウンベルト・パツパラルド（ナポリ、　　　「セイビのたても0）再発見1」
　　　　　え㌃蕊戊㌫㌫ニンカーサ大学孝胤酬：　建綱セ酬剋た後・コンクリートの粉を剛ぜ・イ1や貝を埋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め込んでペーパーウェイトを作った　本館に戻・⊃て家族で建物の参加者：109名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11夫を探し、最後は完成したペーパーウェイトを並べて鑑賞した
［JP．ゲッティ美術館・国、τ西洋美術館共催国際シンポジウム］　　　　　　（内容は10川とも1；　fJじ）・
「美術・博物館コレクションの地震対策」　　　　　　　　　　　　　　　対象：6一10歳の子どもと同伴の大人
1｜1時：7JJ2111（火）10：3（）－17：00、2211（水）9：30－15：30　　　　　　　日llS：7月25日（D・8月8日（」：）22日（ヒ）・9月12U（Il）9JJ2611
場所，講堂　　　　　　　　　　　　q：）ill1°：°°－12：°°’214：°°－16：°°
蔽、ジェリー．ポダー二（IIC会長、JP．ゲ。テ，美術館f51存修復家、　参加X－：・ifl52名
3S
「？どうやって描いたの？」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：6月11日（木）26日（金）　14：00－17：00
展示室の作品を体験型ツールとともに鑑賞しながら、絵の描き方が　　　　場所：東京都現代美術館
さまざまであることを確認した一t次に《石化した森》をヒントに、墨汁　　　参加者：60名
を使って色々な物の形を写し、オリジナル・エコバッグを作った（内
容は8川とも同じ）．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都中学校美術教育研究会東京国、Z近代美術館国、Z西洋
対象、6．1。歳o．r一どもと1，、Jf・1・のノ、人　　　　　　　美醐洲司研修会
川、2。1。・1胡911（ll）2311（ll）、2月13［1（ll）2711（ll）　　喘：12」j28H（B）9・3°－16・°°
　　　110：00－12：00214：00－16：00　　　　　　　　　　　　　　　場所：国、ヒ西洋美術館
参加者：計ll5名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：39名
その他に区、市単位で実施した教員研修
参加者：44名（4件）
4）学校関連プログラム
■スクール’ギャラリートーク　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）ボランティア
’li館の常設展示作品について・ボランティア窃スタッフが中心となっ　　　　ボランティア・スタッフは、ファミリ＿プログラムとスク＿ル．ギャラリ＿
て実施しているj”約制のプログラム　　　　　　　　　　　　　　　　トーク、美術トーク、建築ツアーなどを中心に活動を行なっている
参加者：2・037名（721’1：）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、活動に必要な知識や技術を身につけるため、年間を通じて随
／こ就学児竜＝43名（2f／1：）・小学生＝1・026名（31件）・中学生＝719名　　　　時研修にも参加している、、
〔2gl’P、1‘、’ri　1：交ノlJソ、ヒ＝249名（10f牛）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■i舌重力1ノ寸容
蒜篇蒜に、講堂で行なう常設展あるいはtilV　［J」lj　」」｛Eにつ1ニニ㌶㌫言二罐㌫」にお、＿
いての」；約制の解説で教f日苧及室が実施している　　　　　　　　　　　クおよび創作などの補助と有志による企画，
参加者二1270名（12件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びじゅつ一る：ツールの貸出業務・
ノ1・”jf：生＝440名（5件）、中学ノk＝571名（5件）、高校生以ヒ＝259名（2
件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘2）スクール・ギャラリートーク（学校関連プログラム欄参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校の児童生徒向け対話型トークの実施。
■職場訪問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）GI術トーク（常設展関連プログラム欄参照）
修学旅行あるいは総合学習の・環としてグループで来館する生　　　　常設展ギャラリートーク
1走を対象に・教酬及室カミ対応している・　　　　　　礎築ツアー（常言隻展1鯉プ。グラム欄参照）
参脳二83名（17件）　　　　　　　　　　　ル・コルビュジエが設、札た村r｛のツァ＿，
中学生・53名（12件）、高校生以L＝30名（5件）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・5その他
，・St・Lのための鑑賞プ。グラム　　　　　　　　　●「FUNDAY」7JJIIH（［1）1211（ID
馴展ごとに，」叶桝交満校の類鮒象に、蝶会の趣旨や　　ギャラリートークo臓17…品のlo州］トーク1およ醍築ッァー
搬制につい℃職担当構堂で行な蹴　　 『㌫二；1㌫謝㌫1竺llll欄
［ルーヴル美術館展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●「クリスマス・プログラム」12月191　1（Il）20i｜（H）
日時：4）」17Fl（金）　18：（）0－18：40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「fで楽しむクリスマス」の補助
講師：十1福輝（国立西洋美術館ヒ席i…任IUI：究員）
参加者：74名（他、観覧のみ35名）
．s（〕
■研修と会合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ヒ野ll’石校1奉仕1課外授業への協力
1　・1）jllll（金）　　　　　・般Il｜1けトーク、スクール・ギャラリートーク、　　　　　目時：7月8jl（水）、12月1011（木｝　1411（月）　1811（金）　19日（1：）
　　　　　　　　　　　どようびじゅつ、びじゅつ一るの概要説1リ1　　　　　　　　　2011qP　合川2411」問
2川j2511〔L）　　　　　・期71でランティアによるギャラリートークを新　　　　　内容：［クリスマス・プログラム1の補助作業
　　　　　　　　　　規ボランテけが！Ll”J：：　　　　　　　刻賭：5名
　　　　　　　　　　　）ミ郁∫トーク（ノ）8既1要とr・川頁“見1明
35）116日川つ　　　新規・ドランテfアによる建築ツアーの模擬ト　　　■東｝；〔人学人学院人文社会系研究科文化資源学研究専攻の教
　　　　　　　　　　一ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育・研究における連才1募・協ノJ
　　　　　　　　　　建築ツアーの概要とr一川（〔説明　　　　　　　　　　　1｛川lil二4月lll－2010年3月3111
・161j711（11）　　　新規71ミランティアによる）ミ術トークの模擬ト　　　内容：文化資源学1り1究i，li　J“5／（の’層θ）充実と、・：1該研究科の学生
　　　　　　　　　　一ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の資質向Lを図り、相lllの教育・研究の交流を促進した．
56月18日（木）　　　どようびじゅつ「セイビのたてもの再発見1」
　　　　　　　　　　　トライアル
（‘　11J」2611dl） ：欝じv）つ「？どうやつて描いたの？1ト　8）1喘勿
712JJ1211（D　　　銅板Plfiの制作体験ワークショ・ソプ（作川富・1・1：、
　　　　　　　　　　東京藝術大学講師）　　　　　　　　　　　　　■展覧会カタログ（＊展覧会の欄参照）
8　12Jjl311（ID　　　　　　li’i』　1二
92010年1月30日（1：）びじゆつ一る担・iGボランティアへのlf・　ll］；t〔説　　　■展覧会イ1：品リスト
　　　　　　　　　　明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会の概要と川品作ll”11リストを含む無料配布の作品リスト
102010年2月2511〔イ〈）スクール・ギャラリートークの評flHi　　　　　　　lかたちは、うつる展］　B4（1つ折り）
112010年3月20日（ll）例会・ボランティア交流会　　　　　　　　　　　　二II「代ローマ帝国の遺産展］　B4（1つ折り）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lフランク・ブラングィン展］　B4〈：つ折り）
6）インターンシップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ジュニア・パスポート
’iG館では、西洋美術に関心をもつ人材の育成と、当館の活動をよ　　　展覧会の人場券を兼ねた小・中学生を対4ξとした展覧会ガイド
り広く理解してもらうことを目的として、大学院生以上を対象とした　　　　　［かたちは、うつる展］　変形（：つ折り）
インターンシップを実施している　当館職員の指導のもと、研修生　　　　［占代ローマ帝ll（10）遺産展｜　B4（四つ折1））
は所蔵作品の調査、展覧会や教育プログラムの企画補助など、そ　　　　［フランク・ブラングィン展］　B4（四つ折り）
れそれが希望する専門分野に分かれてさまざまな業務に実際に携
わる，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ゼフユロス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当館の展覧会や教育プログラムなどの活動を広報する季1：］J（年4
［教育普及室］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li」Dのニュースレター
インターン：釘ヤ1寸JStl里fコ、　I　I　I　イ9萌↓支、’1‘1二Ill音T・不火、多頁賀藍J’・、福HI」；（　　　　　2009イ1三度：No．39－No．42　A5（8頁）
）り」川」：4月lll－2010イド：3月31目
指導：芋島洋r－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（、～㍉1∴3洋J’・　・横lll佐紀・藁谷祐了・）
内容：1建’築をテーマとしたプログラム企画
　　　‘2本館建設に関連する資料整理　　　　　　　　　　　　　　　スタッフ・リスト
［絵1由i・彫刻・版lllll素描室］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［教育普及室］
インターン1奥村’潤子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺島洋」∵手1如1｜イ左糸己、藁谷材f］㌘、前園茂宏、イ左藤｝享J’・（客員研ニラど
期」Ilij：4月1日一9月30日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』i）
指導：燃直樹　　　　　　　　　　［ボラ。ティア．スタ。フ］
内容： ；；蕊耀1リ麟當麟雛淵菖§當㌫　新1附、安1藤まりえ訓イ剛・磯ll附繊敬j’一・・JI・　1－．直
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r－、小川滋、小竿膓‘（．紀、栗盛i苑r－、1巨広江、澤野H廣・、柴1［Wi菜、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白田詠r－、鈴木山紀、谷ll武教、、～「鳴lll［f、長月・靖f‘、中野恵f、
7）他織との連携　　　　　　　　　　1附z：対鉢典「・舳1たまき・測順・檜谷3｛除’附朕・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福良見ll」t・、文屋信男、別所恵代、前川直哉、道岡丁一穂、三好美智子、
．棘苫1助ぽ高櫛果外授業へのit，7，、7J　　　　　　森保袖息・山本三洞・欄ミサコ湘llU
ll時：6月12日（金）、9JJ251［（金）と教育プログラム合計10時間以ヒ
内容：「ル・コルビュジエとII三け西洋）〉術fi1’U関連プログラム参加
参加者：ll名
㌍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」’Christmas　Photo　Serviceη
1）Programs　Related　to　the　Permanent　Collection　　　　　　　　　　Aprolessional　photographer　took　comlnemorative　pictll｝・es　of　visitols　ill
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　front　of　the　Christmas　tree、
■Art　Talks　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lg　and　20　December（Sat・and　Sun．）9：30－10：30，12：00－14：30
A，t　T。lk、　a，e　d。、igned．t。　h。lp　ad。lt。i，it。，，．。n」。y。ur　p。rmanent　Venue：L°bby°f　Main　Buildin9
・・11ecti・n．　The　v・lunteer　st・ff・・nduct・A・t　T・1k・every・Sund・y　wh・n　　F「ee°f・h・・g・
the　museum　is　open，　and　they　focus　on　five　to　seven　art　works　on　　　　participants：1・054
display．
Total　Participants：276（41talks）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）Programs　Related　to　Special　Exhibitions
■Architectural　Tours
This　program　is　designed　to　help　adult　visitors　enjoy　the　museum　　　　■Lectures
buildings・The　volunteer　staff　conducts　Architectural　Tours　every　　　　All　l4：00－15：30，　Auditorium，　free　of　charge
Sunday　when　the　museum　is　open，　and　they　focus　on　the　Main　Building
and　Forecourt　Garden，which　were　designed　by　Le　Corbusier．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aseries　of　Iectures　related　to　the　exhibition“The　Louvre”
Total　Participants：337（35　tours）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“The　Poet　Marino　and　the　Printmaker　Brio：Various　lssues　Related　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Poussin　and　his　Early　Works”
’FUN　DAY　200g　　　　　　　　　　　　　S・b…Kim・・a（P・・fess・・、　Nih・n　U・i。e，sity）
Atwo－day　program　consisting　of　a　variety　of　events　and　free　access　to　　　　4　April（Sat．）
th・P・・m・P9・t　C・11ecti・n　G・11・・i・・hgld．　t・e・c・u・；9・中・・e　wh・d・・’t　　p・・ti・ipa・t・・67
normally　visit　the　museum　to　venture　inside　for　tl〕e　fi　rst　time．
Dates：lland　I2July（Sat．　and　Sun．）9：30－17：30　　　　　　　　　　　　　　　　　“Rome，　Fatherland　of　the　Myriad：The　Ro［e　of　Rome　in　l　7th　Century
Venue：Museum　C（，11ection　Galleries　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Arts”
Programs：LGallery　Talks“One　Work　in　the　Permanent　Collection　　　　Masumi　lshinabe（Professor，　Seijo　University）
　　　　　　　　　　　Galleries”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25　April（Sat、）
　　　　　　　　　2．　walk　Rally　Quiz　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：123
　　　　　　　　　3．　Art　Work　Print　Corner
　　　　　　　　　4．Photo　Service　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”The　Ins　and　Outs　of　l7th　Century　Dutch　Painting’
　　　　　　　　　5．Architectti　ral　Tour　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Akira　Kofuku（SeniorCurator，　NMWA：）
　　　　　　　　　6．Let’s　Get　to　Kr｜ow　Architectしiral　Models！　　　　　　　　　　　　　　　16May（Sat．）
　　　　　　　　　7．Printing　Techniques　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：ll7
　　　　　　　　　8．Print　Exhibition　Self－Guided
　　　　　　　　　9．Forecourt　Concerts　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　series　of　lectures　related　to　the　exhibition“Le　Corbusier　and
Participants：11July：3，2313，12　JuIy：3、470　　　　　　　　　　　　　　　　　　NMWA”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Le　Corbusier’s　Museum　of　Unlimited　Expansion’Concept：From　the
■Christmas　Programs　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mundanaeum　to　The　National　Museum　of　Western　Art，　T（）ky（．）’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshiyuki　Yamana（Associate　Professor，　Tokyo　University　of　Sciencel）
　Tree　Decoration”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　Jしlne（SaL）
Participants　made　omaments　for　Christmas　trees　in　the　forecourt．　　　　　　　　Participants：71
27－29November，4－6and　l　l－13December（AII　Fri．－Sun．．）
Venue：Lobby　of　Main　Building　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L‘Le　Corbusier　and　Modern　Japanese　Architecture”
Free　of　charge　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hiros｝〕i　Matsukuma（Professor’Kyot（）lnstitute　of　Technology）
Parti・iPaIlts・90　　　　　　　　　　　　　　　20　Jun・（S・t・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Parti（：ipants：110
“10－minute　Talks－Christmas　Edition”
Membe・s・f　the　v・）1u。・ee，　s・。ff　p，e、en・。d・10－minut。　t。［k、。II（、。e　w。rk　i。　”Le　C°「1’usiρ「’s　Walls”．　　．．
th・P・・m・nent　C・llecti・・G・11・・i・・．　f・・u・i・g・・w・，k・，el・t。d　t・　　L・・t・・e・・Mi・a　H・y・・h1（C・・at…G・1・・ie　T・i・ei）
Christmas　or　the　life　of　Christ．（★ln　Japanese）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27June（Sat・）
8－llDecember（Tue．－FrL）14：00　14：10，14：30－14：40，15：00－15：10　　　　　　　　　　Participants：82
㌶隠・　　　　　　㌃瀧6鵠：＝r・er・A・t・・T・）ky・andU・n・P・・k”
“Hand－made　Christmas　Fun　一　Making　Tabletop　Christmas　Trees”　　　　　　　　4July（Sat・）
P・・ti・ipant・m・d・th・ir・w。，m。11　t。b1。t。p　Ch，i、tm。、　t，ee、P、i。ti。g，　Pa「ticipants：86
decc）ratin9，“Leゼs　make　ourown　original　tree．”
19and　20　Decelnber（Sat．　and　Sun．）　1（）：OO－16：30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aseries　of　lectures　related　to　the　exhibition“lconom（）rphosis”
Venue：Workshop　r（）om　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“The　Other　Self　and　Memory”
Free　of　charge　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Chihiro　Minato（Professor，　Tama　Art　University）
Participants：200　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］8July（Sat．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：58
L℃hristmas　Carols”
From　carols　sung　in　churches　during　the　Christmas　season　to　popular　　　　“The　Aesthetics　of　‘Utsus／？i（C（）pying）’：The　Myth　ofて）righ】ar　lmages”
songs，　this　a　cappe11a　concert　featured　a　range　of　festive　songs．　　　　　　　　　Atsushi　Tanigawa（Professor，　Kokugakuin　University）
19and　20　December（Sat　and　Sun．）ll：00－ll：40，15：00－15：40　　　　　　　　　　25　July（Saし）
Venue：Lobby　of　Main　Building　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：87
0rganizer：Nanako　Nishiyama、　Shiori　Hagiwara
Musicians：Manam川takura（sop．），　Ariko　Kawakami（alし）、　Yasuaki　　　　“The　Morphology　ol　Sentiment：Deciphering　Aby　Warl川rg’s
　　　　　　　　　Ichikawa（ten．），　Yujin　Yamamoto（b，）　　　　　　　　　　　　　　　　ルイ”e1ηoSyノ～ビ
Free　of　charge　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JuTl　Tanaka（Associate　Professor・Gri｜duate　School（）f　lhいUniversit＞・〔｝f
P・・ti・ipant・・440　　　　　　　　　　　　　　T・ky・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lAugust（Sat．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ParticiPallts：72
寸s
Aseries《）f　lectures　related　to　the　exllibitiolゴLじeredita　delr　lmpero　　　　　　Related　to　the　exhibition“lconom（）1・phosis”
romanO’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10July（Fri．），7August（Fri．）
“Augustus　a「｝（1　the　Birth　（）．　f　the　Roman　Empire”　　　　　　　　　　　　　　　Atsushi　Shinfuji（Curat（）r，　NMWA）
Masal｜ori　Aoyagi（Director，　NMWA）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　participants：64
10（）ctober（Sat，）
ParticiPants：1・15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Related　to　the　exhibition‘‘じeredita　dell’lrnpero　romano”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9and　300ctober、11S　alld　27　Noveml）er（A］IFri．）
G・e・kA・t　aTid　the　R・mal’s”　　　　　　　　　　　T。k。，hi　liz。k。（A，，。c’、ate　Cur。t。r，　NMWA）
llllご；、じ～lga（Ass（）（・「iate　P「°fess°「’G「a（luate　Sch°°1°fT°h°ku　T…lpa・・…1・a・t・・29・
24〔）ctober（Sat．）
P・rti・iP・・t・・9（）　　　　　　　　　　　　　　R・1・t・d　t・the　exhit・iti・・“F・a・k　B・angwylゴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5alld　26　March　2010（All　Fri．）
“The　Glorious　Roma［．1　Empirゼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sachiko　Oguma（Guest　Researchcr，　NMWA）
Norio　Matsumot（）（Professor　Emeritus、　Tohoku　University）　　　　　　　　　　　　Total　l）articiPants：59
14November（．Sat．）
ParticiPal’lts：114　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロConcert
P。irlt。d　lm。9。、。f　Allcie。t　R。me・1・t・・pr・ti・g　Hi・t・ry・P・i・ti・gs『’　　　R 1・t・d　t・the　e・hibiti・・“L・C・・bu・ie「and　NMWA”
Dvlitsumasa　Takanashi（Curator，　NMWA）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Le　Corbusier　and　the　National　Museしlmof　Western　Al・ド
28November（Sat．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Astrolling　concert　of　Xellaxis　lnusi（：d（）sely　relak、・d　t（）Le　Corbusiel’and
Participa［1ts：ll7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　famous　musical　works　lrom　Le　Corbusier’s　period，　played　oIl　vari（川s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　percussion　instruments　and　five　marin｜bas．
Al・・…e・el…d…heexh・b・t・・ゴ・・m・・f・…ed・1…”　　蕊1、6、跳1綴＝，淵三；；㍍2F）
“F・eg　Di・1？9ue　between　Di・e・t・「A°y“gi　and　HASHI（Yasu°mi　O，ga。i、e，and　Lect。，e，，K。ik。T。kii（Vi、i・i1、g　P，。f。ss・r．　T・）ky・U・i…sity
Hashimur・）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。f・the　A，t，）
M・sa・・ri　A・y・gi（Di「ect°「・NMWA）　　　　　　　　　Lighti。g　D。、ign，　K。it。　Office
HASHI（Ph・t・9「al’he「）　　　　　　　　　　　　M。、i。ians、　T。k。fu　nii　F。jim。t。（Ass。ci。t。　Pr。f。，s。r，　T・ky・U・i…sity（）l
lOO・t・b・・（S・t）16・00－17・30　　　　　　　　　　　　　　th・A・t・）a・d　S・・A・ki，　Hi・・IIli　Shil1・d・．・Ayan・K・m・，・Mi・・
Participants：83　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Makino（Marim｜）a　ensemble“quil〕ビ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistants：Ami　Kaneko，　Hitomi　Kanno
Aseries　o臼ectures　related　to　the　exhibition“Frank　Brangwyn”　　　　　　　Tickets：1500　yen
・B・a・gwy・the　P・iymath”　　　　　　　　　　　　T・t・l　p・・ti・ipa・t・・10〔〕
Libby｝－torner（、Ai’t・Historian）
23February（Tしle．）201013：00－15：30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Program　for　the　Disabled
Partic・ipants：48　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Special　Viewing　Session　for　the　exhibition‘‘The　Louvre”
鹸驚二…ec（）rati°　stheKy咀ku鰯籔灘＝！㌫＝・蒜le　
27M、，（1，　t）（S。t．）2・1・　　　　　　　　　　　Wltl〕SuPP°「t　f「°n’：Mitsubis　hi　C°「P°「atl°「｜s・［1’lc・
Par，i。iP、m・、、65　　　　　　　　　　　　Pa「nclpants：2°4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Architectural　Tour
■Shde　Talks＆Gallery　Talks
All　18…－18…1・・／・・d…r・・m，　f・ee・）…h・r・・　　　　慧；1（；1鵠漂蕊漂；ll；瓢A”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lecturers：Y（寸shiyuki　Yamana（．Ass（xciate　Professor，　Tokyo　University　of
Related　to　the　exhibition“The　Louvre”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Scie1．lce）and　Hiroshi　Matsukしlma（Professor、　Kyot（．）｜r）stitute
lOtl　11d　24　April，8aI］d　22　May（All　Fri，）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Technology）
Yasuyuki　Takas｝｜ir（．）（Assistant　for　the　exhibition，　graduate　student・Kei（）　　　　Venue：NMWA　Main　Building　and　T（）kyo　Bunka　Kaikan
University）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Free　of　charge
Total　pElrticipal〕ts：514　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Target：High　school　students　and（）lder
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：57
39
．Creative／Experiential　Program　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘‘』P．　Getty　Museum－The　Natk）nal　Museum　of　Western　Art，　Jointly
Related　to　the　exhibition“Le　Corbusier　and　NMWA”　　　　　　　　　　　SPonso「ed　SymPosium”
“When　N・b・dy　i・Th・・e・F・。u，i。9。。　M。，e、1m　Ar。hited。r。　whe。　the　　“Seismi・Mitig・ti・・f・r　MLiseum　C・ll・cti・ns”
Museum　is　Closed・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21July（Tue．）10：30－17：〔）0，22　July（Wed．）9：30－15：30
Parti・・ipa・t・exp1。，ed　the　M。i。　B。ildi。9・，　exhibiti。n　sl，。c。、　with　th。　Venue：Aしldit°「ium
light・・ut　and　t・・k　P（）1…id・insta・t　pi・t・・e・・f　pla…th・t、・。。ght　thei，　　M°（le「・t°「・J…y　P・d・・y（P・e・id・tlt・IIC．・　（．1．S・A・）
int＜rest．　They　then　drew　the　surrounding　space　around　the　print　from　　　　　　Pane‖ists：Roberto　Garufi（Celltro　Regionale　per　la　Progd｛Ilziollc　c　il
melnoly．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Restauro、　ltaly）．　Kimio　Kawaguchi（Colls（，rvator、　NMWA）．
17A・g・・t（M・・．）9・0（）－12、OO，　14、O（）－18、〔｝O　　　　　　　　　　　Cha・1・・A・Ki・che・（P・mcipal・t　Ki・dler・nd∧・s・・i・t・・t
㍑　＝麟；櫟㌻　　　　鷲蕊熱竃；総藷竃i蕊i藷
1、a「get：13≡15yea「“（）lds　　　　　　　　　　　　　R…au・・，1・・ly），　Pa・I　S・me・vill。（P，i。ciP。i”E。9in。e，il19
』°1・ha「ge　　　　　　　　　　　　　　　S・i・m・1・gi・t，　URS，　U．SA），　C…t・ntine　Spy，ak。s（P，。f。、，。r、
Tot・I　P・・ti・ipallt・・12　　　　　　　　　　　　　　　N・ti・nal　Techllical　U・ive・sity・f・Athens、　G・e・c∋，　Bilge・
・Tl…M・k・T・…A・・fe－・…dH・use・　　　　　　　濡こ念悉1‡1㌫andilli°bse「vat°「y／Ea「tl’quake
Afte．　i’looking　for　spaces　in　the　museum　that　the　participants　found　　　　Free〔〕f　charge
℃omlortable　for　their　own　bodies・they　challenged　themselves　to　create　　　　　participants：67
houses　based　on　their　own　bodies、　their　own“life－size．”They　then　took
lhe　hollses　out　i1’1to　the　Mllseum’s　f（）recourt　where　they　enjoyed　tea　in
tlleirhc）uses．
13～md　l4August（Thu，＆Fri．）10：00－17：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）Family　Programs
Ve川le：Workshop　r〔）om．　forecoutt，　Ueno　park
Facilitator：Akira　Suzuki（Architect，　Professor，　Kobe　Design　University）　　　　　　　The　Fami｜y　Program　is　a　free　prc）gram　held　oI〕the　secolld　aT｜d　fourth
Targel：lG－18year－olds　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Saturday　of　each　i丁10nth，　aiITIed　at　chndren　ages　6－10　and
Fru¶of　charge　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ac（：oml）al’lying　adults．　Two　different　progral’ns，“Bijutool”and　LLDoYO
Total　participants：14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bijutsu”（Saturday　art　w（．）rksh（）P）、　were　c（mducted　by　members（．）f　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Education　Department　staff　and　V（）lunteer　staff．
■1）em《）nstration　of　Print　Methods
R・1・t・dt・the　e・t・ibiti。。・1。。n。。、。，ph。，i、・　　　　　　　’Bilut°°1
CoPPerPlat〔・Prin亡Methods”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bijuto（）l　is　a　portable　educational　kit　used　by　visitors　to　enjoy　l）aintmgs
｜8」・ly（S・t）ll・（）0（・Ppr・xim・t・ly　40　mi・・t・・）　　　　　　　alid　s（：ulptu「e・．亘t．the・n・Se・m・E・・h　Bil・t・・1…t・ills　diff・・el・t　t・・1・・
・1川1。9，。Phi。　M。th。d，・　　　　　　　　　　　　games・　and　activlties　f°「dlff・・ellt・・tw・rk・」t・n・・u・ages　child・e・（・9・・
鷲欝三灘：三欝霞㍗一一　燃難慰三1欝竺螺謬ぽぽ1
ドr（・e・1℃harge　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
’1、（　）tltl　l｝il｜’ti（．il）EIl｜ts：　51
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Doyo　Bilutsu（Saturday　art　workshop）
・Syll1P・si・m　　　　　　　　　　　　　　　Thi・nr・9・am・…i・t・・f・・t・【・pre・i・ti（m　i・th・M・・eum　C・llecti・ll
R・1・・ed　t・th・・xh・b・t・・バ・…ed・t…ll・lm・・・…man・・　　麟㌃1；鵠1；繍i隠in　the　w°「ksh°P「°°m・Th「ee　p「°9「ams
”Thc　AugUstal｜World　Strategゾ
1i｝S（・pk・mber（Sat．）13：30－16：00，　Auditorium　　　　　　　　　　　　　　　　’‘Bow－wow　Wonderful　Museum”
1’lll）（・lists：Rosal’ia　Ciardiello（Universita　degli　Studi　Suor　Orsola　　　　This　I）1’ogram　focused　on　dogs　depicted　in　paintings　at　the　museum．
　　　　　　　　Belmlcasa、　Napoli）、　Lucrezia　Ungaro（Director．　Museo　dei　Fori　　　　After　enjoying　a　story　about　a　dog　in　a　painting，　famihes　went　into　the
　　　　　　　　lmperiah），　Uml）erto　PaPPalardo（Professor．　Unive　rsita　degli　　　　　　gallery　to｜ook　for　the　dog　in　the　story．　They　also　looked　at　dogs　in　other
　　　　　　　Studi　Suor　Orso］a　Benincasa，　Napoli），　Masanori　Aoyagi　　　　paintings．　At　the　end、　they　created　their　own　dog　by　usillg　paper　bags
　　　　　　　　（Director，　NMWA）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　other　inaterials．（This　program　was　reped’　ted　five　times．）
Pat－ti（’ipamts：109　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11and　25　April，9May
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lO：00－II：30、14：00－15：30（a．In．　only　on　25　Apr．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　participants：69
｝
　　　　　　　　　　　　“Rediscover　the　NMWA　buildin．g」！”
苧 　蒜、㌶認㌦；濫t㌢｝1：認（蒜；；1黙；1濡iぽ：
　戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．
顎
WhHe　their　paperweights　were（hym9，　the　families　returned　to　look　at
10：00－12：00，14：00－］6：00
9alleries　that　vari（川s　artists　had　created　with　differcnt　tools　al｜d
1　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
lo’oo－1♪IOO　l4・（）o－1〔二｝’oo
Total　Partk’il）EMtS：ll5
lo
4）Scho《）l　I’rogsrams　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）Volunteer　Activities
■Scho《，l　Giillcry　Talk　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ThいV《）lui）tいel『slafi”s（lctiViti（is　have　c（・ll｛erいd　oれドiill1Hy　Progran1、　School
This　rいsいrvalion．o川y　l）rogl・aln　illvoh・いd　grollp　l↓川rs《）1’lhe　Mttsいllm　　　　　Gallery　Talk、　Al’l　Talks　alld　Archhい（’tura1’rollrs、　They　have　also
Collいdi《川Gall¶riいS，　le（l　Pl’i川al’ily　by　V｛｝lttnt（・erStlli’1．　m¶川bい1’S．　　　　　　　　　　　　　　　participale（1川　h’a川illg　SeSSionS　held　throu，gliottt　th（．・ye～lr　in　Order　tO
　　lIn（1い1・6years　okl：・11｛〔2．9」　rollPs）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　acqllil’いthいkno～～「1（’（lgいall〔lte℃hlli（luいS　nいcCss三11）’forlheiracUv’ities．
　　1）1『ill1El］）’S〔・h（）｛｝1（ag〔、s　7　to　12）：1メ｝L）（1（31gr《）llPs）
　　、hmior　lIigh　S（．・h〔｝o｜（agus　lII　l‘）15）：719（29grolll）s）　　　　　　　　　　　　　　　　　■Activities
°v・「1Gy・・「s‘°1（i：L”lf）（10　gr°Ul’s）　　　　　　　　　1迦ily　l・r・91・・ms　lseビ川㌦lmilyP，。9，、，、，・1
’1’°t；tl　pa「li℃il）1’1）tS：2・°IS7（72　gl’°叩s）　　　　　　　　S。h。。1、Gallei“・T。lks［S、・ピ・．1、S。h。。I　PI’。9「。ms・コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Arl　Titlks［S（．・｛．・’L1）Progt’ams　lくelated　t‘｝thいPい「mallelll　Co｜lediOlゴコ
■S（・hool　Slide’「alk　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
忠1㍑；烈：1㍑1ぽ濃pi｜織・㍑㍑1；、ll惣1醐1Sl認　含・1：㌫！　㍑1「al　T°u「s　lSeい1）｝）「°’9「al1｜S　R（’latいd　t°the　Pe「manent
Mtll。um　C・lle、・ti・・G・Ueri。s（）r　sp。。i・l　e・hibiti・ll・．　The・c　t・lk・we・。　　Oth…C・1］（1・cted　g・llely　t・lk・・nd・r・hik’・’t・・ral　t・urs　f・r　ad・lt・d・・i・g
・imcd・t　l・・9、・一・c・1・・udience・alld　held　m　the　l．・・tur・H・ll．　　　　　　the“FU・D・y　200｛∫’・v・・t
Prim・WS・h・・1（・g・d　7　t・12）・440（5　gr・・p・）　　　　　　　　C・nduct・d　‘’10－min・it・T・lks”f・r・d・lt・・iuri・g　th・NMWA’・
J川li。r　Higjh　Sch（）。1（。g。d　l3t・15）、571（5gr。up・）　　　　　　Ch｝llstmas『「°9「am　W・el・
．、∴鵠ぽ，lllr・㌶：鵬　　　　　　㌶還1　㌦i漂！’9　the　d「（’1痴in　Ch「ist‘nas　P「°9「am“Hand一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Training　and　Meetings
■Museum　Visits　for　Extracurricular　Activity
The・・9r・・1・　・i・it・i・v・1・・d　mi・ldle・ch・・1・・d・high　s・h・・1・tu（le・t・i・　　i3　Ap「il（F「i・）　L・・t・．・・℃・n（iu・tmg　T・urs　f・r　Ad・！！・”／B・i・f
c。。rdi。。ti。。　with　thei，1。t。g・at。d　C（）ur・e・at　sch。。1．・The　Ed。cati・。　　　　　　O・e・vlcsw・）f　S・h・・］・Gallet’＞i　Talk，　D・y・Bij・t・u　a・d
staff　mernbers　guided　these　groups、　arld　provided　illforlnation　regarding　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bijutool
acllrator’sj（）b、　art　works，　and　the　art　museum　itse］f．　　　　　　　　　　　　　　　25　Apri｜（Sat．）　　　Obs（）rvation　of　Gallery　Talk　for　adults（f（）r　new
　　Jul．lior　High　Schooi（ages　l3to　l5）：r）13（．12groups）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　staff．）
　　Over　l6years（．）ld：3（．）（5groups）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O｝’ientation：Pr（）cedut’（alld　br・ief　overview　of
Total　particil．）ants：83（17groしlps）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　conductillg　the　upcomillg　l）rogram　Art　Talks
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16May（Sat．）　　　Practice　Ar℃hitectlu’al　1’ours℃（川（iucted　by　new
・T…hers’・P・・9・ams　　　　　　　　　　　　　　　　　st・ff　memlxxl・
This　pr（）gram　has　been　designed　f（．）r　elementary，　middle　school，　and　　　　　　　　　　　　　　　Orientatioll：1．）rocedurc　and　brief　overview　of
high　s（：hool　teachers　and　other　edu（：ational　staff　members．　The　prograrn　　　　　　　　　　　　　　　conducti”g　the　llpc（）ming　progr～．IM　Ar（：hitectural
illcludes　a　brief　ovelMew　of　the　exhibition’s　ccmtents，　discussion　of　a　　　　　　　　　　　　　　　　Tours
few　works（m　display　and　free　ent｝y　to　the　exhibition．　　　　　　　　　　　　　　7June（Sしm．）　　　Practice　Art　Talks　by　I）c・Nv　staff　n．iemll）ers
All　l8・00－18・40・Aしldit・・ium，1・ee・f・h・・g・　　　　　　　　　18Juneσhu．）　P・111cti・・D・y・Bij・ts・l　pr・9・am・・R。disc。。e・th・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NMWA　building！”
Related　to　the　exhibition“The　Louvre”　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　26　Novernber（Sat．）Practice　Doyo　BijしLtsU　pr’ogram“How　Did　They　Paint
17APrH（Fri．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thaピ～「’
Akira　Kofuku（．Seni（，r　Curator・　NMWA．）　　　　　 　　　　　　　　　　　12　December（Sat．）Pril〕t　WorkshoP（En｛」ravii）9　al1（．l　Etchin9）by
Participants：74　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tomiy　uki　Sakllta（Tokyo　Ullivel’sity　of　the　Arts）
（Exhibiti（・）n　viewing　only：35）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13December（Sun．）　Repeat（）l　l2　Dec．　program
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30January（Sat．）　　Orientati（．）n：卜low　to　con（luct　a　Bijutool　pr（．）gram
Related　to　the　exhibiti（）n“Veredita　dell’Impero　romano”　　 　　　　　　　25　February（Thu．．）Rei、’iew　of　ScTho（）l　Gallely　Talks
2　Oct°be「（F「i’）　　　　　　　　　　　　　20　M・・ch（S・t．）　Ann。al　M。。ti。9
TakaShi　liZUka（ASSOCiate　Curator，　NMWA）
Participants：41
（Exhibition　viewing　on［y：18．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）Internships
Related　to　the　exhibition“Frank　Brangwyn”
19March（Fri．．）、2010　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　As　part　of　its　missi〔）n　t（．）develop　humall　resources　ill　areas　related　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　museum　art　works〔an（．l　assist　with　the　plal．miP9（）f　exhibition－related　and
■Teachers’Summer　Seminars　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　educationa｜programs，　with　each　intern　taking　part　in　hands－oll　work　in
ll（．Thu．）and　2G（Fri．）June　l4：0017：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　their　own　specific　area　ofspecializati（）n・
Vemle：Museum（｝f　Colltemporaty　Art　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Edu（．：atlOll］
Free　of　charge
Organized　with　Tozuken、　the　National　Museuln　of　Modem　Art，　Tokyo　　　　　Interns：Marik（．）Suzumura・Moe　Yarllamok）・Chiaki　Sugazaki・Aiko　Suga・
and　tl’）e　Museum・．・f　C・・t・ml・・rary　A・t，T・ky・．　　　　　　　　　Ky・F・k・d・
P・rti・iPa・t・・（．1（．）　　　　　　　　　　　　　　　Term・IApril20（）9－31　M・・ch　2010
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Supervis（．）r：Y（）ko　Terashima
28December（、Mol．）．）9：30－16：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Training　Program：1．Program－makillg（川the　Main　Building　architecture
Venue：NMWA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．　Assisting　with　assembling　res（．）urce　materials　on
Free（．）f　charge　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c（．）nstructiol．l　of　the　Main　Building
Organized　wi亡h　Tochubi　an（いhe　Nati（．）na］Museuln（．）f　M（．）derri　Art，
T・ky・　　　　　　　　　　　　　　　　　［C・・at・・i・ll
P・・ti・ipal．lts・3g　　　　　　　　　　　　　　　I・・tern・Ju・k・Ok・mura
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Term：lApril－30　September
．Othe，　semina，s　　　　　　　　　　　　　S”pel’vis°「：Na・ki　S・t・
Participallts：44（4　groups）
ll
Trainirlg　Program：Assisted　with　assembling　resource　materials　related　to
　　　　　　　　　　　　　　WOrkS　in　the　colleCtion　and　Catalogue　Connpilation．
7）Cooperation　with　Other　lnstitutions
■Off－campus　Course　for　the　Tokyo　Metropolitan　Asuka　and　Oizumi
Sakura　Senior　High　Schools
12　June（「Fri．）、25　September（Fri．）and　some　dates　from　the　programs　of
the　exhibition“Le　Corbusier　and　NMWA”，
Participants：ll
■Tokyo　Metropolitan　Ueno　High　School　Volunteers
8July（Wed，），10（Thu．），14（Mon．）and　l8－20（Fri．－Sun．）　December
Helped　with　the　Christi－nas　program．
Participants：5
■Cooperation　with　the　Graduate　School　of　Humanities　and
　Sociology，　University　of　Tokyo
Term：lApril　2009－31　March　2010
This　program　sought　to　deepen　the　understanding　of　Cultural　Materials
Research　specialists　in　this　program　and　carry　out　mutual　exchange　on
research　and　edUcatiOn．
8）Publications
■Exhibition　Catalo9［See“Exhibitions”］
■Exhibition　Brochures
”IC《川onl｛）rPt’losis”
”L’eredil～i　dell’lmper（．）r（，lnano”
“FrankBrangwyバ
■Junior　Passports
Exhibltioll　guide　for　primaiy　school　and　junior　high　school　students：
’‘ICOnOlnOrpl〕Osis”
“L’ereditii　dell’lmpero　romano”
十rallk　Brangwyn”
■Zephyros
NMWA　N（・ws．　letter，　N（）s、39－42
（Yoko　Terashima，　Saki　Yokoyama，　Yuko　Waragai）
［Stafl　Lis日
Education　Del）artlllent：
Yoko　Turashima、　Saki　Yokoyalna，　Yuko　Waragai、　Shigehiro　Maezono，
Atsuko　Sato（Guest　Researcher）
V（）lt111te（）rStaff：
Tomok（戊Arai．　Marie　AIldc）、　Sachiko　Ishikawa、　Kiiko　Isoda，　Takako　lto，
Naoko　h｜oue，　Shigeru　Ogawa，　Maki　Ozao，　Enko　Kurimori，　Hiroe　Sato，
Koichi　Sawallo，　Wakana　Shibata，　Eiko　Shirota、　Yuki　Suzuki，　Takenori
Taniguchi、　Naoko　Terashima、　Yasuko　Nagai，　Keiko　Nakano，　Hiromi
Nakamura，　Noriko　Hashimoto，　Tamaki　Hatanaka，　Akemi　Hamada、
Kalleko　l－lm（．）tcmi，　Megumi　Hiraga，　Keiko　Fukura，　Nobuo　Bunya，　Hisayo
Bessho、　Naoya　Maeda，　Chiho　Michioka、　Michiko　Miyoshi，　Hiroe
Moriyasu，Mitsue　Yamamoto，　Misako　Yokohata，　Ayako　Yoshida
12
FUN　DAY　2009セイビまるごとお楽しみ！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　，＿厚、○・i．、　S■■■■■■■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．●FUN　DAY　2009　Lいゼs　Enjoy　A11　of　the　NMWA！
li［1，1’：：7月11日〔ヒ）　1211qP
i；＿i｛lt　：　11：1　、「ノ：1｝9　ir　）ミ｛’1：」『f［ili　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t　　　　　n
会」易：本館、新W｛（常㍑展）、fiこlll｜i展示館｛特tJJ｜」展｝、前庭
D。，いs、11（S。、）alld　l2（S川．）川，、2・・9　　　　　　　　　　　　　　　　照県‘－
Orgaliizいr：NatiOllal　MLIsUUm｛）l　WCstem　Art　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
Ve川1いs：Main　Buildillg，　New　Willg（MllscllmC〔川ectioll），Special　Exhibitioll　Wing（Sl）ecilll　　　　　　　　　　　　　　二　　　．二こ　　　　　　，
　　　　Exhibitiion），　ForeCoUrt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
暴≧穰㌦，
　　　　　　　　　　　匡頃・ど”厄
FUN　DAY　2009は、・昨年、昨年に引き続いて行なわれた、1｝ミけ西　　　などの感想が多く寄せられ、FUN　DAYの1M〈Jは達せられたと考
洋）こ術館無料tJ“j放プログラムである．その日的は、すでに’iG館を　　　　えられる
矢llっている人ばかりでなく、’ii館や）ξ術館にあまり足を運ぶことの　　　　　国、1元西洋）こ術fii’｛に親しんでもらうために、今後もさらに充実した
ない人たちに、当館のコレクションや活動を知ってもらうことにある　　　　プログラムを行なっていきたい　　　　　　　　　　（横川佐紀）
FUN　DAY　2009は、OPEN　museumプログラムの一環として行なわ
れた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画：国、1／1西i羊）ミ術館教育普ノ乏室
31・・｜1｜のFUN　DAYにあたるイ・・1・は、・1］館の常設イ4・，ll、・、を楽しむた　協ノJ：；・lll叢徹訓‖lllfll「究室淋刷」lh～酬究室・フ‘ルハーモニ
めのプログラムの実施に加え、常設展内の「ル・コルビュジエと国
11ノ：西洋美術館」りξ、特別展「かたちは、うつる　国立西洋美術館
所蔵版1由1展」も無料で開放し、関連プログラムを行なった。
川は・人館指当（・人」易券代わりのマグネ・トバ・ジを酉己札　　C。，tin。i。9、、。　fr。m　p，。9，。11、、　held　during　the　1、。，，　tw。　y。a，、．　FUN　DAY
たほか、国立西洋美術館開館501，IJ年を記念して、本館のミニチュア　　　　200g　was　a　program　th～lt。pened　the　iiiuseui）i　to　visitors　free　of　charge．
ペーパークラフトを配布した、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　P「09「am’s　goal　was　t（）　attrac．t　visitors　to　the　nnuseuin　who　had　never
また、「㈱蹴しむプ・グラム」とし一・r，以ドの9プ・グラムを　黙、ごi鴇1獣蒜跳lll濡ぽ｝ごllllll㌻㍑
行なった，，1．ギャラリートーク「常設展、この1点」CI］館ボランティ　　　　OpEN　museum　prog．」ram．
ア・スタッフが常設展の作品1点について行なう10分間のトーク）、　　　　This　thi「d　yea「of　FUN　DAY　activities　a（klcd　P「09「ams　that
・ウ・一クラリークイズ（澗／≡llilや剛・1繊クイズシート）・・　1三；：llell，1｛］1、1：＝ll∵1ご意、ll∵llll∵：烈三1：
所蔵作品プリントコーナー（当館所蔵作lllllをオリジナルカレンダー　　　　galleries，　Le　CorbLisier　and　th∈NMWA．　the　special　exhibitioll
やポストカードなどにプリントするサービス）、／1フォトサービス（本　　　Iconomo「phosis・　aloi〕gwith「elated　p「09「ams・
館を1・Y・l」　1－　1・プ・カ・ラマンが1最影した顎をプレゼント）遮築ツ　ー：＝、1謬灘、llぽ蕊㍑1㍑ぽ1跳1，ll
アー（『’ル・コルビュジエと国、ア西汀美術負官』展関連．’iG館ボランテ　　　　museUm’s　50th　allnivers～UV．
イア・スタッフによる本館をめぐるツアー）、‘「6建築模型を知ろう！（同　　　　　The　followin99「elatect　p「09「allls　we「e　held　as　Pa「t　of　the‘“Leゼs　EIljoy
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Art　Museums！”：1）GaUerv　Talks“One　W（）rk　in　the　Pern］anent　Collection
展関連・1・〔1“晒澱61描本館の　緬‡莫型　il」作担・’緒（こよるトー　G。II。，i。、・（v。lu．，。。，s　iil，，。duced。，。　a，，　w。rk・i。，1、。　g。11。，i。、　i。1・．
ク）、7版画の技法（特別展関連　：llii］版画、リトグラフ制作0）デモン　　　　　mimlte　talks）；2）Walk　RalIy　Quiz（Quiz　sheets　about　art　w（）rks
ストレーション）、8版画展セルフガイド（特別展関連、、通常は小iP　　　disPlayed　in　the　Pe「manent　C（）11（t（：ti（）11　Gallel’ies　and　ab〈川t　the　Main
伽・み（・IN・・　Ili・Lている牛］継ジュニア・パスポートを希酩治　麗ぽ㌫：ごll。P蕊∴蕊1「ll，隠；ll；、i；1～；1；lll隠：：∴
員に配布）、9前庭コンサート（《地獄のlnj》の前でのコンサート）　　　　（commemorative　photograPhs　taken　in　the　Museuln　Forecourt　by～a
　今年度もエプソンのこ協ノJを得て、フォトサービスや所蔵作品プ　　　　1〕rofessional　phot（）grapher）：5）Architectural　Tou「（「ci　1　t－i　te（i　t°the　Le
リントコーナーなどのプ・グラムを行なうことができたほか、1端（）　：ll：b　li蒜i㍑1，ll；ll蒜蕊ll，「；llll：ぽ㍑ill：：∵1；、ぽ
Lld年を記念するふたつの展覧会に関連したプログラムを実施し、　　　exhibition，　talks（）11　architectural　cr（）ss－sectioll　lllo（lels　of　the　NMWA
’1］館のコレクションや建築を紹介できたことはたいへん有意義であ　　　Buildings　by　model　make「s）；7）P「iT）t　Techni（lues（「e］ated　t（）the　spe（／；ial
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exhibiti（，ll、　demong．　tration（）f　etching　alld　lithograph　prilltillg　process）：
った．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）Print　Exhibition　Sel卜Guided（rJelatct｝d　to　the　special　exhibitioll、
　両1｜、来館者にアンケートをとったが、参加者の’卜数以ヒが当　　　distribution　of　special　exhibition　Junior　passports，　usually　givell　to
館に来館するのがほぼ初めての人たちであり、また、「ふだんは　　　　elelnenta「y　and　jしmi〔）「high　students・to　all　visit（，「s）：and　9）Fo「ecou「t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Concert（concert　ill　front　of　7「7～e　6at（）s’of’〃（～／／）．
なかなか気軽に来られない感じだったが、楽しく見ることができ　　　　The　photo　services　and　print　corner　were　c（）nducted　thallks　t（）the
た」、「’参加しやすかった」、「美術館に来るきっかけとしてよかった」　　　　sponsorship　of　Epson．　These　prf）grams　were　all　parti（：uIarly　meaningful
1ヨ
in　comlnemorating　the　50th　anniversary　ilコtheir　introduction　of　the
MUs（iUm’s　collections　and　architecture．
　　RいsPollses　to　qllestionnaires　by　visitors　on　both　days　indicated　that
morc　than　half　of　respondents　were　first－tirne　museum　visitors．　Many
respollded　that　while　normally　they　wouldn’t　have　felt　comfortable
comhlg　to　the　museum，　it　was　an　enjoyable　experience　and　that　it　was
casy　to　particil）ate　in　the　programs．　This　all　suggests　that　the　aims　of
FUN　DAY　were　fully　realized．
　　We　1’］ope　t（）　conduct　more　of　such　programs　that　will　allow　visitors　to
fully　（，njoy　the　NMWA，　　　　　　　　　　　　　　（Saki　Yokoyama）
Planning，，：NMWA　Education　Department
l1）coopいrati（）n　with：Print　Department　of　the　Tokyo　University　of　the　Arts：
　　　　　　　　　　　　　　　　Naoyuki　Hirota　Office、　Nihon　University；
　　　　　　　　　　　　　　　　Philharm（）nia　Tokyo
OPEN　museum
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ln　fiscal　2007，　the　NMWA　began　the　OPEN　museしIM　project　that　aims　to
嗣1轍術館は・r一成19・1・度より・・PEN　mllseumプ・ジェクトを　愁；a瓢ll漂ll　l；lll∵1：、1蕊∵lll）1ぽ，鷲㍑ご1
発足し、オフィシャル・パートナーとしてセイコーエプソン株式会社　　　　ors」ai｜iz（itions　alid　fa（．i］ities．　This　pr《）gram　has　r（．，〈．’eiN，ed　the　support　of　its
およびエプソン販売株式会社から支援を受けている．，　　　　　　　　　official　Pa「tne「s　Seiko　El）son　Co「1）o「tltio［】and　Ei）son　Sales　JaPan
・PEN　museumの11・rl・Jは・多繊関や施設と・・つながりを大　C°1’X（：1：｛ll∴。，。、fill．，he　1）r。9，。m・，　aim，　tl＿seum　P，e，e。，。d。、
切にしながら、さまざまな）ξ術の見かたや楽しみかたを提供し、多　　　（iiffererlt　ways　of　looking　at　art　all（1　enjoying，　to　enhance　our　visitors，
様なもθ）の見かたや考えかたに接することのできる場を提供する　　　exPe「ience°f　th（｝　museum・　Last　fis　cal　year　we　ii’）troduced　new　media　to
こと1・あるそのために・従来からのプ・グラムを充実させつつ新　㍑、：1∴llls㌫ぽ‘ll㍑，蕊蕊lll鵠：＝：1㌶
たなメディアを取り人れ、ひとりでも家族でも、グループでも参加す　　　with　that　of　families　and　groups．
ることのできるプログラムをOPEN　museumプログラムとして行なっ　　　　　The　fiscal　20090PEN　museum　Project　marked　the　third　year　of　the
ている　　　　　　　　愁蒜漂淵ぷ？蕊註㌫驚；ご蒜5111
　　0PEN　museumプロジェクト3年Uにあたる21年度は、開館50周　　　　National　Museum　of　Western　Art；Iconom。rphosis：Selected　Graphics
年記念事業として「ル・コルビュジエと国立西洋美術館」展、「かた　　　　f「om　the　NMWA　Collection；Mode「n　D「awings　from　the　National
ちは・うつる国立西洋美術館1臓版唖・「所蔵水彩端展　：：㌶＝忽t閲蒜，1「1膿e、ぽla蒜：1；1；鷹
　　　松方コレクションとその後」、「ローマ・未来の原風景by　HAS田」　　　activities　included　FUN　DAY　200g　in　which　all　Permanent　Collection
展を開催した、、また、常設展を無料開放するFUN　DAY　2009、常設　　　　Galle「ies　we「e　oPen　to　the　Pub］ic　f「ee　of　cha「9e・and　the　Family
展関連酬及プ・グラム（フ・ミリープ・グラム「どようびじゅつ」　惣三：；繍ご㍑㌶蒜ll（：翻諸悉惣：1
の実’施および「びじゅつ一る」貸し出し．／1詳細は該当項目を．参照。　　　sections．of．thig．　Annual　Bulletin．　Also、　collcerts（June　23，24）were　held
以「ド同じ）、「ル・コルビュジエと国立西洋美術館」展コンサート（6　　　in　conjunction　with　the　Le　Co「busie「exhibition　and　the　Ch「istmas
J123［1・24r］）・rM・・eum　X，m・・i・1・M聯撒官美術館でクリ　㍑＝器；1ごas　m　NMWA”we「e　held　f「°m　N°vembe「27th
スマス」（ll月27日一12月271Dである。昨年に引き続き、「映像ガイ　　　　　Continuing　from　the　previous　year，　various　visitor　services　were
ド」を追加制作し本館ロビーにおいて常時上映したほか、常設展　　　　imPlemented　and　imP「ovedコncluding　the　Visし1al　Guide　in　the　Main
作・ll・リスト微・蜘の倣配順示替ごとに）・ブリーフガイ　麗nli；1、1蒜ll㍑：蒜dE蒜：llt：lil麗dlli蒜：llalll
ド制作、「古代ローマ帝国の遺産」展・「フランク・ブラングィン展」　　　English　versions）were　made　and　distributed　during　each　rotation　of　the
作品リストおよびジュニア・パスポート制作、常設展作品をデザイン　　　disPlay・B「ief　Guides　we「e　alsc）　made　and　dis　tributed・　while　object　lists
したMi・i　M・・eumの制作・ク・戊スマス期間中のグリーティ・グカー　＝il蕊㍑＝ごξ蒜：：蒜隠＝＝
ドやメモピットの配布など、来館者サービスの充実に努めた。また、　　　from　the　permanent　c（）11ection　was　created，　Other　programs　included
当館所蔵作品の紹介をエプソンのウェブサイト「名画と色の謎」に　　　the　dist「ibution　of　Ch「istmas　ca「ds　and　memo　holders　during　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Christmas　season．　Works　from　the　museしm’s　collections　were
鱗した・なお映像上映’にあたって1よ・エプソンより映像酬の提　i。，，。duced。。，h。　Ep、。。　w。b、、，。、。，h。、，・Mas，。，p、ece、　and，h。　M，，，。ry
供を受けている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Color”section．　Epson　provided　projectors　and　other　equipment　for
　　今年度は国立西洋美術館開館50周年にあたり、本プロジェクトに　　　　all　visual　P「esentations・
対してエプソンからの支援を得ることv（’；’sいっそう充実した展覧会　，。蕊；ご蒜嵩蒜＝lll罵㌶＝㍑ll；＝1
や一来館者サービスを行なうことができた。それぞれの展覧会や常　　　develop　and　enhance　our　exhibitions　and　visitor　services．　Visitors、to．the
設展を通じて、当館の事業やコレクション、歴史を来館者に知っても　　　　museum　have　given　thei「　favo「able　comments　and　aPP「oval　of　the
らうことが可能となったばかりか・各プ・グラムにも多くの参加者が　II：i：：1，tllぽ。瓢：：；漂：濡蒜j麗。＝黒：
あり好評であった。本プロジェクトの目的は、国立西洋美術館がよ　　　the　NMWA　a　more　accessible　art　museum，　and　we　have　surpassed　those
り開かれた美術館となることにあるが、過去3年間に実施された　　　　o「iginal　goals　thanks　to　the　successful　P「09「ams　and　the　attraction　of
・PENm・・eumプ・グラムにより・新たなプ・グラムの実施や新たな　＝：1蒜濃蒜the　museuln　th「°ugh　the　t：：；、蒜；；1；
来館者開拓などの成果を上げることができ、初期の目的は達せら
れたと言えるだろう。　　　　　　　　　　　　　（横山佐紀）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館
●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　open　museum
45
展覧会貸出作品一・覧
List　of　Loans
「フランス絵画の191LI：紀　　アカデミスムから印象派へ」　　　　　　　　「Monet　y　la　Abstracci6n」
（La　peilltu「e　f「angaise　du　XIXe　siecle：acad6misme　et　m°de「nite）　　2010年2月23H－5月30H　C、，a　d，1、，　Alh。1。、、　M。d，id
2°°9年3月6日一5月31時杜↓県美術館　　　　　　P．1986－2ク・－1・・モネ《黄色いアイリス》C。，．。。．65，，。pr．，。1。r．
2009イド6Jj12日一8月311｜杢黄i兵美1’1｝「fi官
P．19．　96－1　ギュスターヴ・クールベ《眠れる裸婦》Catno．38，　repr．
　　　　　　color．（島租↓・‡黄浜）
P．1959－165カミーユ・ピサロ《立ち話》Cat．no．66，　repr．color．（島根
　　　　　　のみ）
「ゴーギヤン展」
（PaulGaugし1in）
2009年4川8U－6月21日名古屋ボストン美術館
P．1959－104ポール・ゴーガン《水浴の’女たち》Cat．no．3，　repr．color．
「ゴーギヤン展」
（PaulGauguin）
2009年7月3Ll－9月2311東京llミ1立近代美術館
P．1959－104ポール・ゴーガン《水浴の女たち》Cat．no2，　repr．color．
P．1959－106ポール・ゴーガン《海辺に立つブルターニュの少女た
　　　　　　ち》Cat．no」0，　repr．color．
「白樺派の愛した美術」
（”Shirakaba”－Pilots　of　Art　in　Modern　Japan）
2009年9月13H－10Jj2511ひろしま美術館
2009年111」3［1－12月201｜神奈川県立近代美術館
P．1978－2　ピエール＝オーギュスト・ルノワール《ばらをつけた
　　　　　　女》Cat」】o」－20，　repr．color．
Pl959－175ピエール・ピュヴィ・ド・シャヴァンヌ《貧しき漁夫》
　　　　　　Cat．no．1－27，　repr．color，
G．2003－59　ハインリヒ・フォーゲラー《愛》Cat．no．1－24，　repr．
「Tears　of　Eros」
2009イド10月20U－2010年lJJ311．　l　Casa　de　las　Alhajas，　Madrid
P．1998－1　グエルチーノ《ゴリアテの首をもつダヴィデ》
「ロートレック・コネクション」
（Tou］ouse－Lautrec　et　son　cercle）
2009年11111011－12J」2：3日Bunkamuraザ・ミュージアム
P．19．　90－1　エミール・ベルナール《1吟遊詩人に扮したn画像》
　　　　　　Cat．no．17，　repr．color．
P．1959－102ジャン＝ルイ・フォラン《お「1見え》Cat．no．24、　repr．color．
「ルノワール伝統と．革新」
（Renoir：Tradition　and　Innovati（）n）
2010iil三IJ’」20日一4月51｜1玉1、ア新”美争桁負富
2010年4月17日一6月27日国立国際美術館
P．1975－3　ピエール＝オーギュスト・ルノワール《ルーベンス作
　　　　　　「神々の会議」の模写》Cat．no．49、　repr．color．
P．1975－5　ピエール＝オーギュスト・ルノワール《風景の中の．三
　　　　　　人》Cat，no．84，　repr．color．
1（｝
h”Yi’工1）（イ乍｜11　lll　・9工
List　of　New　Ac（lui．SitiOl）．S
1糸フミ1山i．］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　247wl8．5Cln（［“1［・」』｝IL）G．L，　IS・Cl（’111（llltJーレ：：ll．l　s　　　　　　　1・gi）lsdいd　Lller
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23．8clllU口〔・1’｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・：tchin9、　dry1）oil］［
ジョ。ジ、，，．ゾラ。ク［1882．1，G、，］　　　Ch。，1。、　M。，y。11【1821．18・8］　　　　，ll：；1；・；：：1㍑㍑）l　l51×19・5（』m（1’［“t（’）・
1働・　　　　　　　　≡的”‘’S　s’”’　1’‘n’is＞：　L（～’°’”『‘／（）”1°’々（’　｛：：温蒜chll（』i（1“…28（1＞〃VID
班一ll年　　　　　　　㌫ll；1；㍑、．、。、al，、ICh、n＿、、、　　　　’
；・籔1∵＿，　　撒鷲llllll：lli㌶∴撤）’318×㍑擶蒜［、漂㌧芋院のliil
G（orges　Braque［1882－19（）3］　　　　　　　　　　　　　　G20〔〕g－（）oo4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1jis　＞
Sti／／Litle
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l，95i3f卜
1910’1｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シャルル・メリヨン［1821．1868］　　　　　　　　　　　エッチンク、IILングレーウでング
：1：㍑．；ll’1：：1　　　　　《／パリの銅版・・1』・テ・クセラ・ドリ街の小塔》　；；；∴1・：；（Tl・」・・28・・175－…」’・・85・
P2009’00〔〕1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1852fドヒn
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Charles　Me｝yOll［1821－1868］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24、7×lig．O　cm（　［1［1卜」つ：352×22．o　cm（糸氏・」’｝　　　　　　　　　　　　　　＜ゴ三J（lu．x・－1’bt・t（）s　Stl”／）（lt”iS＞：La．9」（？／（）「i（？／Votre－
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノり（llll（）
［版1由1］　　　　　　　　　Cha・1・・M・ry・・n［1821－1868］　　　　　185、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜∠ヨ（IU．）（一ノそ，〃【c？s　sur／Dヒ〃プS＞：　7そつ11’てぞ／／ρ，　t一乙1∈～d（？／α　　　　　　　　　　Etc｜［il19、｛・119t・a、・il19
ヨハネスおよびルーカス・ファン・ドゥーテク　　　　　TiXe’「aiiderie　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27．5×lG2　cm〔inlag（・1：28．：｛×17．5　cm（1／）late）l
！、　　　　　　　　　　　c・．1852　　　　　　　　　　．t8・5　x　ISL’・L’〈unl（PaPelりL　，
ll雲嚇綴；Lたち》（ピーテ謙，？＝；1：1；ll　；1－（1…pel’・　｛1；lll　；1；・；ll1…n29dWl）
1550年頃川版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・2009－ooo5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シヤルル・メリヨン［1821－1868］
エッチン久エングレHヴfング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《「バリの銅版lll川：ボン＝ヌフ》
322×42．9cm日｜llN’｝132．6×43．7（・ln〔紙・j’）　　　　　　　シャルル・メリヨン［1821－1868］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1853《卜膓ソ．lrG・
Jan　and　Lucas　van　Doetecum　　　　　　　　《『パリの銅版lilii』：サン＝テティエンヌ；デュ＝　　　エッチング、ドライホィン｜、
S。／diens　at，rest（・ft・・Pi・t・・BRUEGEL）　　　モン》　　　　　　　　　　16．7・16．ll…1・lt卜r・・L・19．・・L・4．・c’・n・G’Jk　’）・・
P・t．？Ili・h・d・－15r・　　　　　　　1852傾．一一一　　、　　　　　Ch・・1・・M・r＞，r・・［1821－1868］
漂跳；11‖織嵩、、2．、。、，．，、。（pap。r，　　蒜認蒜～〈よ蒜芸。、紙、j．、　　〈Elatix－∫・・一曲’M・P・〃t－N・ut’
New　H（．）11stein58　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1853　alId　latcn’
G200g．oool　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Charles　Meryon［1821－1868］　　　　　　　　　　　　　1”ltcl’iiEu，、（hypoint
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈Eau．x－＿ノ70t’t（～s　sur　1：ヒ～η「∫〉．・50～η『＿」三～～《3ηηe＿〔fu，　　　　　　　　　　IG・7×16・3℃｜11川nla9〔’）：23・o×24・o（ln　q）aPe｜‘）
レンブラント・ハルメンスゾー・・フ・ン・・イ　M・8L，　　　　　　　8㍑；語lmcide…1：S°　（VII／Xい
ン［1606．1669］　　　　　　　　　ca・181）2　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etuhiiig，　dlyP〔，illt　and〔’hme　co11（・
《，II・斎の学者（またはファウスト）》　　　　　　　　　242×i2，8cm（il〕1dge）：ISS）．0×26．5　cm（1）aper）　　　　　　シャルル・メリヨン［1821－1868］
1・52f・頃．．、　　、．．　　：蝋総hlleide「mal｜25（IV”VIII）　　　《［11パリの31幽・i・r、．11・ノート・レ・ダム蹴の後
工・ソチン久ドブイホイント、エングレーヴィノク　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陣》
21，0×162Cln罐a・d・H・一・nsz，　van　R・j・［16・6－　；：縦；；1漂麗ムの撚》il蕊；、㍍㌶，！1乙1　、，1㌦×
A・scノ～・lat’　ii’i／iis　study　（iCJausり　　　　　1852似1；斧　　　　　　　　　　48・9・m（紙・」コ
｝　　籔〔一　　…藷籍温・・1－・一・版寸・iL）…黙㍑㍑曇㌫ピ改肋…
脇；｝1認　　　　　　　 Ch・・1・・M・ry・・［1821－1868］　　　　185、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜Eaux－F（）ftes　Stlr」Pcll’is＞．’LCIρomρe／Vottてe－　　　　　　　　Etchin9、　engravillg　a【ld（hyPoint
　　　　　　　　　　．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠）σ∫η〈～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・tl．8×28．8　cm（ima9しり：1（il3×29．g　Clll（plute）：
ルイ＝マラン・ボ不Ll736－1793］　　　　　　　　　　18tt）2　and　］ater　　　　　　　　　　　　　　　　　32．3×48．9　cln　q）1．ll）er）　．
《刷きぽ》　　　　　　・・∫1・1そ・Ch…r・II…ny　L，　、、　：i；蒜；1‘i（：tlll｛，tide「…4b（IV／IX）
177・年頃　　“　　　　　；；：；蕊跳mこ1g灼；17’4×25’3（m（plate）；2°・G×
㌶㌶㍍・㌶；　　1・紺・　6i　蒜1・1㌻　n2（1（V川ノx）　　；㍑1繍漂㌫》
［＝瀦：met［17：‘6－1793］　　シヤ・レル・メリヨン［1821－1868］　　竺ンク
ca．1770　　　　　　　　　　　　　　　　　　《［．パリの銅版1［lli』：ボン・ノートル＝ダムのアー　　　13．8×ll．2　um　〈　］ilii　・1．）　：　一’18．g×32，4　u1）｛紙、j・）
Colourc‘ngt－aN’ing　　　　　　　　　　　　　　　チ》
llil蒜1・1：M　（image）；　：32°×216㎝（1’aper）黙蒜㌃1：＿5…＿、．317×撒撒忽㌫一
シヤルル・メリヨン［1821－1868］　　　　　　　　　　　45．5clコ1（紙、」’）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1854
《rパリの鋼・llli』聯1’塔》　　　Ch。，1。、　M。r，．。。［1821．1868］　　　漂⊥i1。c。（im、、，、、、8．9。，2．、。。、pape，，
1852年以降　　　　　　　　　　〈EaUX－F（）’イε∬μγ輪S＞：L’・rche　du　p・nt　　　D・lt・il・21・S・h…i・k・m・・36（｜V／V）
エッチン久エングレーヴfン久シン・コレ　　　　　　　　　　〈t（）ti”e－L）on？e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2009－0012
｝7
シャルル・メリヨン［1821－1868］　　　　　　　　　　　Charles　Meryon［1821－1868］　　　　　　　　　　　　エ・ソチング
罐毎の漁師たち（ゼーマ川；（lllliに基　1濡＝＝：2竃罐〃・2　；㌫；識1　）（plii　・1’…×1’1．7　｛’nl　Ul）t　hi’）　［　27．7
瓢兇　　　　｝1懸1　：櫟）1，2。。、，。。。，P＿77×＝瓢1蹴868］
6．．｜×ll．6cmq由ト」’）；7．0×122　cm　d坂・jつ；31．8×24．5　　　　　　　　27．1cn．）q）aper）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．186i－）
cm〔糸氏・j’）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Delt（・il　5〔｝l　S（．・hneiderman　65（VII／Xll）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2009－00｜7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14．3×li3．O　cm（ilTlage）；IG，9×1・1．7　cln（1｝］atv）：
Charles　Meryon［1821－1868］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27．7×21．5　cm（papel・）
£ll㍑dε／a　me「　du　sud　Cd’apres　　シ・ルル・メリヨン［1821－1868］　　：；蒜1；clmci（le「inan　S）xl（V［Vl］）
ca．　lsr，o　　　　　　　　　　　　　　　　　　《エコール・ド・メドシヌ街22番地の小塔》
EtchiHg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1861年以ll条　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロドルフ・ブレダン［1822－1885］
翫；1　憲ご1：1（2・2cm（plate）；31・8×　　　　　エ・ソチン久ドライポイント、シン・コレ　　　　　　　　　　　《蝶と沼H川）　　　　、；1：㍑翻qπ吋）；212xl32cm（版’J’）；44・5×　18S・8年》
G．20｛［9－0013　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ1・グラフ、シン・コレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Charles　Meryon［1821－1868］　　　　　　　　　　　　18．o×ll．1cm（1川ト」つ；：37．8×29．2　cm〔紙・」り
シヤルル’メリヨン［1821－1868］　　　　T°ure”醐e∂e伽1閲1／M謝εdη・22　　R。d。lph。　B，e、di。［1822．1885］
罐・㌶げ（ファン’デ’フエルデの原驚議～＝；　覧＿、、　忽゜ρ”　τ拍　
185｛｝fロソ、降　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44．5×31．O　c｝n（paper）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Litl．1（．）9raph　and　Chine　coll6
⊥ッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Delteil41；Schneiderman　72（XIV／XIV）　　　　　　　　　　　　　18．0×ILIcm（image．）；37．8×292　cm　q．）aPer）
6．7・9．3cmq山i・］つ；8」・10．5　cm（版・j・）；31，8・24．5　　G．2009“OO18　　　　　　　　　　Van　Geldel▲24（1／III）
cn1（rif氏、」・）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2009－0023
11麟瓢蹴（一曇；＝＝；めの…；ll；二⊇；・2－188，5］
1850川1（川ak・r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l8（i2flt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l878イド
Ek’hi1国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチン久ドライポイント、シン・コレ　　　　　　　　　　　リトグラフ・シン・コレ
！i・7ご9．3・m（im・・9・）；8・1×10・5・m（1・1・te）；31・8×　　　160・12．3　cm　q由ト1・）117．0・1：う，7。m（版・j・）；51．0・　　19・1・15・6・n・q耐）；502・32．5　cm（紙・い
2．1・；’c川P三｜Pel’｛　　　　　　　　　35：8。m随」・）　’　　　　　　　　　　　　．Ddldl　s：schncl（lcrman　8　dl川）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rodolphe　Bresdln［1822－1885］
G・2｛川9＾〔｝ol4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Charles　Meryon［1821－1868］　　　　　　　　　　　　Lo　vil／es　derγiをres　le　ηai’e’cage
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」Pt’OJ’et　d’（ヲncadrement　pour　／e　porbてlit　　　　　　　　　　1878
シN・ルル・メリヨン［1821－1868］　　　　　　　　　　d’A「n．］and　Gμ（乏Mα（7　　　　　　　　　　　　　　　Lithogral）h　and　Criine　c（．）1【6
マドモワゼル翼とルーヴルの・部（ゼーマ　　　1862　　　　　　　　　　　　　　　　　　19’1×15’6cm（image）；5〔｝2×32’5　cn〕〔PaPe「）
・U・…1・・1・1］liに基づく）》　　　　瓢i2恕＝漂；〔｛1；i7CI。　q，1、，，、、　：；1・＝124A（II／IID
｜S．1”・fli旧　　　　　　　　　　　　　　　　51．0×：〕5．8　cm（．paper）
lll臨〔・・13・一…（・Vf／・）：29・・；；6聯㎞　83〔xlv／xlv）　曇㌫レダン［1822－188t」］
㍑濡1㌫｝：1；1。＿。“e㍑嬬㌫1漂；1、アカ・ア》澱li㍍㌦，。、39＿、
イ／〃1川〃W’（（∫σρ”d’S　Zeet～κm）　　　　　　　　　　　　1863イ1三以降
c’i）．｜8．19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチン久ドライポイント　　　　　　　　　　　　　　　Rodolphe　Bresdin［1822－1885｜
Elchilig　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l1．7×29．8cm（　［tll卜j’）；15，5×313，0〔：mcl”A・」つ：131．O×　　　　　　　　La　MaiSOII（？．　tl　ct～0／7t（？le
；楯1・；：：綿ll謝13・6×24，6　c｜Tユ（plate）；　　44・°Cm（紙“）　　　　　　1871　、
ll鋼ご｜2（lv／1め　燃雛霊；輪　羅i還：㍑一一一・
シ．一．Vルル・メリヨン［1821－1868］　　　　　　　　　　　1863　and　later
；；llll灘二ト＝シャンジユ（ニコルの㌶㌫：；§：　15・…3・cm　（plate・・　ぼ㌶繍ll8221885］
1・・5年、、　　　　　　　＝㌫chneide「man　89（VII／VII）　　　188・…
．Tlッ・f．！ク．；ンン・コレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング
12・522・1い’mq山i・」’）；13・6×23・・1…d阪・」つ；3zL4×　　　　　　　　　　　　　　　　18．〔）・25．0，m（1咽）；28．0・37G，m｛紙、b
・1｛；．5　cml紙」’｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　シャルル・メリヨン［1821－1868］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
Cha｝・1｛　・s　Me　ry．　on［1821－1868］　　　　　　　　　《アンリ41止校（あるいはナポレオン高等学　　　　Rodo．lphe　B「esdin［．1822≡1885］
L（・　1’o〃t．au－Change，　vers　1　784　（d’aρres　　　　　校）》　　　　　　　　　　　　　　　　　　Le　「uisseau　sousわ（）ls
竺・”1り　一　　　　　186…4年．　　　　　　㌫9
1亘　、　’　　　　　　　　　エッチング　．　　　　　　　　　18．0・25．O　Cm（imag。）；28．0・：S7．G　c，11（1、、P。，）
1・ichillg・（hillc　c（）lle　　　　　　　　　22・9・41・8　cm（［iUN’）129・8・48・4　c・・Ol回〕・t．17・2・　　V、、（三。lde，145（1／1）
、1；：ll完：i：：1㍑1；…3；13・G×23・4　Cn〕（plate）；　　62・3　Cm（紙一J’）　　　　　　　・2・・f）一・・2・
Dいll刈ぷ17：scluハcidernlal152（V〃VI）　　　　　　　　　　　Charles　Meryon［1821－1868］
G2009－o〔｝IG　　　　　　　　　　　　　　　　　　　College〃Henri　IV（1（）z～」しVc（鎗ハXaρole’oη）　　　　　　　ロドルフ・ブレダン「1822－1885．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1863－64　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《↑支》
蒜1㌧、㌫㌶禦シヤンジユ（デ㌶；：1＝：12・一一一・　；：瓢蒜1、、2、、。25。一、紙，」．、
ツ≡ソラの原IIIIiにメ・£つく）》　　　；；繍・，；・h・・eid・一・91（x／xll）　　　R。d。lph。　B，e、di、［1822－18851
讐惣シ。．コレ　　　　　　ー一　　　　　　　BiJar？c…18・・
g．6〆20，0cmqllll・」’）；12．o×213　．0　cm（版・1’）ll7．7×　　　　　シャルル・メリヨン［1821－1868］　　　　　　　　　　Etc！）il19～lnd　chi｜，（’　c（］［］！li、　　－
27」C・・紙・」’・　　　　　　《海・1愉　　　　　　　㍑；1〔：1、1：ll、ll∵　『’）：32’G×2’）’：～c川川川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18G5年頃　　　　　　　　　　　　G2009’OO27
18
オ’一．ノ∨．fl1ン・ルトン‘｜8・10－11｝1（i．　　　　　　　　　　　　オ・．戸』’fl1ン・ルドン・118．10－191｛1
　　コ．ヤ賛：（U夢の中でIY、は空に神秘の　　　　　．ゴヤ賛：（（1）ll覚めたヒき、私はきびしく
顔を見た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無↑htj．な似顔をしたギ1メ智の女神を1，Llた
　　　H　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　Jlss，），1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ss，｝‘1．
Ilトク噛ノ1ノ、，’ノ1－一ウii，」〔、：ニシン・：1し　　　　　　　　　　　　　　リトツ’ノ馳ノ、「ソ～一一・’ノliJ〔：こシン・：fレ
Uり．1　・L）：．；．｛1　Ctlいlllll・j　‘，ll．2　・：｝（15Cllい：iヨ／・j．i　　　　　　　　　　　　　　　26．1｝・21．．1t’1］［川山卜j　1：「～り　・：‖｜．11・11い：i～八’j
（　）（lil（）11　1＜（・（1（）1｜　1　18－1（）－1！）1｛；1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ ）（lil｛）11　 1＜c、（1（）ll　［　18〆1（｝－1！）1（；1
＜1／・川〃κ’．4・（’～1θ・ハ’a＞．’U〃ノθ〃s〃’⇔〃’1’∫’（’．∫・’　　＜”1，〃〃〃θ9（｝～’G・川1＞．’↓6ル・lu”（；i’・・i！f（tl）・・κ〃s
～’is　（ltl　（’i（）／〃〃’，is（　t，4J・・　（／1・〃’．、’st～・1’（・）　　　　　　／（1　／）〔　i（　’SS‘・　（／‘・／’1〃’（・〃1ψ／（・・（〃’ρ”・〃s川㌦’1・‘・／
｜ss　r，　　　　　　　　　　　　　　dt〃’
1」［lyl即．“］）1］：LIId　Chillい｛’u［］（1（）ll、vOvいPILI）ぺ｜．　　　　　　　　　　　　　　　　18s5
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i．ゴヤ賛」：（2）沼の花、悲しげな人間の
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研究員・客員研究員・インターンシップ・スタッフ・覧
List　of　Curators／Guest　Curators／Internship／Staff
［学芸課］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　料収集補佐
幸福輝　ヒ1駐任研究員　　　　　　　　　fi」1二1馴J問：H21・4・1～9・30
村ヒ｜iSl：哉　学芸課長（絵ll！ii彫刻第2室長兼任・H・22・2・23より絵画　　　鈴村麻Ll！　“
　　　　　彫刻第2室長兼任解除および企画室長兼任）　　　　　　　研修内容：当館の建築に関する資料収集補助
佐藤llll：樹　　主任研グヒ員（研究企［dti室長、H．22．2．23より第1チー　　　　研修期間：H21．4．1　・一　H22．3．31
　　　　　ム・リーダー）
ll5頸）｝　・H22223より第2チ騰ーこ麟る一助
横川li1・紀　　研究員（教育普及室、H．22．2．23より第2チーム）
川口邪f　j三任研究員（資料センター長、H．22．2．23より第3チー　　　菅暗丁‘秋
　　　　　ム．リ＿ダー）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修内容：当館の建築に関する資料収集補助
～課光lll．1：酬・ラ韻（絵1・1彫刻第1室／乏、H．22．2．23よ哨4チ　研ll多期ll　：H21・4・1～H22・3．31
　　　　　一ム・リーダー）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須賀藍r’
陳岡めぐみ研究員（絵画彫刻a62室、H．22．2．23より第4チーム）　　　　研修内容：’iG館の建築に関する資料収集補助
新藤淳　　研究員（絵画彫刻第1室、H．22．223より第4チーム）　　　　研修期間：H21・4・1～H22・3・31
大屋馴；師｛　院亙i（版　膝描室長・H・22・2・23より第5チー　　福田京
　　　　　ム’リーダー）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修内容：小企1也i展「ル・コルビュジエと国立西洋）こ術館」の関連
渡辺illi：輔　　一1：／壬研究員（版画素描室、　H22．2．23より第5チーム）　　　　　　　　　プログラム補助、当館の建築に関する資料整理補助
河ll公リ｝　Fl任研究員（保存修復室長、H．22．2．23より第6チー　　　研修期間：H21・4・1～H22・3・31
　　　　　ム・リーダー）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［キュレーター研修］
「客員ω1究員］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新田建史（静岡県、z美術館1三任学芸員）
マ＿サ．マクリントク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修期間：H21・4・13～H22・3・31
≧灘騰働青幸1綱職に　語鰍］
讐1㌫術働に関する綱究　　　；㌶當蹴寺繧晶酬）
委1馴」ll　：H21・4・1～H22・3・：31　　　　　　　　　［教情級室（H．22．2．23より第2チーム）］
瀧月・η好　　　　　　　　　　　　研究補u，三員：聾園茂宏・藁谷祐「
馴裕，コンサート伽1協ノJ　　　　　　　　アルバイト：伽鮒之
委嘱1　1間：H21・6・1～H21・8・31　　　　　　　　　［研究資‡ll．センター］
松隈洋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中麻帆
蓼聯謬慧慧負官建築調査　　　漂耀麟22・・k　1）　f；－t／／4チーム・］
難㌶惣禦リ跣　　　聯ii麟；櫟　胡
鍵㌶長前における松方コレクシ。ン。、”f”’？i史　　卿慧撒撒㌘
委嘱期間：H21・41～卜122・3・31　　　　　　　　　　　　　　　　　　［科研費ア戊レバイト］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高城靖之（レンブラントおよびレンブラント派における和紙による版
［インターンシップ］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1由i素描作品のli斤究）
奥村潤f　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　一　　　　［展覧会アルバイト］
研修内容：熱籠麟h當1瓢麟；i嶽蓼与；㌘瓢i麟と
9e
研究活動
RCSearcll　／yctivitiCS
ノ〈屋）Jl；Minti　OYA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河川公男　Kimio　KAWAGUcHI
展覧会企画、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［修i夏処置［
1フランク・ブラングィン展1（2010年2月2311－5月30日）企画・構I」文・　　　　　絵画：油彩lllli3点
監修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　額縁：ILII工
．執筆・監修・荊1｜UJI3．］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彫刻：
作llll解説：1．かたちは、うつる』展カタロ久ll（パ元西洋美術iil官、2009年　　　　　ロダン作品（7点｝免震rl†り板取り付け金物製作
綱ミ：．フランク・ブラング例～iカタ・グ汰屋翔隔、ll粒西澱　　ビストルフィ1・V多刻；死の花嫁たち’，・　’7“°ンズ却i瀞・展示保1削げ
　　　術館2010年　　　　　　　　　　　　゜ンズ製額制作
倫文：「ヴェネツィア・ヘント・・〈リ共紗術館設1言1’にlf・Jかって」　　［謝日i胱1
認～’ブラングィン展』カタ゜久1卵櫛館2°1°年’蹴瓢認1當灘，　欝皇‡烈1渠講
命蛾訳：“Vc）ni・e，　Ghe・t、　and　P・・i・・Desig・i・g　th・Ky・）rak・　　教授指導の，t）
　　　　　Bijutsukan（She（・r　Pleasure　Arts　Pavilion）’＼ex．caし
　　　　　E・・“！・〃・i〃・n・〆川・1”・β’η〃9・・！v〃・N・1ti・nal　M・・eUm・f　　L発表1
作蹴，㌢㌻甥i！鴇糊司川r撒i、㍑！灘llli鴇禦禦編蕊孫瓢㌶
　　　　　2010年　　　　　　　　　　　　　2009年71］
関連年表編集：1フランク・ブラングィン展』カタログ、国、7：西洋美術
　　　　　　　館、2010年、pp」88－199　　　　　　　　　　　　　　　［その他］
関連年表英訳：』‘Biography”，　ex．cat．　Exhibition　ot－　Ftてank　Bt－angt．vγn，　　　J．P．ゲッティ美術館、lkl、’ノ1西洋）ミ術館共ll｝i　l　lこ1際シンポジュウム「）ミ
　　　　　　　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo，2010，　　　術・博物館所蔵コレクションの地震対策」を企画開催、運営
　　　　　　　PP236－242　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同シンポジュウム報；lhl｝1の制作
参考文献共同編集：「フランク・ブラングィン展』カタログ、ll小1た西洋
　　　　　　　　　　美iそボf負官、2010イド、Pp200－213
CG製作監修：「共埠5）こ術館」アートアンドサイエンス社製作、国立
　　　　　　　西洋）3術館［1’フランク・ブラングィン展』にて放映、　　　川lI雅∫・Masako　KAWAGUCHI
　　　　　　　2010イド
エ。セイ：・Vi。9・ans　d。　R。di。　au　J。p…．庇／・・9…〃・〃・δ　［欄乏ぞ［料室のi醐l
　　　　　Ja（；qLtes　Vilain，　Naiss〔mce　de　laル70de／7～∫ゼ，　Editions　du　　　　研究資‡こ1・センター0）公開運川
　　　　　relief，　Paris・　2009・1）P・304－306　　　　　　　　　　　　　　アーティスト・ファイル、11：誌レコードの公開
松ノ∫コレクションに関する資料の収集と整理　　　　　　　　　　　　　チリ〒蔵作品デ＿タ整備
、撒活動］　　　　　　　　　　　　　国、晒｝羊焔飾臓作・lllゲータベースの・“一マリンクliK能追加
フランク．ブラングィン展講演会「壁而装飾とブラングィン　共楽美　　　　国、lil”Xi：術6「i版「想　IMAGINE」との連携検討・試験データ公開
術館へ」2010イ1：3月2711、国、Z西洋美術角’｛講堂　　　　　　　　　　　　　美術館ウェブサイトの公開運川
春・「「楽祭「フランク・ブラングィン展レクチャー＆コンサート」2010　　　資料コーナーの公開運川
年3川川柄ll聯酬館胱　　　　　　　　　フ。イルサ＿バ＿、ドメイン御・1！等
「フランク．ブラングィン展」［1うえの』No．　611（2010年：3月）・PP・39－40　　　　開∬｛50周年記念誌の準備
「ブラングィンの版lllli」『版lllli芸術』No．147（2010年春号）、p．103
「今、、フランク・ブラングイン展。」1文科時報』2（）09年12月り・、P．80　　　　　［調査活動］
「フランク・ブラングイン展」1［文化庁月報』2010年21」膓膓、P．43　　　　　　論文：「もう’つの『アルベルティーナ』：第一川国際美1’ll∫史学会
「フラ・ク・ブラ・グイン展」噺」の窓12・1・・1・2肱1・14　　　≒罐R｝111［贋≧1！蕊li蠕1欝：≧ア’レティ
［版1呵素描室の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報；IF二「1－Kl　i：tl）Xt一術h∬・博物館研究llは語る：展覧会でつづるHll：
／乍、1，・1‖臥（、関する業イ劣　　　　　　　　　綱螂科学ll欄2°°9年8肱11°・1（1°3・P・79
版1・i素描データベース管∫ln　　　　　　　；1；蹴禦！警6鵜潔1［1；㍗「蕊：砦
版lllli素才lllf閲℃工者対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ション研ラ七』no．17（2010年31」）、Pp．64－74
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「）3術館図書室と・過性資料：II；い1元西洋）こ術館研ラど資料セ
1その他」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンターのアー｝イスト・ファイル公開について」「アート・ドキュ
本館保存活川ワーキンググループ委員　　　　　　　　　　　　　　　　　メンテーション通信』85兄＾、2010年、p．14
11本女∫一大学教養科H非常勤講師　　　　　　　　　　　　　　　　　日1頂発表二「『国、1川｝6羊）こ術館展覧会総覧1960－2009』について：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会レファレンス・ツール作成の試み」（アート・ドキュ
91
　　　　　メンテーション学会第211il秋季研究発表会、2009年10；」　　　［翻∂｛］
　　　　　17日・国、呈西洋美術館講’llリ　　　　　　　　　　　　　　カーレル・ファン・マンデル『絵ll垢刹より（2）、lIKぱ西洋）ミ術h∬川
　　　　　「国立西洋美術館の情報戦略：所ll窺作品データベー　　　　究紀要no．14』2010年3月
　　　　　スを中心に」（アート・ドキュメンテーション学会創、Z20周
　　　　　年記念第4回アート・ドキュメンテーション研究フォーラ　　　　［その他］
　　　　　ム・2009年12月4日・東京巨1立博物館’r一成館大’小講堂）　　　お茶の水女子大学文学博：1；論文審査委員
［外部資金］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶応義塾大学文学博1：論文審査委員
科学研究費補助金研究成果公開促進費（研究成果データベース）　　　鹿島美術財団推薦委員
「lkけ西洋美術館1り〒蔵作品データベース」　　　　　　　　　　　　　　レンブラントに関する国際シンポジウムの準備
科学研究費補助金若丁研究（B）「美術館の機関アーカイブズに関
する調・径研究」
科学研究費‡lll助金基盤研究（B）「1｜il立西洋美術館を中心とした
ル・コルビュジエ作llllの文化遺産保存活用に関する調査研究」（研　　　佐藤直樹Naoki　SATO
究代表者：東京理科大学山名善之准教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会企［llli］
［その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「アルブレヒト・デューラー版画・素描展宗教肖像自然」4ご画・構
｜liVi　1’1｜lj：「氾子的リソース（一・次資料）」（全国美術flt’｛会議情報・資料　　　　成・監修・2010年10月26日一2011年1月161－1開催ア〃じ
　　　研究部会セミナー・2009年ll月10H・日ミ京国、！tl博物館小講i　　　「かたちは、うつる　Pミけ西洋美術館所蔵版Plii展1展示・カタログ
　　　’ill：　l　l日・IIミ｜、ア西亨羊美…γド「禽‘｛会・議室）　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集C企ll町・擢P茂：碧「藤汚」：）、2009年刀」711－8月161｜
　　　「国、ヒ西洋〕C術lil’iがめざす収蔵作品・図iq：・i：2f料情報サー
　　　ビス」（1，1“門図、1｝：角‘｛協議会関東地区協議会第15回情報サー　　　　［調査研究活動］
　　　ビス研究会・2010年2月1811・東京商工会議所403会議室＞　　　　1玉1立西洋美術館名作選クξ語版編集：Masterpieces　of　the　National
他機関との協力：総合芸術アーカイブに関する懇談会、2009年7月g　　　Museumof　Western　Art，　Tokyo，2009
　　　　　　　日、東京ii藝術大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ乍品解説「かたちは、うつる　　1司、7：西洋美術館｝ilr蔵版画展」カタロ
sl」会進行：全IEDミィW館会議学芸員｛｜JI：修会、2010年3月12日　　　　　　　　久新藤淳佐藤llヨニ樹編、国、’元西1羊美術館、2009年
研修：国文学研う七資料館平成21年度アーカイブズ・カレッジ長期コ　　　「ヴィルヘルム・ヘンゼルとファニードイツ・ロマンi：義の目撃間
　　一ス受講（分割履修）　　　　　　　　　　　　　　　　　　1メンデルスゾーン姉弟の歌曲の魅ノJ』コンサートプログラム、東京
学会劾ll・第7511111・ll豹ミ1欄漣盟ミラノ大会（2・・9年8JJ）　　麸整：㌶認i》｛蓼曇㌫三羅て㌫蕊欝
他機関調査：フィレンツェ市内の美術図書館（ヴィラ・イ・タッティ研　　　 堂、2009年ll月29日、PP．9－12
　　　　　　蹴㌶頸罐アンプ゜ジアーナ噸㌫禦辮腰二脇て蕊纏5霊
伺kぱ術館会」義情報・資料研究部会幹事　　　　　　　　　　　　　　ルクス・アルティウム』東京：中央公論）笥’1『出版、2010年3月
1ミ川ノく学非常勤ll｝晋師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンポジウム『デューラー受容500年』企画、国立西洋美術館、明治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学院大学、ドイツ語圏k：術研究連絡系1芒1共催、2010年ll月1311開1‖ij；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定
・1・1福輝Akira　KOFUKU　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［普及活動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レクチャー1メンデルスゾーン姉弟の歌曲の魅カーLコンサートプロ
講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グラム、東京藝術大学うたシリーズlx（藝大プロジェクト、メンデルス
膨㌶㌶當；燃瓢蕊嶽竺デルラ嬬耀羅襲瓢も繍ご酬セン
ント）ミ術研究会（清泉女子大学）　　　　　　　　　　　　　　　　　　［研究企画室の活動］
1教育，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年度国立西洋美術館報No．43の編集
成城人学大学院非常童力講師、2009年4月一2010年3月　　　　　　　　　慶⊆覧会企lllli計画の調整
金沢）：術1二芸人学非7；『勤講師、2009年7月　　　　　　　　　　　　　　インターンの採用の調整
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客員イ研究員採用の調整
岡酬究」　　　　　　　　　　　　　海州卜張の，鰹
科学川究費トlli助金基盤研究（B）1毎外学術調査「レンブラントおよび
レンブラント派における和紙による版画素描作品の研究」（研究代　　　　［査読委員］
2澗　　　　　　　　　　　　　 陳京藝微学矧り学部1；lf／xtjjlt，ic’一：』第51膓、外部イE読委員、棘藝1駄科学研究費補U力金基盤研究（B）「カーレル・ファン・マンデル著「北　　　　学美術学剖3、2009年
方1山i家伝』の成立と影響に関する比較芸術論的研究」（研究分担
者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［教育活動］
「レンブラント：光の探求闇の誘惑」（2011年開催予定）のための　　　　東京藝術大学美術学剖1芸術学科、特講演習「lkい’〆1西洋）ミ術館の
i“，！　f）ili　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ乍lllll訓］イ巨イリfうど」2009イ1…4－9月
工・卸　　　　　　　　rl愁》ど6麟1；惣瓢㍑濡1舗品酬ユ洲・
「静物画に隠された意味」「1玉陀西洋美術館公式ガイドブック』2009
イド8月、llミ1、Z西洋芙術館
S2
ネ1耐餐｛　’i，：　Atsushi　SI　IINFUJI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　il1；j’　fi官　東京新聞、2（｝09年、1）1）．1611－171
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共拷：：．ll：1、’tll叫ir）ミ術：∫if｛公∫Vガイ1ご｝ノックi炎交社、2009イ「
［展覧会‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　．、　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii）til　dii活！助：上1）（1歳f乍llllll　l凋でr～1∫；：fi・’ilノ）ll］《lll杉こJiコレクション0）15～18111：
1かたちは・うつる　　川、㌃西洋）こ術fll’｛所蔵版lllli展1・20｛｝g年7月7　　　　　　　　紀イタリア絵lllli及び素描の来歴｜Jlll在およびイり者同定を
ll　8月1（lll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　含・も・）ミi，ii］・リじ1γハ凋ぐ亡
㌦凋在仙究活動．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1その他
1ア1レゾレヒト・デ：t．　”ラー版lllli・素描り建宗教　1‘j像〔1然1（2（）10年　　　　lllい西洋）ミilll・館新館改｛1参ll、∬完1’に伴うlfl：ltl｜li移動および常｜｛竺展
lo」j2611－2川∫nljl6川」f｛　碇｝（こ関わる作1｜nllのiij踏　）1究　　　，」魂刷・1業
il’hone／iPod　t〔川ch　］i｜jけの常設展音声映像ガイド「Touch　the　　　　イギリス、ギャルピン楽器学協会U
rlll〔；鍋讐，およびリリース（1‘JJ3111・Al）1）lc社のAPPIe　St°「e　l｜細オラ・ダ・ガ・・澗ご［1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進術史学会倫文イr読委員
［論文・エッセイ等］
1かたちは、うつる」「かたちは、うつる　　国、ン：西洋美術負官所蔵版Plil
展！カタログ、国、1た西洋美術館、2009年7月
「イメージ』への転回の後で」『Review　House　O3］Review　House　　　苫島洋Ji　Yoko　TERASHIMA
糸扁集弓こ、2009｛ド12月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　［教育普及活動．］
「活動する眼、視線のディレンマ　オットー・ペヒトのドイツ絵［IIII論
について」「越宏一先生退任記念、論文集：ルクス・アルティウムi1東　　　　開館50周イド記念「ル・コルビュジエと川～’1西洋）ミ術h∬展」企1山i’構
京：・映公、蔽術IPT版、2〔｝10年311　　　　　　　　　成・実施・2009年6川1－81」3011
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インターンシップ・フログラム指導
［教育1働］　　　　　　　　　　　　ボランティア．・7”。グラム指導
「かたちは・うつる．　国“ノ1西洋）こ術負官所蔵版画展』におけるギャラ　　　　小．中学校教員のための夏期研修会の企画．実施
リートーク、2009イト7JjlOll、8月711　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　、
蝋ノ、端聴覚、デ，ア1‘6ゲスぷn，li　rT。uch，he　M、seUmにっい　フアミリープ゜グラム企ll柏ミ施
て」、2009年12月711　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／勺戊21年度）ミ術館をi刮llした鑑賞教育の充実のための指導者研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f修、2009イド8月3－511、叫↓」］（1｜　1［、‘た」丘fk）ミそ杓：h官　llミ1、フ：親「）ミそ・ドJ：fi1’；
［イiJl：修満師］
陳肋ぐみM・g・mi・JINGA・KA　　　　　！㌶膓1嚇舗；11’；1，、；1；欝蕊5；『ヤー及びワー
「展覧会］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「国、1元西洋）ミ術1館の教育普及活動について」、2009年12ル川、京都
「所蔵水彩・素描展　　松ノiコレクションとその後」、2010年2月23　　　　1：芸繊維人学
1｜－5戊」30日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　［論文・雑誌等」
「1陰影礼賛i展1．lcl　i71X…術角’｛コレクションから」展、2010年9月811－10
月1811開催］万ヒ（ll（｜、1欄Dこ術館）　　　　　　　　　　　　　　　　　「《llミけ西洋美術館》建設を振り返る上1ル・コルビュジエと国ごノ：西洋
「ユベー，．。べ一ルヴ。ラ、ス矧］伽レクシ。ンによる」蜘反　酬醐肋タ畝1・P・58－65
称）・2012年酬田夕定　　　　　　　　　　　［調査・研究i、fi9・h］
「執巾i活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009年度科学研究費（ノ・！こ盤研究B）「IK位1｝U洋）ミ術館を中心とした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　ル・コルビュジエ作品の文化遺産保存活川に関する調杏研究」ii’i．　〉’i二：「・陽9！ため酬Dこ術館19111・紀フランス・ll哺たちの複製　　2009イ1・9川1．1811　　　’
　　　イメージ戦略．．1二元社、2009年
　　　「所蔵水彩・素描展　松ノiコレクションとその後』Pミ位西洋　　　　［その他の活動］
　　　美術館’西減術劫ミ興財団・2010年　　　　　　　20（）9年Fu。　with　C。llecti。nの準備．、ハll在
論文等：シンポジウム報告「国際シンポジウム］日仏芸術交流の150　　　東京大学人文社会系研究科併tT，　llJJ教授、2009年411－2010イド3月
　　　　｛1三』1鞠｛己」『1竺i］；「学会会1　乏』28号・2°°8イ1…・PP・58－62　武蔵蝶i，1、rノ、測傲育端lr造形ファイ，レ」酬1評価委員、2。。6
　　　　；；當竺蹴当1璽1］雲聯突識論，、　年ll川1－2・・9葡」31日一
　　　　1・聯酬・h醐・究繊、l　l4｝ナ、200gfl・、PP．27－38　　　　財1砿人1体海W｝学振興11州・；職員・2008イlqo川1－2010年9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JJ30H
［社会貢献］
各種委員会委日等：ジャポニスム学会理’∬
村’ヒ博：ll泥　Hiroya　MURAKAMI
高梨光、馳it，。masa　TAKANASHI　　　　　　［執筆．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／．かたちは、うつる』展カタログ作品解説
［展覧会］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「果てしない時間の旅」『ローマ未来の原風景i美術出版社、2009
川代ローマ杣・1の遺　i《畷（i端：1．・位ll聯美術館刺噺11i］、　　イ剛」
NHK）、2009イ1…91jl9日一12J∫1311　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ll頭発表］
L調査・研究・企lllli等の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ミロの寡黙な絵lll｜i」、2009年ll月22「1（日仏美術学会シンポジウム
論文：「大プリニウスの命日」hlr代ローマ帝川の遺産』国、ア西ギr美　　　　「シュルレアリスムの時代一越境と混清の行方」）
rφ
［その他］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他］
東京大学大学院非常勤講師（文化資源学）　　　　　　　　　　　　　カポディモンテ美術館展（2010年1用催）の準備
全国美術館会議企画担当幹事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラファエッロ展（2013年開My．定）の準備
文化庁「美術品等の貸借に係る諸課題に関する調査研究協力者　　　本iiil「i保存活川ワーキンググループ委貝
会議」ワーキンググループ委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　50周年記念事業「イ川・究員が語る国“川｝耳洋美術館の50ηミ」制作
美術史学会委嘱委員
横山佐紀Saki　YOKOYAMA
［展覧会関係教育普及活動］
「ルーヴル美術館展　　17世紀ヨーロッパ絵画」
講i演会実施
先生のための鑑賞プログラム実施
障がい者のための特別鑑賞プログラム実施（協力：’三菱商事）
「ル・コルビュジエと国、’tl西洋美術iilVi」展
講演会ほか教育普及プログラム準備・実施
展示補助
カタログ編集協ノJ
「占代ローマ1間lllの遺産」展
講演会・シンポジウム実施
先生のための鑑賞プログラム実施
作品和文リスト
作品英文リスト
会場作llllll解ill色パネル
団体向けオリエンテーション
「ローマ未来の原風景by　HASHI」展
トークショー実施
「フランク・ブラングィン展」
講演会実施
先生のための鑑賞プログラム実施
作品和文リスト
作品英）1（L’リスト
会場作品解説ノ〈ネル
会場川作品解1、兇パネル拡大文字版制作
［調企・川：究活動］
科学研究費葡ll助金若f研究（B）「アメリカのミュージアムにおける
教育プログラムの公共性と民間資金に関する基礎的研究」
ナショナル・ポートレート・ギャラリー（ワシントンDC）・メトロポリタン
美術館教育普及プログラム調査、2010年2月25日一3月1211
［その他］
「FUN　DAY2009」］i≧1頗・”実施、2009イ1…7月lII－1、1211
0PEN［mlseumプロジェクト準備
「うえの、「」2009年7月り’5「セイビまるごとお楽しみ！FUN　DAY　2009」
執十
渡辺illf輔Shinsuke　WATANABE
［調査・研究活動］
在外研究（フィレンツェ）こ術館・文化財監督局客員研究員）、2009年
9月一2010年2J」
［孝支育f？舌重力］
お茶の水大学非常勤講flii、2009年4－9月
武蔵野美術大学版IIIIi研究室特別講義、2009年5月27－2811
明治学院大学芸術学科特別講義、2009年6月1211
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